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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「私はお前のことが好きだ」

　ブリュンヒルデの口から発せられた言葉。

　それは、俺の思考を数秒停止状態に陥おちいらせた。

　意味は分かる。

　だが理解が追いつかない。

　なぜ。

「……どうして、そんなことを俺に言う？」

「何を言ってる。お、お前以外の誰だれにこんなことを言えというんだ!?」

　ブリュンヒルデは顔を真っ赤にする。

　からかわれたと思ったのか？

　だとしたら見けん当とう違ちがいだ。

　俺は、本気で、分からなかった。

　何だ？

　俺が好き？

　好き？

　俺は今、コイツに告白されたのか？

　コイツが、俺を？

　なぜだ？

「お、おい」

「……」

　ブリュンヒルデを見る。

　まだ顔が真っ赤だ。

　その顔は当然シャロ先せん輩ぱいのものだが。

　そこに浮うかぶ表情。

　緊きん張ちよう。

　震ふるえる声。

　紡つむがれた言葉。

　それは、紛まぎれもなくブリュンヒルデのものだ。

「……」

　涙々フレイヤが俺に囁ささやく愛欲とは違う。

　ブリュンヒルデは本気で俺を……。

「へ、返事を聞かせろ」

　ブリュンヒルデは焦じれたように尋たずねてきた。

　頰ほおは紅潮し、目は潤うるんでいる。

　そんな顔で見つめられ、俺はなぜか焦あせる。

　焦る？

　何で俺が？

「……お前はまだ俺の質問に答えてない」

　謎なぞの焦しよう燥そう感かんを誤ご魔ま化かすように、俺は言う。

「何？」

「なぜ俺を……好き、などと吐ぬかす？　俺からすれば寝ね耳みみに水だ。状じよう況きようについていけない。説明しろ」

「え、う……？」

　捲まくし立てる俺に、ブリュンヒルデは声を詰つまらせる。

　どうせならそのまま混乱して逃にげてくれればいい。

　心の隅すみでつい願った。

「……っ」

　だがブリュンヒルデは踏ふみ留とどまる。

　逃げない。

　彼女のまっすぐな瞳ひとみが俺を映す。

「お前は私を助けてくれた」

「……」

「それからずっとお前の戦いを見てきた」

「……」

「他者を助け、理り不ふ尽じんに怒いかり、痛みを嘆なげき、戦い続ける」

「……」

「それは私の識しる英えい雄ゆうたちの姿そのものだ」

「……」

「そんなお前の姿を見ていると、こう、私の胸がジンジン熱くなって、切なくなって、いつの間にか、その、、、お前のことが好きになっていたんだ」

　ブリュンヒルデはたどたどしくも告白を続けた。

　顔を真っ赤にして。

　逃げずに。

　俺はそれをただ黙だまって聞いていた。

「なぜ今いま更さらそんなことを言う？」

「今更？」

「明日には全すべて終わる」

　神話代理戦争も。

　この主従関係も。

　全部明日でなくなる。

　それはブリュンヒルデも分かっているはずだ。

「そんなことを俺に伝えて、お前はどうしたいんだ？」

「別れる前に、私の気持ちを伝えたかった」

「……」

「答えを聞かせてくれ」

「……」

　俺はコーヒーを飲み干す。

　ベンチから立ち上がり、缶かんをゴミ箱に捨てる。

「神しん仙ぜん雷らい火か……？」

「俺は神が嫌きらいだ」

　ひと言でバッサリと切る。

　そのまま背を向けて、去ろうとした。

『──ウヒヒヒ、捨て台詞ぜりふにしちゃ微び妙みようだな』

（黙れ）

　バロールにもイライラさせられる。

　俺は坂をくだり、寮りように戻もどろうとした。

　が。

「待て」

　ブリュンヒルデが俺の手を引っ張る。

　いつになく、強ごう引いんに。

「何だ？」

「まだ答えを聞いてない」

「さっきのが答えだ」

「あれが答えなら……」

　ブリュンヒルデの手に力がこもる。

「私が神でなければよかったのか？」

「……！」

　ブリュンヒルデが神でなければ──先さき程ほどの答えは、違っていたのか？

　その思考は数秒、俺の足を止めさせた。

　どうして、なぜ止まる？

　動けなくなるのは、答えられなくなるのは。

　俺の……迷いの所せ為いか？

「……チッ」

　俺はブリュンヒルデの手を振ふり払はらう。

　それからまた坂を下り始めた。

「あ、おい」

　ブリュンヒルデもあとからついてくる。

　魔ま眼がんで止めるのもどこか癪しやくで、俺は彼女を無視してただ無言で歩き続けた。








第一章　シャルロッテとブリュンヒルデ









　　　　１




　スタスタスタスタ




　スタスタスタスタ




「……」

「……」

「…………」

「…………」

「おい」

「む？」

「いつまでついてくるつもりだ？」

「今日はお前と離はなれたくない、私も、シャルロッテも」

　後ろへ向けて投げかけた問いは、率そつ直ちよくな答えによって撃うち落とされた。

「……」

　俺は歩き出す。

　ブリュンヒルデはついてくる。

　あれから、結局寮へは帰らなかった。

　後ろのアイツがしつこく部屋までついてきそうだったからだ。

　だから、諦あきらめるまでアテもなく島内を歩き回ることにした。

　まずは寮から近い南区へ足を向けた。

　いつもの日曜日なら学生で賑にぎわう繁はん華か街がい。

　だが今日のメインストリートは閑かん散さんとしていた。

　その代わりにめだつのは破は壊かいの爪つめ痕あと。

　店の窓ガラスは割れ、看板は落ち、通りのタイルは剝はがれている。

　それに加えてあちこちで目につく血だまりの乾かわいた痕あと。

　全てケツァルコアトルの大襲しゆう撃げきが原因だ。

　今日の南区で見かけるのは、その破壊痕こんを修しゆう繕ぜんする聖餐管理機構エウカリステイアの職員ばかり。

　生徒の姿はほとんど見かけない。

　たまにすれ違っても、誰だれも彼も暗い顔で俯うつむいていた。

　閉じられた鳥とり籠かごの中とはいえ、昨日までは生徒の笑え顔がおがあったというのに。

「……」

　昼と夜で隔へだてられていたはずのローラシア島の暗部。

　それが昨日は境目の黄昏たそがれ時に顔を覗のぞかせた。

　一いつ般ぱん生徒にとって、それは十年前の神話戦争の再来だっただろう。

　自身がケガを負った者や友人を亡くした者も多いはずだ。

　そんな時に南区で遊ぼうと考える人間など、そうそう居るはずもない。

　俺も人ひと気けのない表通りを、ただ通り抜けていく。

「あ」

　その時、背後のブリュンヒルデが何事か声を上げた。

　つい気になって振り返ると、彼女の視線は通りのクレープ屋へと向けられていた。

　そのクレープ屋は奇き蹟せき的に営業しているものの、当然客などひとりもいない。

「───」

　ブリュンヒルデは小声で何か独り言を呟つぶやいている。

　それは見えない誰かと喋しやべっている風にも見えた。

「……？」

　俺はなんとなく観察を続ける。

　すると、ブリュンヒルデは財さい布ふを取り出し、クレープ屋へと近づいた。

　こんな時にクレープか……。

「……はあ」

　俺は無意識にため息をつく。

『──ウヒヒヒ、お前は本当に暗いなライカ』

（バロール……何の用だ？）

『──別に。暇ひまで暇で仕方がないだけさ』

　バロールの声はいつも通り甲かん高だかかった。

『──なあなあ、お前も暇なら女のところに行こうぜ。明日への英気を養いによぉ』

（そんなもの必要ない）

『──俺サマには必要なんだよ』

（知るか）

　本当にコイツは緊きん張ちよう感かんと無む縁えんらしい。

　それを頼たのもしいとは死んでも思わないが。

『──ライカだって童どう貞ていのまま死にたくないだろ？』

（くだらん）

　そんなことより俺にはやるべきことがある。

　妹を救い、全てを奪とり返す。

　そのためにずっと戦ってきたんだ。

　だが、バロールはまた嗤わらう。

『──ったく、お前はホント下世話な話ができない奴やつだな』

（だったら何だ？）

『──欲望が足りないって言ってんだよ』

（欲望だと？）

『──欲望は力だ。欲深い奴ほど案外生き残る』

（そんなものなくとも俺は勝つ）

『──そうかぁ？』

　バロールはせせら笑うように疑ぎ問もんを口にする。

『──迷いのないフリをするなよ』

（……！）

　見み透すかされた？

　俺の迷いを、バロールに？

（キサマ……）

『──四六時中、一いつ緒しよにいるんだ。隠かくし事ができると思ってんのか？』

　ウヒヒヒ、とバロールは嘲ちよう笑しようする。

『──迷いがあるのは、欲望を肯こう定ていしないからだ』

（……）

『──己おのれの欲に従って行動していれば、迷うわけがないからな』

　いとも容易たやすくバロールは暴論を振るう。

『──俺サマに言わせれば、くだらないのはお前の固い頭の方だ』

　自分の欲に従えだって？

　いかにも魔ま神じんらしい物言いだ。

　……そんな風に生きられたら苦労はしない。

（勝手に言ってろ）

『──もう少し自分に素す直なおになれよ』

　最後にそう言って、バロールはそれ以上何も言わなかった。

　俺も話を蒸むし返す気はなく、会話はそのまま打ち切られる。

「神しん仙ぜん雷らい火か」

　その時、ブリュンヒルデが声をかけてきた。

「なん、だ？」

　振り返った瞬しゆん間かん、鼻先に何かを突つき出された。

　甘い匂におい。

　クレープだ。

「食え」

「……急に何だ？」

「疲つかれた時は甘い物だ」

　また妙みようなことを覚えたな。

　というか、俺は甘い物が苦手だ。

　俺は適当に断ろうと考えて。

「シャルロッテも食べて欲しいと言っている」

「……」

　開きかけた口を閉じる。

　さっきブリュンヒルデが誰かと話している風に見えたが。

　あれは、シャロ先せん輩ぱいと話していたのか。

「……分かった」

「うむ！」

　俺がクレープを受け取ると、パァとブリュンヒルデの表情が華はなやぐ。

　そんなに嬉うれしいことなのか……？

「……」

　俺は複雑な気分でクレープをひと口食べる。

　生クリームの甘ったるい味がする。

　なんとなく、以前みんなでクレープを食べた時のことを思い出す。

　あの頃ころは、まだ何も知らなかった。

　まだみんなが友達で。

　何かあれば、俺がみんなを護まもろうとすら思っていた。

　だからどうした……という話だが。




　　　　２




　南区の端はしまで辿たどり着いた俺は、そこから西廻まわりに海岸を歩いた。

　遊ぶためのビーチは北区にあるが、南区側はただ海岸線が続いているだけだ。

　狭せまい砂すな浜はまを、ザク、ザク、と足あし跡あとを残しながら歩く。

　俺と、少し遅おくれてブリュンヒルデとの、ひとりと一柱ひとりで。

「……」

「……」

　会話はない。

　だが追い返すのはもうやめた。

　今日はもう何を言っても奴は諦めないだろう。

　それに、どうもこれはシャロ先輩も一枚嚙かんでいることのようだ。

　ならばこれはふたりの同意の上での行動なのだろう。

　だとしたら、せめて先輩の分は汲くみ取るのが筋だと思う。

　明日俺たちが生き残れるという保証はどこにもないのだから。

「！」

　冷たい潮風が不意に頰ほおを撫なで、思わず立ち止まる。

「……」

　風に誘さそわれて視線を海へ。

　絶海の孤こ島とうから望む水平線は、ただただ何もなく、果てしなく遠い彼方かなたを幻げん視しさせる。

　遥はるか遠き彼方。

　想像もしないほど遠い場所。

　それは、俺にとって、今まさにいる場所がそうだ。

　十年間、ひたすらここを目指していた。

　ずっと、ずっと、戦ってきた。

　この時のために。

　妹を奪とり返すために。

　来る日も来る日も血ち反へ吐どを吐はきながら、それだけを考えてきた。

　そんな日が本当に来るのかどうかすら考えもせずに。

　そうして、あと一歩で妹を奪とり返せるところまで来た。

　明日、戦いに勝つことができれば妹を奪とり返せる。

　──だが。

　その後は？

　その先は、どうした？

　先。

　未さ来き。

　もし無事に生き残ったら、俺はどうするのか？

　どうなるのか？

　想像もつかない。

　考えたこともない。

　今にして思えば不思議だ。

　なぜそんな……当たり前のことを、俺は今まで考えてこなかったのか。

　そして、なぜ今いま更さらそんなことを考えているのか。

　それとも、これも俺の迷いなのか？

　今まで意識していなかった、その後のこと。

　妹を奪とり返したあとのこと。

　結末の、その次。

　終わりが見えてきたことで、ようやくその先を想像できるようになったのか。

　あるいは。

　未練か？

　ずっと、ここで終わりでいいと思っていた。

　終わりだと思っていた。

　妹を奪とり返せば……もう終わってもいいのだと。

　この辛つらい日々も。

　この自じ虐ぎやくに満ちた日々も。

　全部にエンドマークがつくのだと。

　つけていいと無意識に思い込んでいたのかもしれない。

　それが違ちがうと……ようやく気づいた。

　なぜ？

　俺の中に、未来を希の望ぞむ気持ちが生まれたから……だろうか？

　教会時代には存在しなかった感情。

　自分自身の願い。

　それを、今更手に入れた。

　この島に来て。

　多くの出会いを得て。

　マリア。

　國崎アポロン。

　涙々フレイヤ。

　天華ゼウス。

　シャロ先せん輩ぱい。

　ブリュンヒルデ。

　バロール。

　櫛くし鉈なだ先輩。

　スサノオ。

　姫ひめ子こ。

　レオン。

　エオミシリリース。

　匣はこノの木ぎ。

　ケツァルコアトル。

　よい出会いばかりではなかった。

　よいことばかりでもなかった。

　それでも、ただただ辛かった過去とは違った。

　よかったこともあった。

　その分、余計に辛くなる時もあった。

　だからこそ、惜おしむ。

　喪うしなうことを恐おそれる。

　楽しいこともあったから。

　嬉しいこともあったから。

　それが終わることを厭いやだと思う。

　憎にくしみと恨うらみだけで生きていた時は、ただそれが終わることを願っていた。

　手に入れることよりも。

　終われることに喜びを感じていた。

　今は……。

　今の俺は、違うようだ。

　惜しいと思うから、続きが欲ほしい。

　この代理戦争が終わった後の、日々が惜しくて、続きが欲しいと願う。

　これも、バロールの言う欲望なのか。

　俺はこの気持ちを肯こう定ていすべきか？

　未来を欲しいと思う、この感情を。

　その感情を与あたえてくれた、この日々を。

「……」

　俺は、横へと視線をやる。

　そこでは、ブリュンヒルデが、俺を真ま似ねて海を見ていた。

　長い銀ぎん髪ぱつを片手で押さえ、どこか遠い目をしている。

　奴やつは、どちらだろうか？

　俺にとって。

　よい出会いだったか？

　それとも悪い出会いか？

　自問自答。

　……

　……

　…………

　いくら考えても答えは浮うかばない。

　答えに……迷う。

　こうして隣となりに並んで海を見ていても、言葉を交かわしもしないのに。

　俺は神が嫌きらいだと言った。

　それでも奴は後ろをついてくる。

　支配されているクセに、まるで言うことを聞かない。

　戦場でも何度か勝手なことをした。

　そのせいで振ふり回されたことも何度か……。

　では──コイツが憎いのかと問われれば。

　即そく座ざに答えられない。

　もしこの先、再び敵として戦うことになったなら。

　俺はブリュンヒルデを殺せるか……？

　また、答えは出ない。

　以前ならきっと躊ちゆう躇ちよ無く殺せた。

　だが、今は、俺がコイツを撃うつ場面を思い浮かべることができない。

　代わりに脳のう裏りに浮かぶのは、今朝の場面。




「私はお前のことが好きだ」




　ブリュンヒルデの告白。

　その時の、彼女の表情。

　俺を見つめる瞳ひとみ。

　自問自答の答えを探しているのに、今朝の記き憶おくが答え探しの邪じや魔まをする。

　そのことに、俺は軽く動どう揺ようする。

　自分が動揺したことに、また動揺する。

　おいおい、と。

　まさか、情でも湧わいたのか？

　自じ嘲ちようしようとして、笑えなかった。

　本当に、笑えない冗じよう談だんだ。

　笑い飛ばせないから、笑えない。

　コイツはいつも俺の調子を狂くるわせる。

　最初から、今までずっと。

　フレイヤが召しよう喚かんしなければ、本来この戦争に参加すらしていなかったはずの存在。

　それが、俺にとってはここまで厄やつ介かいな存在になるとは。

　まったく皮肉だ。

　ただ…………まあ………………。

　しばらく歩いて時間を置いたからか。

　はたまた海でも眺ながめたからか。

　朝に比べれば、多少落ち着いた。

　とりあえず、条件反射的にブリュンヒルデを拒きよ否ひしない程度には。

「……」

　口の中に、まだ生クリームの甘味が残ってる。

　いい加減、向き合うべきなのか。

　この、己おのれの中の迷いと。

　ああ……そうだよ。

　認めるのは癪しやくだが、俺は朝からずっと逃にげていた。

　ダラダラと言い訳ばかりして。

　ぐるぐると思考に逃とう避ひして。

　本当は、ただコイツの告白から逃げていただけだ。

　明日で全すべては終わる。

　終わる前に、ブリュンヒルデは気持ちを伝えたかったと言った。

　俺の方こそ、終わる前に迷いの答えを出すべきなのかもしれない。

　でなければきっと──肝かん心じんなところで、何かを決定的に間ま違ちがえる。

　そんな予感がする。

「ブリュンヒルデ……」

　俺は声に出して、名前を呼ぶ。

　まだ心にしこりが残るせいか、小さな声で。

　それでも話をしようとして。

　だが。

「雷火くん？」

「……シャロ先せん輩ぱい？」

　数すう瞬しゆん遅おくれて、気づく。

　いつの間にか、ブリュンヒルデとシャロ先輩が入れ替かわっている。

「今、何か言った？」

「……いえ」

　つい、誤ご魔ま化かす。

　先さき程ほどの声は小さすぎて、シャロ先輩には聞こえなかったようだ。

　かといって、またブリュンヒルデに替わってくれなどとは、俺には言えなくて。

「ブリュンヒルデはどうしたんですか？」

　遠回しに尋たずねることしかできない。

「えっと、時間になったから、わたしと一いつ旦たん交こう替たいしたの」

「時間？」

「うん。今日は、ほら、最後の一日だから」

　最後、というのは、俺たちが明日どうなっているか分からない、という意味だろう。

「だから、公平に順番で雷火くんと過ごそうって、今朝ふたりで相談して決めたの」

「そうだったんですか」

「うん。だから、次はわたしの時間」

　公平に。

　順番で。

　シャロ先輩はそう言った。

　それは、彼女とブリュンヒルデが対等なコミュニケーションを取れている証あかしだ。

　逆に言えば、あのブリュンヒルデがシャロ先輩を対等に見ているということ。

　どうしてそんなことが可能なのだろう？

　ほとんど同じ状じよう況きようにある俺は、バロールと罵ののしり合うばかりなのに。

　それどころか憎しみすら抱いだいている。

　レオンのことを思えば当たり前だが……。

　しかし。

　たとえば、俺がシャロ先輩の立場だったとして、ブリュンヒルデと対等な関係を築けたかと言われれば、否いなだ。

　少なくとも、俺の方から歩み寄ることはしない。

「雷火くん？」

「あ、スミマセン」

　声をかけられ、慌あわてて妄もう想そうを振り払はらう。

「えっと、このあとどうしよっか？」

　シャロ先輩に言われ、返答に窮きゆうする。

　どうするも何も、今までも特に何もしていない。

　ただただアテもなく歩いてきて、砂すな浜はまで海を見ていただけだ。

　とはいえ、ここでジッとしているわけにもいかなかった。

「とりあえず、どこかで休みましょうか」

「うん」
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　南区の繁はん華か街がいに戻もどるか迷ったが、結局俺たちは西区にある自然公園に向かった。

「どうぞ、シャロ先輩」

　俺は自じ販はん機きで買ってきた飲み物をベンチに座るシャロ先輩に渡わたす。

「ありがとう、雷火くん」

「いえ」

　俺も先輩の隣に座る。

　買ってきた缶かんコーヒーのプルタブを開け、ひと息ついた。

　北区のそれと違い、西区の公園はこぢんまりとしている。

　遊具のひとつもなく、ただベンチと生け垣がきがあるだけだ。

　まあ、高校生以上しかいない島だから遊具はいらないと、この公園──あるいはこの島──の設計者は考えたのかもしれない。

　俺も別にブランコで遊びたいわけではないが。

　何もない公園というのはやけに物悲しい。

　それにひどく静かだ。

「雷火くん」

「はい？」

「明日……生き残ったら、雷火くんは何がしたい？」

　シャロ先輩の問いかけに、俺は少しドキリとする。

　さっき考えていたことを見み抜ぬかれたような気がして。

　ああ、けど、どうなんだろう。

　この先輩は人の気持ちに敏びん感かんなところがある。

　俺の迷いもとっくに見抜かれていたのかもしれない。

「そうですね……」

　俺は缶を両手で握にぎる。

　少し俯うつむいてみるが、何も見えてこない。

　あるのは何もない地面だけだ。

　そんなところに答えが落ちているはずもなく。

「あまり……考えたこともありません」

　諦あきらめて、俺は正直に答えた。

「俺のこの十年は、妹を奪とり返すことと、復ふく讐しゆうが全てでした」

　だからこそ迷いがなかったとも言える。

　ひとつのことしか考えなくていいのだから、それは楽だ。

「でも、この島に来て、みんなや先輩と会って、ちょっとずつ俺は失っていたものを取り戻せていた気がします」

　十年前の神話戦争で失ったモノ。

　それは妹だけじゃない。

　親も、友達も、日常も、本当に何もかも喪うしなったのだ。

　なのに、俺は妹のことしか考えてこなかった。

　それ以外にも大切な、奪とり返すべきものがあることから、目を背そむけていた。

「……妹を奪とり返すことが最優先であることは変わりありません……でも、俺はそれを成し遂とげたあとのことがすっぽり抜ぬけていた」

　だが今は。

「全てを奪とり返したあと、俺は何がしたいのか……もしかしたら何もないんじゃないかって……すごく、迷っています」

　それにブリュンヒルデのことも。

　ここに来て迷ってばかり。

　実は自分がすごくダメな奴やつなんじゃないかという気さえしてくる。

「シャロ先輩は、明日が終わったらどうするつもりですか？」

　同じ質問をシャロ先輩に返してみる。

　意い趣しゆ返がえしというわけではなく、純じゆん粋すいな興味として。

「うーん」

　シャロ先輩は足をぷらぷらさせながら悩なやむ。

「学校がどうなるかによるかなあ」

「ああ……言われてみれば」

　仮に明日、神々にまつわる全ての事象に片がつくとしよう。

　そうなった時、神話代理戦争の舞ぶ台たいとして造られた学園はどうなるのか？

　詳くわしくは匣ノ木に訊きけば分かるだろうが……。

「さすがに、即そく解体・解散とはならないと思いますが」

「そう？」

「ええ。徐じよ々じよに、ゆっくりと後処理をしていくと思います」

　いきなり学園を解体したら混乱を生む。

　たとえば、聖餐管理機構エウカリステイアが行っていた世界共通検査。

　あれは世界中から器うつわとなり得る子供たちを集めるためのウソだった。

　だがそのウソは、「検査に引っかかった子供は神に呪のろわれている」という風評被ひ害がいを生んでいる。

　それを解消するには数年単位の時間が必要だ。

「じゃあ、まだしばらくはわたしたちも学園にいるのかな」

「たぶん今在ざい籍せきしている子供たちは、全員卒業するまでいるんじゃないでしょうか」

　少なくとも「子供たちの問題は解消され全員無事に卒業した」という過程が必要だ。

「そっか」

　シャロ先輩は頷うなずき、そして微笑ほほえみを浮うかべる。

「なら、いきなり雷火くんと離はなれ離ばなれにはならないんだね」

「……！」

　俺へと向けられた先せん輩ぱいの笑顔に思わずドキリとする。

　綺き麗れいだ。

　こんな日なのに、つい思ってしまった。

　そういえば出会った最初の日も、似たようなことを思った気がする。

「わたしね、雷火くん」

　シャロ先輩は微笑んだまま、俺に言う。

「わたしのやりたいことは、雷火くんとずっと一いつ緒しよにいること」

「先輩……」

「……うん。ブリュンヒルデさんに先に言ってもらってよかった。おかげでわたしも言える気がするよ」

　シャロ先輩は大おお袈げ裟さに深呼吸してみせた。

　次のセリフがとても大事なことだと、事前に俺に報しらせるように。

　いくら鈍どん感かんな俺でも、それくらいは分かった。

　彼女は、言う。

「雷火君、わたしは、貴方あなたが好き。初めて出会った時から、ずっとずっとそう想おもってた」
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　ボク──櫛鉈姫子は昼近くになって目を覚ました。

　昨日、変な時間に寝ねたせいだ。

　おかげで深夜に一度目が覚めてしまった。

　その時雷火は床ゆかで寝ていて、起こしたくなかったのでボクはベッドから動かなかった。

　けれどその後はなかなか寝付けず、二度寝に成功したのは明け方になってからだ。

「……」

　起きて、まず驚おどろいたのは室内の惨さん状じようだった。

　深夜に起きた時は暗くて気づかなかったけど、部屋がメチャクチャになっている。

　壁かべ紙がみは破れ、窓ガラスはヒビだらけ。

　天てん井じようには何かが刺ささった痕あとができている。

　当然あちこち散らかり放題。

　まるで誰だれかがこの部屋で力の限り暴れ回ったみたいだ。

　いったいボクが寝ている間に何があったんだろう？

「……雷火？」

　そこで、ふと気づく。

　室内にボク以外、誰の気配もないことに。

　学校に行ったのかな？

　今日は何曜日だろう？

　壁かけカレンダーも破れてしまっている。

　けど、破れてなくてもボクには今日が日曜日か月曜日か分からない。

　だって、覚えてないし。

　ボクがボクを取り戻したのが何月何日かも知らない。

　雷火に訊いていないし。

　雷火の部屋からも出ていないから、分からない。

　どうでもいいし。

「雷火ー？」

　ボクはベッドから降りて、お風ふ呂ろ場ばやトイレを探す。

　いない。

　どこにも雷火がいない。

「あ……」

　途と端たんに、立っているのもツラくなる。

　ぺたんと床に座り込んだ。

「……」

「……」

「……」

　ボンヤリと虚こ空くうを見つめる。

　別に、何か見てるわけじゃない。

　見たいものがあるわけでもないし。

　その内、弛し緩かんしきった体は勝手に仰あお向むけに倒たおれた。

　グンニャリと、全身が軟なん体たい動物になったみたいだ。

　天井を見上げる。

　ちょうどボクの真上の天井に、丸っこい穴があいていた。

　暗くて黒い小さな穴。

　ボクの胸にも同じ穴があいている。

　物理的な意味じゃなくて。

「お姉ちゃん……」

　寂さびしくなると、独りになると、いつもお姉ちゃんを思い出す。

　それから、泣く。

　泣きたくて泣いてるわけじゃない。

　勝手に涙なみだが出てくるんだ。

　だから拭ぬぐうこともしない。

　勝手に出てきたんだから、勝手に止まるまで待つ。

　カーペットを汚よごしちゃった……。

　雷火、怒おこるかな？

　怒らないか。

　雷火はボクを怒らない。

　たぶん、お姉ちゃんのことがあったからだ。

　……別に弱味につけ込んでるつもりはないんだけど。

　うそ。

　本当は、ちょっとつけ込んだ。

　お姉ちゃんのあとを追って死んでもよかったけど。

　雷火が支配してくれるなら、それもいいと思ったんだ。

　これはボクの感情？

　それともスサノオの感情だったもの？

「どっち？」

　誰ともなく尋たずねてみる。

　ボクの中から返事がないかと耳を澄すませたけど、何も聞こえてこなかった。

「雷火。雷火」

　呟つぶやく。名前を呟く。呟く。呟く。

　雷火がいないと、何にもする気力が湧わかない。

　彼だけが、今のボクの全すべてだ。

　何でもして欲しい。

　何でもされたい。

　何でもしたい。

　何でもしてあげたい。

「雷火ぁ」

　早く帰ってこないかな。

　でないと、ボクはずっとこのままだ。

　ただ酸素を浪ろう費ひして、二酸化炭素を垂れ流す。

　この世に不要な人形。

　雷火がいないと、ボクは何もやる気が起きない。

　彼が生きろと命令して、支配してくれてなければ、ボクは死んだも同然だ。

　ボクが、今のボクが、一いつ瞬しゆんでも人間らしくあれるのは、雷火が傍そばにいる時だけ。

　彼の近くにいる時だけ、ほんの少し、冷たい心臓が早はや鐘がねを打つのが分かる。

　この部屋の中で、ボクのために、ボクを生かそうと懸けん命めいになってくれる彼を見ていると、心がポカポカする。

　これが恋れん愛あい感情なのかどうかは分からないけど。

　雷火、早く帰ってきて。

　そして、またボクに甘えさせて。

　それだけが、今のボクにとって唯ゆい一いつのやすらぎだから。
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　今日、二度目の告白。

　相手はシャロ先輩。

　俺は、思わず息を吞のんだ。

「……！」

　公平に。

　順番で。

　シャロ先輩の言っていたことを思い出す。

　あれは文字通りそのままの意味だったのか。

　ひとつの体を共有する彼女たちだからこそ、こうして交こう互ごに機会を譲ゆずり合ったのだ。

　全ては愛の告白という一大事を成し遂とげるために。

「えっ、、、と」

　どう答えればいい？

　何か答えなければと思うが、声がしどろもどろになってしまう。

　ブリュンヒルデの時とは、また違ちがった焦しよう燥そう感かん。

　答えに迷ってるのは同じだが、迷う理由が違う。

　なにしろこんなの不意打ちだ。

　シャロ先せん輩ぱいとはよく一緒にいたが、まさかこんな……！

『──ウヒヒヒ、鈍感め』

（うるさい！）

　久しぶりに喋しやべったと思ったらそれか！　くたばれ！

　バロールに八つ当たりするも、状じよう況きようは変わらない。

　そんな俺を見て、シャロ先輩がクスッと笑った。

「わたしには今すぐ答えなくてもいいよ」

「そ、そうですか……？」

　そう言われて、ついホッとした。

　まだ鼓こ動どうが速い。

「その代わり、今日はいっぱいデートしよう。こんな時だからあんまりお店やってないかもだけど……」

　島にはまだ昨夜の傷きず跡あとが生々しい。

　それはシャロ先輩も分かっているだろう。

　でも、あえてデートと彼女は言った。

　最後かもしれないから。

　告白と同じく、悔くいを残さないように。

　俺よりもずっと前向きだ。

「そうですね」

　このままウジウジとしているよりはいいかもしれない。

　それがシャロ先輩の頼たのみでもあるし。

「どこか、行きたいところはありますか？」

「そうだなぁ……」

　シャロ先輩はうーんと悩なやみ。

「あっ、それじゃあ学園の図書館に行ってみる？」

「図書館ですか？」

　学園の図書館のことだろうか。

「うん。そういえば、ずっと前に案内するって約束したのに、まだしてなかったよね？」

「そういえば……そうでしたね」

　転びそうになった先輩を助けた時、お礼にとそんな約束を交かわした。

　仲間との相談場所に書庫を使わせてもらったことはあるが、肝かん心じんの図書館を見て回ったことはなかった。

「あっ、でも今日って学園に誰だれもいないかな……」

　シャロ先輩の眉まゆ尻じりが下がる。

　確かに昨日の今日だ。

　おまけに日曜日。

　当直の職員すら残っていないかもしれない。

　だが、まあ。

「その時は俺がどうにかしますよ」

「どうにかって？」

「ああ、まあ、そこはツッコまないでください」

　多少手段を選ばなければ鍵かぎくらい何とかなる。

　最悪、匣ノ木に話を通せばどうとでもなるだろう。

「じゃあ早さつ速そく行こっか。せっかくだから、西側の門から入ってみようよ」

「分かりました」

　俺はベンチから立ち上がる。

　ふたりでゴミ箱に空き缶かんを捨て、公園を出ようとした。

　そこで、ふとシャロ先輩が変な咳せき払ばらいをする。

「どうしました？」

「えっとね」

　シャロ先輩はちょっとはにかんで、

「手、つなご」

　と言った。

　彼女の手が差し出される。

「はい……」

　俺はやや躊躇ためらいながらその手をそっと握にぎる。

　先輩の手は小さくて、少し力を込こめたら折れてしまいそうだ。

　それに手の平がやわらかかった。

　どうしてか。

　以前はそんなことなかったのに。

　今はやけに……彼女の手を取るのが恥はずかしい。

　気がつけば、物もの凄すごく彼女のことを意識していた。

　俺たちは手をつないだまま、ふたりで並木道を歩く。

　日曜日なので学園に向かう者もおらず、誰ともすれ違わなかった。

　静かな時間が続く。

　だが、息苦しくはなかった。

　奇き蹟せき的に被ひ害がいの少ない木々の緑を眺ながめながら、やがて学園のある丘おかに辿たどり着いた。

　丘の上はひと際きわシンとしていた。

　ただ惨さん劇げきの痕あとは島のドコよりも生々しい。

「……」

「……」

　俺たちはグラウンドを横切り、図書館へと向かう。

　図書館はほとんど無事だった。

　扉とびらは閉まっていたが、割れている窓があった。

「ここが開きそうですね」

　俺は穴から手を伸のばして鍵を開け、靴くつを脱ぬいでから室内に入った。

「先輩、手を」

「うん」

　俺はシャロ先輩に手を貸す。

「じゃあ、せーの」

「よい、、しょっ！」

　タイミングを合わせ、シャロ先輩は窓まど枠わくの上にのぼる。

　と、その時スカートがめくれた。

「キャッ！」

「……スミマセン」

　先に気づくべきだったか……。

「う、ううん気にしないで」

　若じやつ干かん頰ほおを赤らめながら、シャロ先輩は窓枠から降りる。

　それから玄げん関かんにスリッパを取りに行き、改めて本ほん棚だなの並ぶ図書館に入った。

　紙の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

「前に来た時も思いましたけど、ここの蔵書量はなかなか凄すごいですね」

「うん。いろんな国の本が揃そろってるから」

「なるほど」

　言われてみれば学園に通う生徒は世界中から集められている。

　となると、同じ本でも各国語の翻ほん訳やく版を何冊何十冊と揃える必要があり、必然的に蔵書量も増える。

「雷火くんって本読むんだよね。どんな本が好き」

「……その、先輩」

　俺は少し気まずく思いながら頰を搔かく。

「実は、俺あんまり本を読まないんです」

「えっ!?　でも前に……」

「前にシャロ先輩と約束した時はまだ潜せん入にゆう任務の段階だったので」

　一いつ般ぱん生徒を装よそおっていたので、先輩の質問にも無難な受け答えをしたのだ。

「じゃあ、もしかして本好きじゃない？」

「いえ、そういうわけではないんですが」

　教会時代には、神々の知識を得るため神話を何度も読み返した。

　しかし、それはあくまで座学の一いつ環かん。

　シャロ先輩のイメージする「読書」や「本好き」とは異なるものだ。

「俺にとって読書は資料読みに近いというか、いわゆる娯ご楽らくとしての読書とはかけ離はなれていて……ああ、けど師し匠しように読めと言って渡わたされた剣けん客かく小説は時々読み返していました」

　刀使いの師匠攻こう略りやくのヒントになればと、それも半ば資料感覚だったが。

「ああ、よかった。なら嫌きらいなわけじゃないんだね」

「ええ」

　俺は頷うなずく。

　実際、読書自体を苦痛と感じたことはない。

「よかったらシャロ先せん輩ぱいの好きな本を教えてくれますか？」

「うん、いいよ」

　こっち、と言ってシャロ先輩は先に歩き始める。

　彼女の案内で図書館の中をゆっくりと回った。

　それから彼女のオススメの本を何冊か選び、机の方に移動する。

「この本はね、わたしが子供の頃ころにはじめて泣いた本で……」

　ページを繰くりながら、シャロ先輩はその本について話してくれる。

　俺はそれに相あい槌づちを打って、彼女の声を聞いていた。

　ふたり並んで本を読む。

　一冊、二冊と、順々に。

　本のことを話す時の先輩は、いつもとはまた違ちがった顔をしていた。

　二階の窓から差し込む陽光が銀ぎん髪ぱつに反射してキラキラと輝かがやき、少しだけ細められた目はどこかミステリアスな雰ふん囲い気きがあって。

　俺は前に國くに崎さきから聞いた彼女のあだ名を思い出す。

　本棚の銀ぎん妖よう精せい。

　確かにこれは妖精のようだな、と思った。

「あ……ゴメンね。わたしばっかり話しちゃって」

「いいえ、シャロ先輩の話を聞くのは楽しいです」

　シャロ先輩の横顔を見ている内に、いつの間にか持ってきた分の本が終わっていた。

「次の本取ってこよっか」

「はい」

　持ってきた本を棚に戻もどし、次の分を探しにまた本棚と本棚の間を歩く。

「……！」

　その時、ふととあるタイトルが目に留まる。

　ニーベルングの指ゆび環わ。

　俺はその本を棚から引き抜ぬく。

「雷火くん？」

　シャロ先輩が振ふり返って、俺の持つ本の表紙を覗のぞき込む。

「ニーベルングの指環？」

「ドイツの楽劇オペラですね。これはそれをイラストつきで解説した本のようです」

「それは読んだことあるんだ？」

「北ほく欧おう神話をモチーフにした物語なので、神話の知識を詰つめ込む過程で軽く目を通したことがあったんです。あくまでモチーフなので、実際の神話と神や人物の名前が違ったりしますが」

「北欧神話って、確かブリュンヒルデさんの？」

「そのブリュンヒルデが物語のヒロインです。コイツの名前はそのまま出てきますね」

「へぇー……あ、ブリュンヒルデさんもスゴく興味あるみたい」

　俺はイラストで描かかれた物語の場面を見せながら、先輩にニーベルングの指環のあらすじを説明する。

　ニーベルングの指環は十九世紀ドイツのリヒャルト・ワーグナーの作品だ。

　製作に26年。総上演時間15時間。全四部作の超ちよう大作だ。

　世界を支配する力を持つとされる黄金の指環。

　英えい雄ゆうジークフリートとブリュンヒルデの恋こい物もの語がたり。

　そのふたつを主しゆ軸じくに物語は進んでいく。

　第三部『ジークフリート』にて、黄金の指環を手に入れるジークフリート。

　だが彼が指環を手に入れた時、それはすでに呪のろわれていた。

　そうと知らず、ジークフリートはブリュンヒルデにその指環を贈おくってしまう。

　やがて武ぶ勲くんを求めて旅立ったジークフリートは、卑ひ劣れつな罠わなによって記き憶おくを失い、グンターの妹グートルーネに求きゆう婚こんする。

　グンターはジークフリートに、妹と結婚したければ自分とブリュンヒルデが結ばれる手助けをしろと交こう換かん条件を出した。

　記憶を失ったジークフリートは喜んでその交換条件に応じる。

　事情を知らないブリュンヒルデは怒いかり、指環を狙ねらうグンターの異い父ふ弟ていハーゲンの口車にのってジークフリートの弱点を教えてしまう。

　ハーゲンに背中から槍やりで刺さされたジークフリートは死ぬ直前に記憶を取り戻し、彼が死んだあとになってブリュンヒルデも彼が記憶を失っていたことを知る。

「……そして最後はブリュンヒルデも自ら命を絶ち、その後ヴァルハラが崩くずれ落ちて物語は終わります」

「悲劇で終わりなんだ……」

「そうですね。ワーグナーは北欧神話の英雄シグルスの死に着想を得て、ジークフリートの死を描いたそうです。ブリュンヒルデの立ち位置は神話とほぼ同じになっています」

「神話でもふたりは死んじゃうの？」

「はい。神話でもブリュンヒルデはシグルスのあとを追って焼死します……さすがにヴァルハラまで焼け落ちることはありませんが」

　最後にヴァルハラが燃え落ちるのは、北欧神話の神ラ々グのナ黄ロ昏クで世界が燃え尽つきたことがモチーフとなっている。

　ワーグナーは神話のラストをオペラのラストに持ってきた。

　英雄と戦いくさ乙女おとめの死によって世界が終わる。

　悲劇にピッタリの結末だ。

「……」

　シャロ先輩は少ししんみりとしている。

　こんな時に変な話をしてしまっただろうか……？

「シャロ先輩」

「……うん！」

　声をかけようとした時、不意に先輩がグッと両りよう拳こぶしを握にぎる。

「ど、どうしました？」

「あっ、ううん！　ブリュンヒルデさんがね、〝わたしシヤルロツテの時間がなくなるから早くデートのつづきをしろ。いちいち私のことなど気にするな〟って」

　さっきの、うん、はブリュンヒルデへの返事だったらしい。

　ブリュンヒルデなりの気き遣づかいだろう。

「……」

　本当に、彼女たちはいい関係を築いているようだ。

「そろそろお昼だし、どこかでご飯食べよっか」

「はい」

　図書館をあとにした俺たちは、どこか入れるお店はないかと南区へ足を延ばした。
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　私──フレイヤは空から雷火たちの様子を見下ろしていた。

「フーン、健全だこと」

　西区でふたりを見かけ、コッソリあとを尾つけてきた。

　鷹たかの羽は衣ごろもを着て、空からふたりに見つからないようにして。

　だってあのシャルロッテ先輩の口からデートなんて単語が出てきたのだ。

　すごくおもしろそう！

　そう思ってついてきたのだけど。

「退たい屈くつね～」

　予想をはずした。

　雷火たちは図書館に二時間はいた。

　誰だれもいない密室で男女がふたりきり。

　それなのにキスのひとつもしない。

　明日が最後の戦いになるって分かってないのかしら？

　昨夜、ケツァルコアトルの神じん工こう太たい陽ようを受け止めた戦車。

　あのあと飛び去った戦車の御ぎよ者しや台だいに立っていたのは、紛まぎれもなく國崎だった。

　彼があの時太陽を止めたのは、あのまま落下すれば自分も消し飛ぶからやむを得ず、というところだと思うけど。

　あれだけめだつことをして、向こうも正体がバレてないとは思わないはず。

　当然、雷火もあれを見み逃のがしてることなんてないでしょうし。

　互たがいに最後の敵を認にん識しきした。

　もはや残っているのは私たちだけ。

　もう様子見や牽けん制せいをする段階は過ぎ去った。

　となれば、明日は間違いなく決戦。

　単純な戦力で言えばこちらが圧あつ倒とうしている。

　向こうは國崎ひとりで、こちらは三さん柱にん。

　けれど神と神の戦いは数だけでは測れない。

　オシリス戦やケツァルコアトル戦を見れば、それは明白だ。

　國崎が何の神かは分からないけれど、太陽に関する神である可能性は高い。

　太陽神は神話によっては最高神にも据すえられる重要な神だ。

『レガリア』やスキル次し第だいで、私たち三さん柱にんが負ける場合もあり得る。

　それはつまり、死ぬ可能性もあるということだ。

　私も。

　雷火も。

　人間たちも。

　普ふ通つうこういう時の男女って未練を残さないように、幾いく度どでも幾度でも体を重ねるものでしょう？

　なのになんて悠ゆう長ちようなのかしら！

　私だったら互いの体の境目が融とけてしまうまでヤるのに。

　あーあ、勿もつ体たいない！

「替かわれるなら私が替わりたいわ」

　地上に顕けん界かいした時からずっと狙っていたのだ。

　カラオケや彼の部屋で何度も誘さそったのに、ことごとく拒きよ否ひされてしまった。

　せっかくこの私の恋こい人びとにしてあげるって言ったのに。

　やっぱり人間の体なのがダメなのかしら？

　完璧パーフエクトな女め神がみボディだったらイケたかしら？

　ていうか、雷火ってばちょっと潔けつ癖ぺきすぎるわ。

　フェミニストなところも素す敵てきだけれど、もっと獣じゆう性せいにも目覚めて欲しい。

　具体的にはもっと肉欲に忠実になって。

　そうしたら私のことも抱だいてくれるはずなのに。

　だってこの私を魔ま眼がんで支配して、好きにできるのよ？

　ほかにも私には劣おとるとはいえ、何人も女の子を屈くつ服ぷくさせているのに。

　男の子ならもっと欲望を抑おさえられないと思うんだけど。

　眼下のデートの様子を見ても、彼にそういう展開を期待するのは無理っぽい……。

　……

　……

　……

　やっぱり勿体ないわ。

　明日は私だってどうなるか分からない。

　その前に一度彼に抱かれたいと思うのは自然なことだ。

　どうしたら雷火をその気にさせられるか考える。

　もう一度強ごう引いんに迫せまったらどうかしら？

　でも魅了チヤームも破られたのよね。

　水着や肌はだを見せても反応してくれなかったし。

　それとも同情を誘う？

　ブリュンヒルデみたいに、別れる前に思い出を～、とか。

　でも最近の雷火って私に冷たいのよね。

「うーん……ダメかしら」

　あれこれと手て練れん手て管くだを思い浮うかべるが、成功のイメージが浮かばない。

　やっぱりレオンの一件があって以来、雷火に嫌きらわれているし。

「……」

　雷火とレオンを罠に嵌はめたのは、私の女神としての性さ質が。

　だから、何があってもどこかで必ずああしたわ。

　たとえその結果嫌われると分かっていたとしても。

　それが私という存在の本質だから。

　そのことを悔くやむことはない。

　もちろん謝ることも。

　けど。

　私が雷火を好きなのは本当だ。

　なにしろ私に勝った男だもの。

　惹ひかれるのは当然。

　彼を愛するのは私の必然。

　そうは見えない行動も、私にとっては全すべて愛情表現でしかない。

　愛の前に善悪なんて塵ちりのようなモノ。

　最上の男を愛めでるためなら倫りん理りなど滓かす同然。

　そもそも神に人倫なんて適用されないし。

「あー……でも、ブリュンヒルデはちょっと違ちがうか」

　あの娘こは昔からどこか人間臭くさい。

　騎き士し道どうなんてものも大好きだし。

　人間の不条理な情なんてモノも理解できてる節がある。

　当然、愛情も。

　女神のような視点ではなくて。

　人間のような見方で恋こいができる。

　だから雷火もあまり無下にしないのかしら？

　だとしたら……少し羨うらやましい。

「まっ、あんなおぼこくさい娘こと替わりたいとは思わないけどね」

　もう部屋に帰ろうかしら。

　どうせこれ以上覗のぞいていても進展はなさそうだし。

　私は引き返し、図書館上空をあとにする。

「それにしても、この島も辛しん気きくさくなったわね」

　空から見下ろすと、地上の空気がよく分かる。

　ほんの少し前までは、ここも楽しい場所だったのに。

　今はまるで島全体が死んだ様よう。

「明日どうするかでも考えておこうかしら」

　もし明日、私が死ぬとしたら。

　私はここに未練を残さないためにはどうしたらいいだろう。

　そんなことを考えつつ、私は飛んだまま西寮りようの自分の部屋へと戻もどった。
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　シャロ先せん輩ぱいとブリュンヒルデはその後も交こう互ごに入れ替わり、俺は彼女たちと順々にデートを重ねた。

　今はブリュンヒルデのターン。

　少し状じよう況きようにも慣れてきた俺は、まず彼女に尋たずねた。

「次は何がしたい？」

「映画が観みたい」

「どこでそんな知識身につけたんだ？」

「シャルロッテが教えてくれた」

　俺たちは北区の総合レジャー施し設せつに向かった。

　映画館は奇き蹟せき的に営業していた。

　と言っても、ほぼ無人だ。

　チケットもジュースもポップコーンも自じ販はん機きで買える。

　聞こえてくるのはモニターから流れる映像の音声くらい。

　それでも普ふ段だんは客で賑にぎわっているのだろうが、今聞こえる足音はたったふたり分だ。

「どれが観たいんだ？」

　チケット売り場には映画のタイトルがいくつも並んでいる。

　モニターには予告編も流れているので内容もある程度分かる。

「えっと……」

　ブリュンヒルデの目はあっちへ行ったりこっちへ行ったりしている。

　かなり迷っているようだ。

　映画館に来るのははじめてだろうし、迷うのも仕方ない。

「神仙雷火はどんな映画が好きなんだ？」

「覚えていない」

　映画なんて最後に観たのは十年も前だ。

　どんな内容だったかも覚えていない。

「むむむ」

　ブリュンヒルデは唸うなってもう一度モニターを眺ながめ始める。

　それにしても随ずい分ぶんと真しん剣けんに選んでいる。

　相当悩なやんでいるようだ。

「よしっ！　これにする、これがいい！」

　十分ほど悩んで、ブリュンヒルデは真ん中のモニターを選んだ。

　チラッと確かく認にんする限り、どうやら恋れん愛あい映画のようだ。

　何と言うかベタなものを……。

　まあいいか。

　チケット販売機でクレジットを払はらう。

　ついでに飲み物とポップコーンも買った。

「ほれ」

「何だこれは？」

「ポップコーンだ。お前の舌に合わせてキャラメル味にしておいた」

「むっ！　甘い！」

「席についてから食え」







　客席はガラガラだった。

　好きな席を選び放題だったので、俺たちはスクリーン正面の中段の席に並んで座った。

　退たい屈くつな予告編をしばらく我が慢まんしたあと、ようやく映画が始まる。

　映像の中で、久しぶりに島の外の世界の景色を見た。

　綺き麗れいに復興した街並み。

　ほどよく緑も多く、市民も活気があり、笑え顔がおが溢あふれている。

　まるで神話戦争以前のような光景だ。

「……」

　十年で世界の復興も進んできたが、この映画ほど見事な復興を遂とげられた地域など全体の10％にも満たないだろう。

　だがそれでも、映画の中でまで悲ひ惨さんな現実を映す必要はない。

　実際、神話戦争以降、映画から過激な内容の作品は減り、平和的な内容がウケるようになったと聞いたことがある。

　確かにこの映画も平和的な内容だ。

　同じ日に生まれた幼おさな馴な染じみの男女。

　ふたりは一いつ緒しよに成長し、同じスクールに通い、徐じよ々じよに互たがいを異性として意識し始める。

　大きな悲劇や悲運など存在しない。

　せいぜい同級生に対する軽い嫉しつ妬とが起きるくらい。

　平和な恋模様。

　やがてふたりは大人になっていく。

『──おい、退屈で死にそうなんだが』

　バロールが文句を言い始める。

　まあ、俺も若じやつ干かん退屈だ。

　全体から漂ただよう牧歌的な雰ふん囲い気きを楽しんでいるつもりだが、話の本筋はあまり頭に入ってこなかった。

「おお……」

　一方、ブリュンヒルデは食い入るようにスクリーンを見つめていた。

　幼馴染の少女の感情に引っ張られて、表情がコロコロ変わっている。

　少女が笑えば頰ほおが緩ゆるみ。

　少女が嫉妬すれば不安になり。

　少女が少年に恋をすればハラハラと胸を押さえる。

　本当にただの乙女おとめのように。

「わひゅっ！」

　何だ今の変な悲鳴？

　視線を正面に戻すと、ちょうどキスシーンだった。

　まあ、恋愛映画ならキスシーンくらいあるだろう。

　というか、予告編でも最後の方にこのシーンは映っていた気がするが。

　そんな風に思っていたら。

「ワヒッ!?」

『──おお！　なんかおっぱじめやがったぞ』

　ブリュンヒルデが悲鳴を、バロールが歓かん声せいを上げる。

　いや、まあちゃんと隠かくすところは隠しているのだが、映画館の大スクリーンの中で彼らが何をしているのかはよく分かった。

『──ウヒヒヒ、これが濡ぬれ場ってやつか！』

（急に興奮するな鬱うつ陶とうしい）

　よく観ていなかったからやや曖あい昧まいだが、どうやら少年が今度引ひっ越こしてしまうらしい。

　子供が大人の事情に抗あらがう術すべはない。

　ならせめて離はなれ離ばなれになる前に思い出を……と、そんな話の流れだった気がする。

　しかし学生設定の少年少女のラブシーンって映画倫理規程的に大だい丈じよう夫ぶなのか？

　まあ、そんなの知ったことかとばかりに映画は流れ続ける。

「ひゃうっ！　あひんっ！」

　ブリュンヒルデはなんだか悶もん絶ぜつしている。

　両手で顔を隠しているが、指の隙すき間まからバッチリ見ている。

　随分と楽しんでいるらしい。

　まあ別に悪いわけではないが。

「……」

　俺はジュースに手を伸のばす。

　と。

　ブリュンヒルデの手が俺の手に触ふれた。

「ッ!?　ぁ!?　ぅ!?」

　トンデモナイ動きで椅い子すの上で跳はね飛ぶブリュンヒルデ。

「……まるで毒ガエルでも握にぎったような反応だな？」

「そ、そんなことはない！」

　ブリュンヒルデは慌あわてたように訂てい正せいし、椅子に座り直す。

　俺も映画に戻る。

　ラブシーンはとっくに終わっていた。

　三分もなかった気がするが、まあそれは話の本筋ではないのだろう。

　大事なのはふたりが愛を確かめ合い、いずれ再会の約束をするシーンの方のようだ。

　そんなことを俺が考えていると。

　また、ブリュンヒルデの手が俺の手に触れた。

　ただし今度は偶ぐう然ぜんではない。

　肘ひじ掛かけに置いた俺の手の甲こうに、彼女は自分の意思で手を重ねている。

　チラリと横目で彼女を見る。

　さっきも赤い赤いと思っていたが、今度は本格的にトマトのように赤い。

　重ねられた手の平は先輩と同じでやわらかい。

　ただ先輩の時よりも若干体温が高かった。

　少し手て汗あせもかいている。

「～～～」

　ブリュンヒルデはまぶたを固く閉じていた。

　俺の反応を見ないようにしているのか。

　はたまた単純に恥はずかしいのか。

　たぶん、その両方だろう。

　一方で、怯おびえも感じられる。

　この手を振ふり払われないか。

　俺が嫌いやがらないか。

　そうなることを恐おそれるように目を閉じている。

「……」

　そういえばジュースを飲み忘れていた。

　俺は飲み物に手を伸ばす。

「……っ」

　それに反応して、ビクンッとブリュンヒルデの手が震ふるえた。

「……」

　俺はジュースを手に取り、ストローに口をつける。
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　ブリュンヒルデと重ねた手は、そのままだ。

　俺が嫌がらないのを見て隣となりで何か反応があったが、そちらは見ないでおいた。

　離れ離れになる前に思い出を。

　つまらなさそうに見ておいて、案外俺もこの映画に影えい響きようされていたか？

　まあいい。

　何か害があるわけでもなし。

　俺はブリュンヒルデの好きにさせ、映画のつづきを観みることにした。
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　第二西区病院。

　ここは昨夜からバタバタしていた。

「血液パックが足りない！　至急手配を！」

「ベッドが足りません！」

「廊ろう下かにシーツを敷いておけ！」

「手術室の手が足りません！」

「こっちも足りん！」

　昨夜の事件は島中に及およんだ。

　これまで神話代理戦争によって一いつ般ぱん生徒職員に被ひ害がいが出たことはある。

　だがそれはあくまで神々の戦いの〝余波〟に過ぎない。

　別に死んで構わないが、殺すつもりはなかったという話だ。

　だがケツァルコアトルのは違ちがった。

　彼は人類を滅めつするべく企たくらみ、復ふく讐しゆうするために行動した。

　それは神話代理戦争の勝利以上の欲求だ。

　ゆえに人的被害は神の殺意に比例して大きくなった。

　この島には東区と西区に大きな病院があるが、その両方がパンクするほどの怪け我が人にんが昨夜から運び込まれていた。

　おまけにケツァルコアトルのスキルによる道具の叛はん乱らん。

　それは人的被害の拡大に加え、治ち療りよう道具そのものが使い物にならなくなる、という二次的被害を生み、昨日の夕暮れから始まった襲しゆう撃げきからほぼ丸一日が経過してなお、状じよう況きようが改善されない原因となっていた。

　そんな院内を、僕──匣ノ木竜りゆう斗とは急ぎ足で歩いていた。

「あー忙いそがし忙し」

　僕は医者でないけれど、この島の管理に携たずさわる立場の人間だ。

　それもそこそこ高い地位ポジシヨン。

　要するに中間管理職だ。

　おかげで上司への報告に部下への指示とてんてこ舞まいだ。

　昨日から寝ねる暇ひまもなく島中を東とう奔ほん西せい走そう中。

　島のどこに行っても目にするのは惨さん劇げきの痕あと。

　特に病院内は歩いていて気が滅め入いる。

　ベッドが足りなくて床ゆかに寝かされた子供たちを横目に、僕はその脇わきを通り過ぎる。

「いやはや嫌になるね、どうにも」

　独り言を呟つぶやく。

　現状を嘆なげくクセに、口くち許もとには軽けい薄はくな笑えみ。

　鏡を見なくても自分がヘラヘラしているのがよく分かる。

　こんな風に笑い顔が貼はりついたのはいつからだろう。

　もうよく覚えていない。

　だがこんなものだろう。

　世間の人々は神を過去の遺物にし始めている。

　神の名を消し、書を捨て、記き憶おくも忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやって、十年前をなかったことにしようとしている。

　忘れてしまえば楽だ。

　目を逸そらせたらどんなにいいだろう。

　困難から逃にげるのは人の叡えい智ちだ。

　生あい憎にくと、僕に忘却の安あん寧ねいは赦ゆるされなかったけれど。

　この十年、僕ら聖餐管理機構エウカリステイアはひたすら神の走そう狗くとして働いた。

　それが世界を保つ唯ゆい一いつ無二の術だからだ。

　文字通り一度は破は壊かいされかけた世界。

　今はギリギリ残った支柱一本で何とか支えているような状態だ。

　それも神々が気き紛まぐれを起こせば容易たやすく倒たおれる。

　それこそ花でも手た折おるように、ポッキリと。

　倒とう壊かいしかけた宇宙集合住宅地球荘そうを、本当に倒壊させないためには贄にえが必要だった。

　嗜し好こう品ひんや娯ご楽らく程度ならまだいい。

　人間を捧ささげるのは嫌な作業だった。

　特に子供は。

　それでも僕らは贄を捧げ続けた。

　なにしろ天てん秤びんの片皿に載のっているのは世界なのだ。

　世界中の人間より、島一個分の人命の方が軽い。

　全すべての命が等価なら、数的優位にある側に天秤が傾かたむくのは当然の帰結だ。

　持ち上げられた側の皿に載った人間は天上に捧げられ、消える。

　そんなシステムを僕らは作り、管理してきた。

　当然そんなこと、まともな精神でやり続けられるものじゃない。

　マジメな者ほど心を病むのは早かった。

　だったら真しん剣けんにやってはいけない。

　いつもヘラヘラ笑うくらいでなければ。

　ヘラヘラ笑いながら次の犠ぎ牲せい者しやを選別した。

　ヘラヘラ笑いながら死んだ人間の偽ぎ装そう工作を指示した。

　ヘラヘラ笑いながら神々に媚こびへつらった。

　そうでなけりゃやってられない。

　逃げるわけにはいかなかった。

　だって誰だれかがやらなきゃ、世界が滅ほろびるんだから。

　たかが千人そこそこの子供の命のために、世界を犠ぎ牲せいにするわけにはいかない。

　僕は大人だからね。

　大人は子供より物知りだし、視野も広い。

　だから世界のためなんて言葉も平気で口にしちゃう。

　それは世界の広さとか大事さとかを理解してるからだ。

　物事を知りすぎると幸福を逃のがす、っていうのは誰の言葉だったかな。

　その通りだと思う。

　本当は神なんてクソッタレと中指を立てる方がいいに決まってる。

　でもそれは大人には取れない選せん択たく肢しだ。

　だからこそ。

　僕は神仙雷火君に期待をしている。

　なぜなら彼は子供だから。

　世界の広さも何も理解していない子供は、だからこそ己の数少ない大事なもののために命を張れる。

　好きな子とか、友達とか、そんな些さ細さいな物と世界を同じ天秤に載せられる。

　それは大人の僕には真ま似ねできないこと。

　子供の彼でなければできない。

「さてさて、賽さいの目はどちらに出るやら……ん？」

　そこで僕はふと立ち止まる。

　集中治療室の前。

　そこからガラス越ごしにひとりの少女が眠ねむっているのが見える。

　エミリー・ヴァンブラッド。

　エジプトのオシリス神の神格適合者となっていた少女だ。

　現在は生命維い持じ装置につながれ、覚めない眠りに就ついている……はず、なのだが。

「……動いた？」

　それは気のせいだったかもしれない。

　動いた気がしたといっても、せいぜい指先がピクリという程度だ。

　もし彼女が覚かく醒せいするような事態になれば一大事だ。

　ゆえに、彼女には生命維持装置と別に警報のような機械もついている。

　生き返ったのなら必ず反応があるはず。

「……」

　だが、特に異変は見られない。

　やはり気のせいか？

　見たところ計器に異常はないようだが……。

「あれ～？　竜斗せんせー」

　その時、横合いから声をかけられた。

　そちらを振ふり向くと、見知った女生徒がこちらに手を振っていた。

「天てん華か君？」

「こんなところで奇き遇ぐうですね～」

　彼女は僕が担任するクラスの委員長だ。

　いつも明るくリーダーシップを発揮してくれて、僕は随ずい分ぶんと楽をさせてもらっていた。

「学校のせんせーがこんなところで何してるんですか？」

「ああ、ちょっとね……。天華君こそ病院に何か用かい？」

「あたしは友達のお見み舞まいでーす」

　天華君はいつものように微笑ほほえみながら答えた。

　いつものように……。

「君の友達もケガをしたのかい？」

「はい。さっき連れん絡らくがあって、もうビックリしちゃって」

「……」

　何だろう。

　違い和わ感かん。

　友達がケガをしたにしては、あまりにいつも通りすぎる。

　いや、それ以前に。

「……天華君は昨日の神しん災さいには巻き込まれなかったのかい？」

　昨夜の出来事は「世界で同時多発的に発生した神性現象による戦後災害」という形で情報操作が進んでいる。

　おかげで世間は蜂はちの巣をつついたような騒さわぎだ。

　誰も彼もが十年前のことを思い出して怯おびえている。

　それだけ神という存在は人を不安にさせるはずなのだが……。

「うーんと、あたしは部屋のベッドの下で震ふるえてただけなので、あんまり何が起きたか分かってないんですよね」

　だから現実感が湧わいていない……と？

　違和感はまだ拭ぬぐえない。

　だが、だから何なのか、答えまでは出ない。

「それじゃあ、あたしこっちなので失礼しまーす」

　そう言って天華君は階段をのぼっていってしまった。

「……あっ！　ヤバい、急がないと」

　僕は何とも言えない気持ちになりながらも、差し迫せまった時間に突つき動かされる形で足早に院長室へ向かった。
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　私──マリア・ミントは祈いのりを捧げていた。

　明日の雷火先せん輩ぱいの勝利を。

　これは禊みそぎだ。

　聖女の行う禊は聖性を高める儀ぎ式しき。

　身を清め、心を清め、天に祈る。

　私は雷火先輩専用の聖女。

　だからこそ、彼のために祈る。

　童話に出てくる乙女おとめが勇者の勝利を願うように。

　祈りによって聖性を高め、彼の勝利のための力になる。

　これは私にしかできないこと。

　ほかの誰にも譲ゆずれないこと。

　私は教会で独りだった。

　いや、もうそのずっと前から。

　雷火先輩がはじめて私にやさしくしてくれた。

　彼といる喜びが、私に生きる喜びを与あたえてくれた。

　だから、彼の望みに、彼の願いに、私は全力で助力する。

　それこそが、私の願い。

「……」

　雷火先輩は明日が決戦になると言っていた。

　その戦いに彼に勝ってもらうために、私は今日一日を全て祈りの時間に充あてている。

　全ては明日、彼と生き残るため。

　その後も、彼と一いつ緒しよにいるために。

　私は祈る。
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　ブリュンヒルデのターンが終わったあと、シャロ先輩も映画を観みたいと言ったのでそのまま映画館に居座った。

　映画二本を観終わって外に出た時には、すでに夜になっていた。

　日曜日は戦せん闘とうがないため、夜時間も今日は休みだ。

　警備員の見回りやアナウンスもない。

　そのため今日は夜よる遅おそくまで外出していても見み咎とがめられることはなかった。

　まだ先輩が帰りたくないと言ったので、俺たちは北区のビーチに足を向けた。

「夜の海ってはじめて見た」

　真っ黒な海を見ながらシャロ先輩はポツリと呟つぶやく。

「なんだか怖こわいね」

「そうですね」

「てっきりロマンチックなのかなって思ってた」

　シャロ先輩はえへへと笑う。

「ライトアップされてるとよかったんですが」

「うん。そしたらきっと綺き麗れいだよね！」

　今はシーズンでないからか、あるいは設備がないのか、暗い海はずっと暗いままだ。

「雷火くんは、前に海に行こうって言った約束覚えてる？」

「……はい」

　あれは櫛鉈先輩の頼たのみで姫子を捜さがしていた頃ころ。

　西区の倉庫街を歩いている時に、そんな約束をした。

「ふふっ、夏にはまだ早いけど、ふたりで海に来れたね」

　シャロ先輩はちょっと嬉うれしそうに微笑む。

「夏の海って綺麗なのかなあ」

　楽しそうに未来を話す先輩に、俺は相あい槌づちを打った。

　それは未来と呼ぶには他愛たわいもない約束かもしれない。

　それでも彼女の目は、俺に見えないものを映している。

　なぜなら俺には、そんな些細な未来の情景すら何も想像できないのだから。

　欲深い者が生き残る。

　バロールはそう言った。

　それは未来を欲ほつする願望の強さだろう。

　俺にはそれがない。

　まるでこの夜の海のように、真まっ昏くらで、何にも見えない。

　妹を奪とり返すこと。

　神々に復ふく讐しゆうすること。

　そのために生きてきた。

　だがそれは目的で、願望ではない。

　妹を奪とり返して、どうしたいのか？

　復讐を成し遂とげて、そのあとどうしたいのか？

　今いま更さらのように降って湧いた己おのれに対する疑問。

　十年分のツケの答えは未いまだに出ていない。

「雷火くん」

　その時、シャロ先輩が俺を呼ぶ。

「はい」

　俺は慌あわてて俯うつむきかけていた顔を上げた。

　すると。

　シャロ先輩の美しい緋ひ眼がんと目が合った。

　彼女に見つめられ、俺はドキリとする。

「今日のデート、楽しかった？」

　唐とう突とつな質問。

「えっと……」

　答えに迷ったわけじゃない。

　ただこういう質問をされると思っていなかっただけだ。

「はい……楽しかったです」

「じゃあ、わたしとシャルロッテさんのどっちの方が楽しかった？」

「えっ!?」

「なんちゃって。雷火くんってばずっと考え事してるから、少しイジワルしちゃった」

　そう言ってシャロ先輩は舌をチロッと覗のぞかせた。

　今のが冗じよう談だんと分かって、俺はホッと胸を撫なで下ろす。

　というか確かに思い返してみれば、デート中の俺の態度は先輩に対して凄すごく失礼だった。

「スミマセン。不ふ愉ゆ快かいな思いをさせて」

「本当にそう思ってる？」

「もちろんです」

「じゃあ……」

　シャロ先輩が、一歩こちらに近寄る。

　二歩、三歩。

　ゆっくりと距きよ離りを詰つめてくる。

　吐と息いきのかかりそうな距離で、ようやく彼女は立ち止まった。

「……！」

　再びあの瞳ひとみに見つめられ、柄がらにもなく俺の心臓がドキドキと高鳴る。

　今日の先輩はいつになく積極的だ。

　いや、俺が尻しり込ごみしているのか。

　こういう経験がないので分からない。

「本当にごめんって思ってるなら、もう一度わたしと約束してよ」

　シャロ先輩は下から俺を覗き込むように言う。

「約、束？」

「うん」

　シャロ先輩は頷うなずく。

「夏になったら、もう一度海に来よう」

「……！」

「それでまた泳ぎを教えてよ。この前は中ちゆう途と半はん端ぱだったし。バナナボートだって乗ってみたいし、ビーチバレーもしたいよ。いっぱいいっぱい思い出作ろう」

　シャロ先輩が、俺の手を取る。

　そして、自分の胸むな元もとへ引き寄せ、抱だくように両手で握にぎった。

「生き残ったあとにしたいことがなくて迷ってるなら、わたしとの約束を覚えておいて」

「先輩……」

「ね、約束。きっと明日生き残って、一緒に海にまた来よう」

　シャロ先輩は俺と指を絡からめる。

　彼女の細い指が、ほのかに温かかった。

　約束。

　彼女は俺に、未来への願望をくれたのだ。

　生き残ったあとに何をすればいいか分からないと言った俺に対して。

「ありがとうございます、シャロ先輩」

　先輩のおかげで悩なやみがひとつ消えた。

　まずは生き残り、彼女との約束を守る。

　叶かなえたい未来が、俺にもひとつできた。

　と。

「それじゃあ、言いたいことも言ったから、わたしの時間はお終しまい」

　シャロ先輩はそう言って俺の手を離はなす。

「次は雷火くんの番。ブリュンヒルデさんに、あなたの答えをあげて」

　ブリュンヒルデに対する答え。

　それは今日出さなければならない。

　明日神話代理戦争が終わるなら、彼女とはもう二度と会うこともないのだから。

「じゃあ、替かわるね」

　そう言って、シャロ先輩はそっと目を閉じた。
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　シャロ先輩が目を閉じてから少しして。

　彼女のまぶたが開く。

「……神仙雷火」

　鋭するどい瞳。

　清せい冽れつな雰ふん囲い気き。

　シャロ先輩とは違ちがう口調。

　彼女と同じ姿をしていても、見間違えようもない。

「ブリュンヒルデ……」

　それでも俺は確かめるように呟く。

　ブリュンヒルデはそれに小さく首しゆ肯こうすることで答えた。

　その態度から、彼女の緊きん張ちようが伝わってくる。

　だが、緊張しているのは俺も同じだ。

「神仙雷火……それで、返事は？」

「……」

　俺は唇くちびるを嚙かむ。

　ブリュンヒルデの告白に対する答え。

「俺は……」

　神が憎にくい。

　今朝はそう答えた。

　それは真実だが、告白の答えとしては誤ご魔ま化かしに近い。

　それこそ、ブリュンヒルデが神でなくなったら意味のない答えなのだから。

　彼女が人間であれば、俺はどう答えるのか？

　向けられた好意に応こたえるのか？

「……っ」

　今まで考えたことのない問題に、頭がこんがらがる。

　それに、ブリュンヒルデを見ていると、同時にシャロ先せん輩ぱいのことも重なって見える。

　先輩にも告白された。

　彼女はまだ答えなくていいと言ってくれたが……。

　結局、俺はどちらに対してもまだ「答え」を出せていない。

「神仙雷火……」

　ブリュンヒルデが焦じれるように俺の名前を呼ぶ。

　その瞳に対して、俺は……。

「俺は……」

　そうして、俺は奥歯を嚙むように言葉を絞しぼり出した。








第二章　新生神話
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　月曜日。

　今日は休校になった。

　ケツァルコアトルがもたらした被ひ害がいはオシリスに匹ひつ敵てき、あるいはそれ以上。

　休校は妥だ当とうな判断だ。

　俺たちとしても休校は助かる。

　最後の戦いに備えて、準備は念入りにしておきたい。

「ねぇ、雷らい火か」

「……」

「雷火ってば」

「うるさいぞ涙るい々るい」

　俺は銃じゆうの手入れを一時中断する。

「あら、無視するのが悪いんじゃない」

　涙々は悪びれもせずに言いながら、人の手許を覗き込む。

「へぇー、銃ってそんなにバラバラになるのね」

「気が散るからあっちに行ってくれ」

「ホント冷たいわねー」

　そう言いつつ、涙々は微び笑しようを崩くずさない。

　彼女だけでなく、シャロ先輩やマリアも俺の部屋に集まっていた。

「ねぇ、國くに崎さきってこの寮りようにいるんでしょ？　だったら今から襲おそっちゃわない？」

　涙々はそこら辺にコーヒーでも買いに行くような口調で言ってくる。

「……」

　俺以外の全員は、今日の敵は國崎アポロンだと思っている。

　先さき程ほどアポロンに関する神話や特とく徴ちようも伝えた。

　実際、戦うとなれば奴やつも脅きよう威いになるだろう。

　しかし、本当の敵は天華ゼウスだ。

　それを俺は伝えていない。

　伝えないようにしていた。

「ここまで来て反則負けする気か？」

　だから、俺は敵が國崎という前提で涙々の提案に反論する。

「あのケツァルコアトルに対しても監かん督とく者しやは動かなかったじゃない。今いま更さらルールとか気にする意味あるのかしら？」

「……どちらにせよ無む駄だだ。國崎は今部屋にいない」

　それは今朝すでに確かく認にんしておいた。

「なーんだ、なら先に言ってよ」

　涙々はつまらなさそうにため息をつく。

「……」

　國崎と俺は敵同士だ。

　いくらゼウスとの密約があるとはいえ、こんな時に同じ建物内にいる気になれないのも理解できる。

　だが、あいつはこの前言っていた。

　ケツァルコアトルを斃たおしたら、また話をしようと。

　しかし、あれから國崎の姿は見ていない。

　まさか気まずくなった？

　……莫ば迦かな。

　それで怖おじ気けづく奴なら、そもそも話をしようなどと言ってこない。

「……」

　少なくとも神じん工こう太たい陽ようを止めたのは奴だ。

　あの時点で奴は無事だった。

　ならそのあとに何かあったのか？

　だが、何があるというんだ？

　國崎が姿を消す理由。

　誰だれかに斃された？

　誰に？

　奴の敵はもう俺たちしか残っていない。

　俺とブリュンヒルデは昨日ずっと一いつ緒しよにいた。

「涙々」

「んー？」

「お前は國崎の行方ゆくえに心当たりはないのか？」

「知らないわよー」

　魔ま眼がんを用いた問いに噓うそで答えることはできない。

　なら、本当に涙々は知らないのだろう。

　となれば、國崎の身に何が……？

　と。

「雷火ー」

　涙々とばかり話していたら、姫ひめ子こがやってきた。

　彼女は猫ねこのように四つん這ばいで現れて、椅い子すに座る俺の膝ひざの上に両手とあごを載のせる。

「ねぇ、せっかくのお休みなら構ってよー」

「ああ……えっと」

　基本、俺が姫子の頼たのみを断ることはない。

　しかし、今日は状じよう況きようが状況だ。

　今は手が止まっている銃の手入れも再開したい。

「……」

　俺は姫子のあごの下をくすぐる。

「ン～～～」

　最初は戸と惑まどった姫子だが、すぐに気持ちよさそうに目を閉じた。

　本当に猫のようだ。

　俺は武器の手入れを続けながら、合間合間に彼女のノドを撫なでる。

　ひとまずこのくらいで許してもらおう。

「……」

「……」

　背中にシャロ先輩とマリアの視線を感じる。

　だが大声で涙々を注意したりはしなかった。

　今日の彼女たちは口数が少ない。

　おそらく緊きん張ちようしているのだろう。

　無理もない。

　そういうのと無む縁えんなのは涙々くらいだ。

　姫子は……まあ、彼女の場合は自分の命に対する執しゆう着ちやくが薄うすいので、涙々とは違ちがった意味で緊張などする必要がない。

　もう彼女が戦場に出る必要がなくてよかった。

　彼女の緊張感のなさは、戦いの場では悪い方に働く類たぐいのものだ。

　姫子にはマリアとともに、この部屋に残ってもらうつもりだ。

　マリアと一緒にいてくれれば、多少は俺も安心できる。

『──ウヒヒヒ、姫子ちゃんのオッパイが太ふと腿ももの上で潰つぶれて気持ちいいなオイ』

　……そういえば、もう一柱ひとり緊張感とは無縁の莫ば迦かがいたな。

（何と言うか、もうここまで来るとキサマに期待するのは無駄な気がしてくるな）

『──フンッ、そんなもの最初からするな』

　バロールは嗤わらう。

『──ライカに力を貸すかどうかは俺サマの気分次し第だいだ。お前の期待などハナから関係ない』

（神クズが。この土ど壇たん場ばで裏切ったらブチ殺すぞ）

『──ウヒヒヒ、その時はキサマ諸もろ共とも死ぬことになるなア？』

「……はぁ」

　バロールの減らず口に俺はため息をつく。

「？」

　姫子が不思議そうに小首を傾かしげる。

　俺は何でもないと言って、銃の整備に戻もどった。

　その後も時折涙々がちょっかいをかけてきたが、適当にあしらった。

　そうしている間にも時計の針は淡たん々たんと進む。

　やがてその時は来る。

　逢おう魔まが時。

　最後の戦いを告げる夜よ闇やみの紫むらさき色いろが、島の空をすっかり染め上げてしまった。

「マリア。そろそろ出る」

「は、はい！」

　俺の声にマリアは慌あわてて立ち上がる。

　いつも通り戦せん闘とうに出る前に『祝福』を授さずけてもらう……のだが。

「えっと……」

　マリアの視線がシャロ先せん輩ぱいや涙々たちに向けられる。

「どうした？」

「すみません。恥はずかしいので、雷火さん以外の方には席をはずしていただけると……」

「なになに？　エッチなことでもするの？」

　赤面するマリアに涙々が食いつく。

「……涙々、それにみんなも、悪いけど風ふ呂ろ場ばか脱だつ衣い所じよにでも行ってくれ」

　面めん倒どうだったので、俺は軽く命令する。

「はーい」

　涙々は仕方なさそうに返事して、脱衣所の方に歩いていった。

　シャロ先輩と姫子もそれに続き、俺とマリアのふたりきりになる。

「では、そこに跪ひざまずいてください」

「ああ」

　マリアの指示に従い、いつものように彼女の前に跪く。

　俺が俯うつむいたのを確認して、彼女は儀ぎ式しきの準備のために制服を脱ぬぎ始めた。

『──なあ、最後くらい俺サマにもマリアちゃんの裸はだか見せろよ』

　俺が目を閉じると、バロールがまた文句を言った。

　気にせず、俺は彼女の準備が済むのを待つ。

　衣きぬ擦ずれの音。

　彼女が脱いだ制服が床ゆかに落ち、ぱさり、と小さな音を立てる。

　それから、俺の頭を彼女の両りよう腕うでが包み込んだ。

　俺とマリアの間に結んだ絆きずなを通して、彼女の聖性が流れ込んでくる。

　同時に感じる人ひと肌はだの温ぬくもりと彼女の香かおり。

　彼女から与あたえられる力がなかったら、俺は何度この島で死んでいただろうか。

　俺なんかのためにマリアはこんな危険な任務にもついてきてくれた。

　その恩に報むくいるためにも、最後の戦いに負けるわけにはいかない。

　と、その時。

「！」

　不意に、マリアが俺に抱だきついてきた。

『祝福』を与えるためではなく、俺の背中に手を回し、全身を押し当てるように体と体を密着させてくる。

「マリア？」

「……」

　右目だけ開けて声をかけるが、返事はない。

　マリアの表情は見えなかった。

　首筋に彼女の吐と息いきを感じる。

　密着した胸から、彼女の心音が聞こえてくる気がした。

『──ウヒヒヒ、イーイ感かん触しよくだ』

「……ッ」

　このクソ魔ま神じんは本当に……。

「マリア、離はなれてくれ。バロールが……」

「雷火先輩……」

　マリアは耳元で囁ささやくように言った。

「今日も……無事に帰ってきていただけますよね？」

　マリアの声は不安に震ふるえていた。

「どうか、どうか、レオンさんの時のようなことは……」

「……」

　レオンと戦った時、俺はこの命を投げだそうとした。

　俺を治そうとするマリアを制止し、彼を助けろと命じた。

　だからこそ彼女は不安に思っているようだ。

　敵に、國崎がいるから。

　俺の……友達だった奴やつがいるから。

　あの時と同じ事が起こるのではと、彼女は心配しているらしい。

「大だい丈じよう夫ぶだ、マリア。俺は必ず戻ってくる」

　俺はマリアを安心させるためにそう答えた。
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　だが、言葉だけでは彼女の不安は振ふり払はらえなかったようだ。

「！」

　マリアの唇くちびるが、俺のそれに触ふれる。

　重ねられた唇は、彼女の体のどの部位よりも熱かった。

「……！」

　俺は驚おどろきのあまり硬こう直ちよくする。

　マリアもそれ以上動かなかった。

　ただ静かに唇と唇を合わせる。

　お互たがいを繫つなげるように。

　俺を繫ぎ止めるように。

　言葉にならない想おもいが、そこから伝わってくるような気がした。

　やがて、ゆっくりと彼女の顔が離れる。

「……主の御み名なにおいて、神しん罰ばつ者しや神しん仙ぜん雷火に祝福を授けます。世に仇あだなす異い端たんの神々に主の裁きを」

　マリアは俺を見つめながら、祈いのるようにそう言った。

「……御心のままに」

　俺は静かに答え、頷うなずく。

　それからマリアが服を着て、シャロ先輩たちを呼びに行った。

「シャロ先輩。ブリュンヒルデに替かわってください」

「うん」

　シャロ先輩は首を縦に振るが、表情はやや複雑そうだ。

　彼女は今日まで國崎が敵だと知らなかった。

　アイツと戦うことに躊躇ためらいを覚えているのかもしれない。

「雷火くん……頑がん張ばってね」

　シャロ先輩はひと言そう言って、ブリュンヒルデと入れ替わった。

「……」

　俺の顔を見て、ブリュンヒルデはそっと目を逸そらした。

「……」

　俺はそのことに触れず、机の引き出しから液体の入った小こ瓶びんを三つ取り出し、その内のふたつを彼女らに渡わたす。

「涙々、ブリュンヒルデ、これを」

「何これ？」

　涙々が尋たずねてくる。

「俺の策に使うものだ。必要なタイミングで指示を出す」

「ふーん、まあいいわ」

「……」

　涙々は頷いて、ブリュンヒルデは無言で小瓶をしまう。

　俺はそれを見届けてから。

「よし、行くぞ」

『──オーよ』

　そうして俺たちは最後の戦いへと赴おもむいた。
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　涙々に空を警けい戒かいさせながら、俺たちはまっすぐ丘きゆう上じようの学園を目指した。

　特に何か天華ゼウスと申し合わせがあるわけではない。

　ただ最後の戦いの場はこの島の中心の学園だと、なんとなくそんな予感を抱いていた。

「涙々。何か見えるか？」

「ぜーんぜん、なーんにも」

　涙々は空を飛びながら肩かたを竦すくめる。

　天華ゼウスとは密約があるが、完全に信用しているわけではない。

　念のためその後も警戒しながら進む。

　だが結局学園に着くまで何も起こらなかった。

　俺たちは無人のグラウンドへと足を踏ふみ入れる。

「誰だれもいないわね」

「そうだな」

　グラウンドは静せい寂じやくに満ち、校舎が不気味な影かげを落としている。

　アテがはずれる形となったが、慌てる必要はない。

　どうせ、先か後かの違ちがいだ。

　この場合、俺たちが先に現れただけに過ぎない。

　そう、さほど時間もかからずに。

「ヤッホー」

　やはり、来た。

　俺たちは声のした方へ視線を向ける。

「「天てん華か？」」

　ブリュンヒルデと涙々の声がはもる。

　そこには、案の定天華ゼウスがニコニコと立っていた。

「なぜお前がここに……」

　ブリュンヒルデが訝いぶかしげな表情を作る。

　一方、涙々はため息。

「そういうこと……アンタも神話代理戦争の関係者ってわけね」

「せぇーかーい」

　天華は両手で大きな丸を作る。

「そんな……！」

　ブリュンヒルデは見るからに動どう揺ようしていた。

　俺とはじめて夜時間に出会った時は、問答無用で襲おそいかかってきたというのに。

　随ずい分ぶんと天華に……いや、俺たちに情が移っていたようだ。

　それこそ敵と知ってショックを受ける程度には。

「でも変ね」

　涙々の方は冷静に天華に向かって呟つぶやく。

「んー？　変って、るいるい何がー？」

「最後の敵は國崎のハズなんだけど……だとしたら天華の立ち位置って何なのかしら？」

「なーんだそんなこと？」

　天華は笑う。

「そうだなー、あたしの立ち位置ポジシヨンかー、何て言うのが適切かなー？」

　そこで天華はチラリと俺に目配せする。

「あっ、そういえばふたりってあたしの苗字知らなかったよね」

「苗みよう字じ？」

　涙々が小首を傾かしげる。

「───」

　俺は天華の意図を察知した。

　だが止めようがない。

「あたしのフルネームはね、神仙天華」

「えっ!?」

「な……!?」

　二柱ふたりが驚きに満ちた表情でこちらを振り返る。

「……ブリュンヒルデ、フレイヤ、そこを動くな」

　同時に、俺は魔ま眼がんを発動する。

　いや。

　正しくは、発動させられた。

　天華と俺の関係を知って、二柱ふたりがどう動くか分からなかったからだ。

『──ウヒッ、いきなりブッ込んできやがったな！』

　嵌はめられたというのに俺の中の魔神は愉たのしそうだ。

「さっすがあたしのおにーちゃん」

　俺の行動を見て、天華はニンマリと笑う。

「神仙雷火……どういうことだ？」

　動けないブリュンヒルデが歯を食くい縛しばりながら問うてくる。

「だーかーらー」

　そこへ、天華。

　彼女は勿もつ体たいぶった物言いをしながら、俺に近づいてくる。

　それから、気安い感じで人の体に抱だきついてきて。

「あたしのポジションはー、おにーちゃんの妹なの」

　と、楽しげに告げた。

「悪ふざけはやめろ、ゼウス」

　俺は少しイラついてその腕うでを振り払う。

「ゼウス……それって、神話代理戦争の監かん督とく者しやじゃない」

　ゼウスが監督者というのは知っていたのか……。

　まあ、それくらいは各神話勢力も把は握あくしているか。

　もっともその器うつわが天華であることまでは知らなかったようだが。

「……で、ゼウスのおにーちゃんって、雷火も実は神だったの？」

「違う」

　涙々の疑問を俺は否定する。

「違うよー。おにーちゃんはあくまで神仙天華の、あたしのおにーちゃんだよ」

　ゼウスは笑って説明する。

「おにーちゃんは神仙天華あたしを奪とり返すために、あたしと取引したの」

「取引？」

「そ。あたしを返して欲しかったら、裏で手を組みましょうって」

「……」

　よくもまぁペラペラと。

　これも俺への嫌いやがらせの一いつ環かんか。鬱うつ陶とうしい。

「本当なのか……神仙雷火」

「？」

　訊きいてきたのはブリュンヒルデだった。

「お前は、、、最初からソイツと……」

「…………本当だ」

　止やむ無く俺は認める。

　それにブリュンヒルデはさらにショックを受けた顔になって。

「じゃあ、あの時私を護まもってくれたのは……」

「……」

　俺は沈ちん黙もくを採る。

「そんな……」

　ブリュンヒルデの顔を見られない。

　胸中で嫌な気持ちが渦うず巻まく。

　不快だ、凄すごく。

「それじゃおにーちゃん、約束通りみんな死なせて？」

　ゼウスは外そと面づらだけかわいらしくお願いしてくる。

「……」

「どーしたの？　早くしてよー」

　俺は軽く舌打ちする。

「ブリュンヒルデにフレイヤ、さっき渡わたした小こ瓶びんを出せ」

　命令に従い、二柱ふたりは先程の液体が入った小瓶を取り出す。

「なぁにそれ？」

　ゼウスが訊いてくる。

「毒だ」

「毒ー？」

「シャロ先せん輩ぱいと鹿しし金がね涙々は生き返らせる約束だ。ふたりの体に傷が残るような死に方はさせられない」

「フーン、ちゃんと考えてるんだ」

　ゼウスは興味なさそうに頷うなずく。

「ま、いいや。それじゃーそろそろー殺やってみよー！」

　明るい声。

　それでいて容よう赦しやなど微み塵じんもない。

　ブリュンヒルデのような人間に対する情は、コイツにはまるで芽生えなかったようだ。

「神仙雷火の名において命ずる……」

　魔眼が赫あかく輝かがやく。

　二柱ふたりの顔を見る。

　ブリュンヒルデの絶望に歪ゆがんだ顔。

　フレイヤのまあ仕方ないかという顔。

　ああ、クソ。

　どちらでもいいから、怒いかりの表情を浮うかべて欲しい。

「その毒を飲め」

　魔眼を以もつて命ずる。

　二柱ふたりの体に強制力が働く。

「───」

　フレイヤはさっさと手に持った毒薬を飲み干した。

　彼女はそのまま声もなく倒たおれ伏ふす。

「う、、、くっ」

　ブリュンヒルデは若じやつ干かん抵てい抗こうする。

　だが、今回の命令はシンプルだ。

　解かい釈しやく違ちがいの余地はない。

　徐じよ々じよに徐々に彼女の手が毒薬を持ち上げる。

「ら、い……」

　ブリュンヒルデは何か言おうとして、言う前に、小瓶に口をつけた。

　その白いノドがこくりと音を立てる。

「───」

　倒れる時は、彼女もひと言も発さなかった。

　これで終幕。

　神話代理戦争の最後は、あっけない茶番で幕を閉じた。

「おにーちゃんも毒飲むの？」

「ああ」

　俺は頷いて、懐ふところから二柱ふたりが飲んだ物と同じ毒薬を取り出す。

「これを飲めば、お前たちの勝ちだ」

「ソだねー」

　ゼウスは笑え顔がおで首しゆ肯こうする。

「……」

　……

　……

　ゼウスの表情からは何も読めない。

　コイツの笑顔は仮面だ。

　その奥の感情を読み取らせない。

　何を考えている？

　俺の狙ねらいを読んでいるのか？

「ところで……國崎はどこにいる？」

　少し、探さぐりを入れる。

　フレイヤも気にしていたが、この場には神話代理戦争の参加者である國崎アポロンの姿がない。

　まあ、それは完全におかしいわけでもない。

　國崎が俺に魔眼で支配される可能性があるからだ。

　そうなれば場合によっては状じよう況きようが逆転する。

　それを回かい避ひするため、奴やつをどこかに隠かくれさせる。

　別に國崎がどこにいようが、俺たちが死ねば奴の勝ちだ。

　俺たちが死ぬところはゼウスが確かく認にんすればいい。

　だから、この質問自体はたいした意味がない。

　重要なのはゼウスの反応。

　國崎を隠すのは、裏を返せば俺を疑っている証しよう拠こだ。

　ゼウスがどこまで俺を疑っているのか？

　疑いの度合いをここで測る。

　だが。

　次にゼウスの口から出た言葉は。

　俺の予想を遥はるかに覆くつがえすものだった。

「死んだ」

　ゼウスは言う。

　先さき程ほどまでと同じように、何でもないことのように。

「……？　ッ!?　!?!?!?」

　一方の俺は、一いつ瞬しゆん奴やつの言葉が理解できず、意味に気づくと激しく狼ろう狽ばいした。

　國崎が……死んだ!?

『──あらら、あのヤローおっ死ちんだのか』

「……ッ」

　必死に動どう揺ようを押し殺す。

「おい」

「んー？」

「何でそんなに落ち着いている？　それともやはり噓うそか？」

「噓なんてついてないよー」

「國崎が死んだのなら、もう残っているのは俺だけだ」

　それではこの取引に意味がなくなる。

　なぜなら。

「もしそれが本当なら、俺が神話代理戦争の勝利者となってしまうぞ」

「あれー？　そうだねー、おかしいねー」

　ゼウスは嗤わらう。

「決着がついたら島に花火が上がるハズなんだけど、なーんでまだ上がらないのかな？」

「…………冗じよう談だんを聞くつもりはない」

　決着で花火などテレビゲームでもあるまいし。

　と思いつつ、コイツなら本当にそんな用意をしている可能性もあり得る。

　心臓は痛いほど早はや鐘がねを打っていた。

　俺は動揺を悟さとられないようにポーカーフェイスを続ける。

「大体、國崎はなぜ死んだ？」

　尋たずねるが、俺は先に答えに辿たどり着いていた。

　國崎は神格適合者だ。

　それを殺せる者などこの島には数えるほどしかいない。

　ゼウスは國崎の死を把は握あくしている。

　しかし、奴を助けようとした雰ふん囲い気きが微塵も感じられない。

　つまり。

「あたしが殺したの」

　そういうことだろう。

　そこは分かる。

　分からないのは。

「……お前は何がしたいんだ」

「それはモチロン」

　ゼウスは答える。




「おにーちゃんに『唯一神』になって欲しいんだよ」




　言葉を失う。

　コイツの言動については、何度も意味不明だと思っていたが。

　今回ばかりは、その意図すら読むことができない。

「……どういうことだ？」

「えー、説明飽あきたー」

　ゼウスは身勝手なことをぬかす。

「巫ふ山ざ戯けるな」

「えー、じゃあ説明してあげるけどさ、やることやっちゃってからにしよ？」

「やること？」

「そーそー」

　天華は頷いて、指を鳴らす。

　すると、どこからともなくふたりの少女がグラウンドに出現した。

　土の上に投げ出されても身み動じろぎもしない、深い眠ねむりについた彼女たちは──

「姫子！　エミリーまで!?」

　俺は慌あわててふたりに駆かけ寄る。

「おい、しっかりしろ！」

「……」

「……」

　声をかけても起きる様子はない。

　昏こん睡すい状態だったエミリーは当然として、姫子もピクリとも動かない。

「ゼウス！　ふたりに何をした!?」

「眠らせて運んだだけだよ、大おお袈げ裟さだなー」

「キサマいったい……！」

「だから大袈裟だってー。どうせこれからおにーちゃんがもっと深い眠りにつかせてあげるんだからー」

　もっと深い眠り。

「……ッ!?」

　その言い回しで、奴が俺に何をさせるつもりなのか悟った。

　ゼウスは、言う。

「ほら、そのふたりを殺してよ。それで神話代理戦争は終わりだよ」

「何を言ってる……オシリスとスサノオはもう死んで」

「アハハー、おにーちゃんこそ何言ってるの？」

　俺の反論をゼウスは嗤わらって切り落とす。

「器うつわに入った神の魂たましいは、人間の魂と混ざり合う。そして、混ざれば二度と分ぶん離りできない」

「……！」

　俺とバロール。

　シャロ先せん輩ぱいとブリュンヒルデ。

　姫子とスサノオ。

　最低限、人格と神格の両面を確認できているのはこの三人だ。

　俺やシャロ先輩に関しては、一見して完全に人格と神格が分離できているように見える。

　だがそれはただそう見えるだけだ。

　清水に一度でも汚お濁だくが混ざれば、二度と完全な清水には戻もどらないように。

　混ざってしまった魂は二度とふたつにはならない。

「要するに、神格としての有意識が消失したとしても、魂の中にはまだ神格の断だん片ぺんが残っている以上、このふたりはまだ神格適合者なの」

　ゼウスは俺が分かっているのを分かった上で、わざわざ説明してくる。

　俺の逃にげ道を、塞ふさぐように。

　つまり。

「このふたりを殺さなければ……神話代理戦争は終わらない、ということか」

「そーゆーこと」

「……」

『──ウヒヒヒ、どうすンだぁライカ？』

　バロールが愉たのしそうに尋ねてくる。

　さあ、とゼウスは言って。

「早くそのふたりも殺しちゃってよ」

「その前に説明をしろ！　なぜお前は俺を勝たせたい!?」

「えー、そんなのあとでいいでしょ？　あたしの言うこと聞いてくれたら妹あたしを返すっていうのはホントだよ？」

「……ッ」

「得られる結果は同じ。なら、躊躇ためらう必要なんてないんじゃない？」

「…………毒の用意があとひとり分しかない」

　俺は苦し紛まぎれに、そう言い訳する。

「だったら首でも絞しめればいいじゃん」

「だからその前に理由を……」

「あーもう、グダグダするなー」

　ゼウスは腕うでを振ふり上げ、焦じれったい、と怒おこる。

　そして。

「おにーちゃんがやらないならあたしが殺やっちゃおうかなー」

「!?」

　ゼウスの姿が変化する。

　制服が消え、紫し電でんを放つ神しん衣いを身に纏まとう。

　女皇のような姿となったゼウスは、その手に傘かさを持っていた。

　その傘の先せん端たんに雷らい光こうが集束し始める。

　ゼウスの『雷霆ケラウノス』。

　ギリシャ神話最強の神造兵器。

「ほら、おにーちゃんどいて」

「クッ!?」

『雷霆ケラウノス』が放つエネルギーの余波で俺の体が吹ふき飛ばされる。

　何メートルか地面を転がされてブレーキをかけた時には、もうすでにゼウスは傘の照準を姫子たちへ向けていた。

　ゼウスを止めなければ！

　奴やつは俺から目を離はなしている。

　今なら不意を討うてば……！

　だが、本当に今でいいのか？

　逡しゆん巡じゆんが決断を鈍にぶらせる。

　これは好機か。

　それとも危機か。

　迷うが、時間がない。

　このままではふたりが殺される。

　止めるためにはやるしかない……ッ！

「ッ」

　俺は銃じゆうを抜ぬく。

　訓練した最速の動きで。

　淀よどみなく、照準をゼウスに合わせる。

「……」

　感情は切り離し、引き金に指をかける。

　その瞬しゆん間かん、光が弾はじけた。

「!?」

　雷光による目め眩くらまし。

　一瞬とはいえ視力を失う。

　そして視力が回復した時、ゼウスは俺の目の前にいた。

「はーい、残念」

　クスクス笑いながらゼウスは銃身を握にぎっていた。

　これでは撃うてない。

「クソッ」

　蹴けりで距きよ離りを離そうとするが、傘で防ぼう御ぎよされる。

「グァッ!?」

　異様に硬かたい。

　まるで鉄の塊かたまりを蹴ったかのようだ。

「……ッ」

　銃じゆう把はを手放し、バックステップ。

　距離を取り、改めてもう片方の銃をホルスターから抜く。

　今度は瞬時に撃った。

　が、銃じゆう弾だんはゼウスが拡ひろげた傘に防がれる。

「チッ！」

　２発で無意味と悟さとり、銃を下ろす。

　それに気づいて、ゼウスも傘を上げて、クルンッと回した。

「聖別銀弾……イイ聖女の祈いのりが込こめられてるね。神様をブッ殺したいって願いがよく伝わってくるよ」

「……」

「でも、残念。このアイギスの楯たては人の祈り程度じゃ破れない」

「それがアイギスだと……？」

　アイギスの楯。

　戦いくさの女め神がみアテナの所有物、怪かい物ぶつゴルゴーン退治に使用されたことで有名だが、元々はゼウスの持ち物であったとされる。

　その楯はギリシャ神話屈くつ指しの頑がん丈じようさを誇ほこり、ゼウスの『雷霆ケラウノス』すらも防いだと云いわれる。

「楯って現世じゃ無骨でしょ？　だから傘に創つくり直したんだ。どう？　カワイイでしょ」

　ギリシャ神話最強の武具『雷霆ケラウノス』。

　ギリシャ神話最硬の防具 アイギスの楯。

　その両方を持つゼウスこそ、ギリシャ神話最強の神。

　それと正面から戦うなど無む謀ぼうだ。

　そんなことは分かっていた。

　その上、奴は俺の妹の体を人ひと質じちに取っている。

　どうしようもなく詰つんでいる状態。

　だからこそ、この状じよう況きようは避さけなければならなかった。

「それにしてもヒドいなー、おにーちゃん。カワイイカワイイ妹に逆らうようなおにーちゃんには、どんな罰ばつを与あたえちゃおっかなー」

　ゼウスは楽しそうにグラウンドの砂を蹴って遊んでいる。

　奴は今、絶対的優位にいる。

　元々詰んでいる状況に、さらに姫子とエミリーという想定外のカードまで追加された。

　考えろ。

　考えろ。

　どうすればこの状況を変えられる!?

「うーん、悩なやんじゃうけど、まあいいやそれはあとで」

　ゼウスはそう言って砂遊びをやめる。

「じゃあ、今度こそ」

「待て、ゼウス」

「？」

　再び姫子たちに『雷霆ケラウノス』を向けようとしたゼウスは、俺の声に振り返る。

「……何してるの、おにーちゃん？」

「ふたりを殺すのをやめろ。でなければ、俺を殺す」

　俺は自分のこめかみに銃口を押し当て、言う。

　これは拙つたない賭かけだ。

　俺を『唯ゆい一いつ神しん』にしたいという、奴の戯たわ言ごと。

　それを鵜う吞のみにした上での、自身を人質に取るという行動。

　ハッキリ言って勝算はない。

　奴の言っていることが全すべて本当で、それがどれだけ本気かによって成否が変わる。

「……っ」

　心臓が爆はぜそうだ。

　緊きん張ちようで脂あぶら汗あせが流れる。

　ゼウスがこちらを見る目が、この上なく恐おそろしく感じる。

「……」

「……」

　それから数十秒俺たちは睨にらみ合った。

　しばらくして、ふとゼウスがため息とともに傘を下ろす。

「あーあ、仕方ないなぁ。本当はもっとドラマチックに演出したかったのに」

　ゼウスはブツブツと呟つぶやく。

「まあいいや。じゃあさ、おにーちゃん」

「何だ？」

「まずは十年前のことを思い出そっか」

「十年前……？」

「正確には、十年前よりも前のことだけどね」

「何？」

「前におにーちゃんの記き憶おくを蘇よみがえらせてあげたじゃない？」

　ゼウスは頰ほおに指を当て、かわいらしく小首を傾かしげる。

「でもねー、実はあの時、おにーちゃんの記憶の全部を蘇らせてあげたわけじゃないの」

「なっ……!?」

　しくじった……！

　なぜその可能性を考こう慮りよしなかった？

　記憶を封ふうじたのはゼウス。

　解いたのもゼウス。

　そのさじ加減は全て奴の思い通りだったのだ。

　なのにどうして疑いもせず、俺は奴の言葉を鵜吞みに……！

「ほら、でも今度はちゃんと全部思い出させてあげるから」

　ゼウスが近づいてくる。

「近寄るな！」

　俺は銃口をゼウスに向ける。

　それでもアイツはニヤニヤして。

「えー、それでどうするの？　例の封ふう印いん術式っていうの試ためしてみる？」

「……ッ！」

　オシリス戦で一度使った敵性神体の動きを束そく縛ばくする封印術式。

　だがあんなものは。

「……あれでお前が斃たおせるなら苦労しない」

「違ちがうよー。そんな無む駄だなことおにーちゃんはしないでしょ」

　ゼウスは喋しやべりながらずっと近づいてくる。

　その分、俺は後あと退ずさる。

　構わず、ゼウスは話す。

「おにーちゃんの本命は、催さい眠みんの魔ま眼がんでゼウスの記憶を封印することでしょ？」

「!?」

「レオンくんがヒントになったのかな。確かに、神様の記憶が消えてしまうと、脳には人間としての記憶しか残らないもんね」

　器うつわとなった人間の脳にはふたつの記憶がある。

　器となった人の記憶と、器に入った神の記憶。

　神は人の記憶を知ることで、人間として生活に溶とけ込む術すべを得る。

　だが前向性健けん忘ぼう症しようだったレオンは毎朝記憶を失っていた。

　そのため彼の脳から神としての記憶は失われ、元々のレオンの記憶だけが残った。

　その結果、レオンは己おのれをレオンと認にん識しきし続けた。

「あたしからゼウスの記憶を奪うばうことで、あたしにあたし自身を神仙天華だと誤認させる……まあ、その後はゆっくり神の魂たましいを消す術でも模も索さくするつもりだったのかな？」

　全て看破されていた。

　神としての記憶を奪うことで人間の記憶を表面化させる。

　効果はレオンが実証済み。

　完全ではないにしろ、ゼウスから妹を奪とり返す唯一無二の策だった。

「この策のいいところは、時間が稼かせげることだよね。最低でも第三次神話代理戦争が終わるまでの一年、上う手まくいけば第四次開かい催さいまで三年、神の魂を消す術を探す余よ裕ゆうができる」

「ッ!?　何で、、、そこまで……」

「どうしてそこまで人間側おにーちやんの思考がトレースできるかって？」

　ゼウスは心底愉ゆ快かいそうに嗤わらった。

　俺を莫ば迦かにするように。

　常識を違たがえた愚おろか者を嘲あざけるように。

　何でそんなことも分からないの、とでも言うように。

　ズキンッ!!

「!?」

『──あン？　どーしたライカ？』

　バロールの声に答える余裕もない。

　ゼウスの笑顔を見ていると、頭ず蓋がいの内側に鈍にぶい痛みが走る。

「おにーちゃん、あたしは誰だれ？」

「……ゼウ、ス」

　俺は額を押さえながら答える。

「ハズレ」

　ゼウスは笑ったまま首を横に振ふった。

　そして。




「あたしは天華──おにーちゃんの正しよう真しん正しよう銘めいの妹だよ」




「何、、、を、、、、」

　揺ゆさぶりに次ぐ揺さぶりで、俺の体は一いつ瞬しゆんだが完全に硬こう直ちよくしてしまった。

　その隙すきに、相手は一気に間合いを詰めてきた。

　奴やつの手が俺の頭に触ふれる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。全部思い出せば、おにーちゃんもこんな世界どうでもよくなるから」

　そこで俺の視界は途と切ぎれた。

　十年前に奴にかけられた記憶封じの魔ま術じゆつ。

　フレイヤ戦後、奴はそれを解き、俺に天華の正体を思い出させた。

　だがその時に俺の記憶は完全に解放されたわけではなかった。

　俺の記憶はさらに偽ぎ装そうがかけられていた。

　偽いつわりの奥に隠かくされた真の記憶が蘇る。




　それは悪夢の日々だった。




　　　　３




　白い部屋だった。

　白い壁かべ。

　白い天てん井じよう。

　白いドア。

　白いライト。

　窓もなく、音もない。

　俺はその部屋のベッドに拘こう束そくされていた。

「～～～」

　俺のノドが震ふるえている。

　何かを言う。

　言っていた。

　だが声にならない。音にならない。

　特とく殊しゆな素材の壁が音を吸ってしまっているのだ。

　無音。

　無音。

　気が狂くるうような静せい寂じやくという表現をどこかで聞いたが。

　本物の静寂は本当に人を狂わせる。

　俺以外に何もない。

　もう何時間もこの部屋にいる。

　たぶん。

　おそらく。

　体感時間だから正確ではない。

　あるいはもっと長いかもしれないし。

　あるいは……一分も経たっていないかもしれない。

　父さんと母さんは。

　いつまでここにいればいいと言っていたっけ？




　暗転。




　また白い部屋にいる。

　白い壁。

　白い天井。

　白いドア。

　白いライト。

　何も変わらない。

　俺はいつからここにいる？

「……」

　思考が朧おぼろ気げだ。

　記憶も判然としない。

　これが地続きの記き憶おくなのか。

　それとも何日かあとの出来事なのか。

　父さん。

　母さん。

　ああ、そういえば。

　俺、ふたりの顔も名前も、覚えていなかった。

　……

　……

　……

　今は思い出せる。

　十年前より前の記憶も戻もどしてもらったから。

　思い出せる。

　俺の両親はいつも白衣を着ていた。

　正確には、白衣を着た両親しか見たことがなかった。

　なぜなら俺が両親と会えるのは、この実験の時だけだったからだ。

　実験？

　ああ、何の実験だっけ？

　……

　……

　……

　ああ、確か。

　ええ……

　……

　何だったか。

　ああ、えっと。

　ああ、そうだ。

　確か。




　神様がどうこうと……言っていた気がする。




　神。

　神様。

　その響ひびきに、なぜか安あん堵どを覚える。

　脳が空っぽになる。

　心も。

　体も。

　不安定になる。

　なぜこんなことをしているのか。

　なぜこんな目に遭あうのか。

　どうでもよくなる。

　なぜなら、空っぽだから。

　何もないから。

　何も不安に思う必要がない。

　消える。

　消える。

　俺が消える。

　代わりに、何かが入ってくる。

　俺の中に。

　俺の器うつわに。

　空っぽの容器を満たすように。

　何かが降りてくる。

　宿る。

　満ちる。

　冒おかされる。

　潰つぶされる。

「降こう霊れい値上じよう昇しよう……精神域増大……」

「心しん拍ぱく微び弱じやく……許容内」

「被ひ験けん体たい01……『器』……適性……」

　何か聞こえる。

　ここは無音なのに。

　この部屋を、俺を、観察している大人たちの声が、どこかから聞こえる。

　そこに父さんと母さんもいる。

　たくさんの大人が何やら興奮している。

　それは実験。

　人を使った調べ物。

『器』を作れるか否いなかの試金石。

　その被験体に俺は選ばれた。

　いや、作られたというべきか。

　父さんと。

　母さんが。

　作った。

　道具こどもを。

　俺を。

　そして、成果が出た。

　だから喜んでいる。

　俺が生まれた時は何も喜ばなかった彼らが。

「……」

　精神体が飛散している所せ為いか、視野も思考も散さん漫まんだ。

　だから別室にいる大人たちの姿も見えるし、声も聞こえる。

　ほかにもいろんな物が見える。

　たとえば、ほかの誰だれにも見えないモノも。

『──…………』

　ソイツの声だけは聞こえない。

　たぶん、そこまでチャンネルが開いていないんだ。

　もっと深く深く浸しん透とうすれば聞こえるだろうか？

　その声は俺に興味を持っているような気がする。

　こんな俺に。

　もしかしたら、ソレは俺にとって唯ゆい一いつの存在かもしれない。

　そんな気がする。

「……ああ、くそ……」

　記憶を解かれた影えい響きようで、俺まで精神と思考が混こん濁だくしている。

　子供の頃ころの俺の感情と今の俺が入り交じって、わけが分からない。

　だが、少し分かることもある。

　たとえばこの実験。

　おそらく、シャーマニズムの降霊術に近い考え方だ。

　シャーマンは自傷などによるトランスによって神を降ろす。

　真っ白な部屋。

　それらは人間から刺し激げきを奪うばう。

　いわゆる感覚遮しや断だん。

　この状態に入った人間は自ら刺激を生み出そうとする。

　口笛を吹ふいたり。

　音を鳴らしたり。

　だがここは無音室。

　音による刺激は望めない。

　動こうにも拘こう束そくされている。

　ただでさえ幼い子供。

　精神の限界は早い。

　感覚遮断状態に陥おちいった人間は、やがて無意識から刺激を得ようとする。

　即すなわち、幻げん覚かくを見始める。

　見えないモノを感じ。

　見えないモノを聞く。

　シャーマンのトランス状態と同様に。

　さらに子供の俺は両親から様々な調整を受けていた。

『器』としての許容量を拡ひろげる術式。

　精神変容のカリキュラム。

　神性適性を上げるための人界からの隔かく離り。

　だから、俺は、普ふ通つうではなかった。

　だから、俺は、友達がいなかった。

　俺には見えないモノを感じられた。

　俺には見えないモノを信じられた。

　神を。

　神様を。

　そう──




　──俺は神を迎むかえ入れる『器』として造られた。




　……

　…………

　………………

　………………………………………………




　………………………………………………………………………………




　………………………………………………………………………………

　………………………………………………………………………………

　………………………………………………………………………………




　噓うそだ!!

　噓だ!!噓だ!!噓だ!!

　俺は。

　俺たちは。

　もっと普通の兄妹きようだいだったはず。

　友達がいて。

　やさしい両親がいて。

　朝がくれば歯を磨みがいて。

　昼は学校に行って。

　夜はベッドで一いつ緒しよに寝ねた。

　それが日常だったはず。

　幸せだったはず。

　その幸せを……神に、奪われた……はず……。

　記き憶おくが混濁する。

　眩暈めまいまでする。

　感情が制せい御ぎよできない。

　記憶の再生は進む。




　暗転。




　それはあくる日の実験だった。

　その頃の俺は『器』としての適性値が伸のび悩なやんでいた。

　そこで研究者たちは俺を「妹」と会わせることにしたらしい。

　双ふた子ごの妹。

　生まれてから一度も会っていない妹。

　妹が存在していることすら知らなかった。

　聞くところによれば、妹は俺よりもはるかに優ゆう秀しゆうな数値を叩たたき出しているらしい。

　俺の扱あつかいはすでに『予備』となっていた。

　だが実験では何が起きるか分からない。

　だから、優秀な『器』とより優秀な『器』を会わせることで、何らかの変化が起きないかを観察したかったらしい。

　上う手まくいけば俺はまだ『予備』として充じゆう分ぶんに機能する。

　俺の存在価値を測る重要な実験。

「……」

　とはいえ、別に、俺はそれを何とも思っていなかった。

　どうでもよかったから。

　なぜどうでもいいのかすらどうでもいい。

　そんな気持ちで、俺は妹を待っていた。

　やがて、部屋のドアが開いた。

　それから女の子が入室してくる。

　俺より優秀な『器』と聞いていたが、見た目はどうということのない子供だった。

　当然、俺と同じ５歳だろう。

　それは同じ年月、俺と同じ経験をしてきたということだ。

　日々、自分の体を別のモノへと造り替かえられる毎日。

　ならきっと俺と似たような目をしているのだと思った。

　何にも映さない虚うつろな目。

　希望も絶望もない。

　そんな目を。

　だが。

「……おにーちゃん！」

　女の子は俺の顔を見ると大声を上げた。

　幼い形なりの通り甲かん高だかく、しかし歓かん喜きに満ちた声で。

　彼女はこちらへ駆かけ寄って。

「おにーちゃん！」

　もう一度叫さけんで、そのまま俺の胸に飛び込んできた。

「天、華……？」

　俺は聞かされていた妹の名前を呼ぶ。

「うん！　あたし、天華だよ！　おにーちゃんの妹だよ！」

　妹は、天華は、ハキハキとした声で答えた。

　そのあまりの真まっ直すぐさと明るさに、俺は思わず戸と惑まどう。

　予想と、だいぶ違ちがった。

　それは彼女を連れてきた大人たちにとっても同じのようで、一様に驚おどろいた表情で俺たち兄妹のやり取りを見ていた。

　大人たちは慌あわてたように部屋の外に出て行く。

「おにーちゃん！　おにーちゃん！」

　だが妹はそんなことまるで気にも留めていなかった。

　ただひたすらに俺を求めてくる。

　こんな求められ方を俺は知らなかった。

「あ、ああ、えっと」

　俺は戸惑いながら、天華と話をした。

　彼女は俺と違い、以前から「兄」の存在を知っていたらしい。

　大人たちの会話から偶ぐう然ぜん漏もれ聞いたそうだ。

　それから毎日、ずっと俺を、兄をどんな人間だろうと想像していたらしい。

　目や髪かみの色は同じか？

　身長は？

　体重は？

　声は？

　話し方は？

　自分のことを知っているのか？

　この研究所と白い部屋の「外」を知っているのか？

「ずっとず─────っとおにーちゃんに会いたかったんだ！」

「そ、そうか」

「おにーちゃんは？　妹あたしに会いたかった？」

「……すまない。よく、分からない」

　なにしろ昨日まで妹がいることすら知らなかった。

　天華のように妄もう想そうする時間などなかったし。

　何かを想おもう、という気持ちも失うせて久しかった。

　が。

「う～～～」

「お、おい」

　俺の返事を聞いた天華が目元を潤うるませ、泣きそうになっていた。

　泣きそうになりながら頰ほおを膨ふくらませていた。

　怒おこっていた。

「おにーちゃんヒドい！　あたしのことなんてどうでもいいんだ！」

「い、いや、そんなことは……」

　俺は慌てて何か言い訳を考える。

　いい言葉は思いつかなかったが、考えた。

　自然と、そうした。

　妹の、誰だれかのために、何かを考えようとした。

　ついさっきまで、自分自身そうするなんてまるで思いつきもしなかったのに。

「ねぇ、おにーちゃんはさ」

　気がつけば、いつの間にか天華の機き嫌げんは直っていた。

　感情も表情もコロコロと変わる。

　彼女が今日この日をどれだけ楽しみにしていたのかが伝わる。

　伝わって、伝わって。

　流れ込んでくる。

「……」

　神仙天華。

　昨日まで存在も知らなかった妹。

　彼女は見える。

　彼女は触ふれる。

　彼女の声は聞こえる。

　存在を、感じる。

　それは見えないモノと触れ合うよりも肉感的で、温感的で、感情的なことだった。

　彼女が俺の前に現れて、どれほど時間が経たっただろうか。

「天華。戻もどりなさい」

　ふと大人が部屋に戻ってきて、天華を呼んだ。

　それは俺の父親と母親だった。

　つまり妹の父親と母親だった。

「……」

　天華の目が、スッ、と冷える。

　返事もなく、彼女は立ち上がった。

　この時の俺にはその表情の意味を理解できなかったが。

　今なら分かる。

　これは、殺意と呼ばれる感情だ。

　妹は両親を嫌きらっていた。

　殺したいほど。

　だがそれは無理のないことだと思う。

　生まれた時から、ずっとずっと狂くるうような実験をされてきたのだ。

　少なくとも愛情など感じないだろう。

　俺も両親の愛など知らない。

　いや、この時まで愛の存在も知らなかった。

　愛を知ったのは、天華と出会ってからだろう。

　彼女が俺に向ける好意は温かく、柔やわらかかった。

　まあ、この時知ったモノが何なのかすら、子供の俺には分からなかっただろうが。

　ただ心ここ地ちよかったことだけは分かったはずだ。

「あ……」

　だから、俺は思わず手を伸のばした。

　天華を帰したくなくて。

　すると、彼女はこちらを振ふり返って。

「おにーちゃん、また話そうね」

　そう言って、天華は俺の額に自分の額をコツンと当てた。

　俺たちが触れ合っていたのは一秒足らず。

　だが額を離はなしたあとも、触れ合っていた箇か所しよは温かいままだった。

「またね」

　天華は笑えみを浮うかべて、部屋を出て行った。

「……」

　またひとりになった。

　ひとり。

　独りに。

「……」

　俺は自分の部屋を見回した。

　まるで病室のような部屋。

　ベッドと妙みような数値が表示される機械しかない。

　それ以外には何もない。

　俺はこの部屋を、はじめて寒々しいと感じた。

　さっきまであんなに温かかったのに。

　今はこんなに冷たく、シンと静まり返っている。

　それを恐おそろしいとはじめて思った。

　今日ははじめての多い日だ。

　よいものと、悪いもの、両方を多く感じた日だ。

　そして、今はもう悪いものしか残っていない。

　価値観とは、価値の上下と価値の両面を知ってはじめて意味を持つ。

　温かさを知って。

　はじめて寒さを知ったように。

　兄妹ふたりを知って。

　孤独ひとりを知った。

　それが、こんなにも恐ろしいものだったなんて知らなくて。

　今日、ついに知ってしまった。

「あ、、ああ、、、」

　あまりの恐ろしさに思わず顔を両手で覆おおいそうになる。

　その時だった。

『おにーちゃん』

「!?」

　頭の中で、今さっき別れた天華の声がした。

「天華!?」

『あっ、声出しちゃダメだよ。さっきこっそりパスを繫つないだンだから』

「……？」

　天華が言うには、先さき程ほど額と額を合わせた時に、俺と彼女の精神に〝繫がりパス〟を作っておいたらしい。

　元々双ふた子ごは精神的繫がりが強いと云いわれる。

　天華はそれを意図的に強化し、こうしてテレパシーの真ま似ね事ごとまでできるようにしたらしい。

　それは妹の能力の高さを示すものだったが、俺にはそんなことどうでもよかった。

　これからは独りではない。

　その事実が、とにかく俺を安あん堵どさせた。

　あるいは、かつての妹もそうだったのかもしれない。

　偶ぐう然ぜん、兄の存在を知り、自分は独りではないと知って、それを心の支えに、今日まで頑がん張ばってきたのかもしれない。

　ならきっと、俺たちが双子で生まれたのは運命だ。

　互たがいが互いを支えるように。

　分かちがたく無二の存在として在るようにデザインされたのだ。

　この時は、本当にそう思った。

　今でもそうだ。

　だから。

　そう。

　だから。

　俺は。

「俺は妹を奪とり返すことを決意したんだ」




　暗転。




　それから俺と天華はずっと一いつ緒しよだった。

　たとえ肉体は離はなれ離ばなれでも心は繫がっている。

　毎日のように話をした。

　するのはただの他愛たわいもない話ばかり。

　あの食べ物が好き。

　あの飲み物が嫌きらい。

　身長が伸びた。

　体重が増えた。

　注射が嫌い。

　嫌な大人を蹴けっ飛ばしてやった。

　シーツを破った。

　十日ぶりに父親を見た。

　爪つめを切った。

　髪かみを切った。

　またあの白い部屋に入れられた。

　そんな話ばかり。

　外に出られない俺たちには、それ以上の話題がなかった。

　それでも、俺は、それでよかった。

　だが天華は不満そうだった。

　こんなところ出て行きたいと何度も愚ぐ痴ちっていた。

　妹がそう言うので、俺も同意した。

　外に出たらどうしよう。

　何がしたい。

　何が見たい。

　どこへ行きたい。

　外のことを想像するのはわりと楽しかった。

　本当に出られるとは……思ってなかった。

　それでもよかった。

　天華がいれば。

　彼女と話せれば、それで幸せだった。

　妹もたぶんそうだろうと思っていた。







　そんなことがありつつも、俺たち兄妹きようだいを『器うつわ』に変える実験は続いていた。

　だが前ほどは辛つらくなくなっていた。

　この実験の時は、天華に会えるからだ。

　と言っても、やはり肉体的に会えるわけではない。

　白い部屋の中で精神的に追い詰つめられ、トランス状態に入ると、精神が肉体と乖かい離りする現象が起きる。

　精神体が肉体という器から洩もれ、非実体的存在に近くなる。

　別の言い方をするなら幽ゆう体たい離り脱だつ。

　半ば生き霊りようだが、この状態の時の俺はどこへでも行ける。

　それはもちろん天華も同じで。

「天華」

「おにーちゃん、やっほー」

　幽体化した天華を見つけ、向こうも俺を見つけて手を振ってくる。

「おにーちゃん！」

　天華が俺に抱だきついてくる。

　俺もそれを抱き留める。

　ただし、フリだ。

　今の俺たちに実体はない。

　だから触さわれないのだ。

　体温もなく、体も半はん透とう明めい。

　ついでに服も着ていない。

　だがいつものテレパシーと違ちがって、相手の表情が見える。

　直接触れ合えなくても、じゃれ合う真似事くらいはできる。

　できることならずっとこうしていたい。

　だが。

「ほら、おにーちゃん、こっち」

「ああ」

　天華に手を引っ張られ（るフリをして）移動する。

　どこへ向かっているのかは分からない。

　たぶん上（？）な気がする。

　妹は迷いなく進む。

　彼女には目的地がちゃんと分かっているのだ。

　目的地。

　正確には、例の見えないモノがいる場所。

「今日もアレは眩まぶしいねーおにーちゃん」

「ああ」

　俺は腕うでで目元を隠かくすが意味がない。

　ソレが放つ光は決して遮さえぎることができなかった。

　俺ひとりでは存在を感じるのが精せい々ぜいだったモノ。

　神こう々ごうしい光を放つソレ。

　この時間、妹はいつも俺をここへ連れてきた。

　俺は妹と話すだけでよかったのだが……。

「ほら、今日はもっと近づいてみよう」

　天華はどうやら俺をソレと近づけたいらしかった。

「ああ」

　妹が望むので、俺も頷うなずく。

　しかし、俺には彼女ほどの才能はないようで、ソレの近くに寄ると徐じよ々じよに魂たましいが燃え尽つきるような息苦しさを感じるのだった。

「……ごめん。これ以上は無理みたいだ」

「えぇー」

　天華は残念そうに眉まゆ尻じりを下げる。

　それを見ると本当に申し訳なく思うが、本当に限界だった。

「まあいっか。前よりちょっと近寄れるようになったもんね」

　その通りだった。

　前はもっと遠くから姿を見るだけでダメだった。

　今はあともうちょっとで触れそうなくらいまで近づけるようになった。

　どうでもいいことだが、アレに近づけるようになる度たびに、俺の『器』としての適性値も上がっているようで、このところ大人たちの機き嫌げんがいい。

　本当にどうでもいいが。

　俺には天華がいてくれればいい。

　けど、何で妹は俺をアレと近づけようとするのだろうか？

「なあ、どうして天華は俺をアレと会わせたがるんだ？」

　ある日直接尋たずねてみた。

　その質問に対して天華は。

　ニィ、と口の端はしを吊つり上げて。

「だって、アレは、神様だよ」

「やっぱり神様なんだ、アレって」

「うん。『唯ゆい一いつ神しん』って言って、スゴーく強くて、大きな力の塊かたまりなの」

「力？」

「そうだよー。この世を何でも思い通りにできるくらいの、力」

「何でも？」

「そう、何でも」

　だから、と天華は言って。

「アレの力が手に入ったら、あたしたちも外に出られるよ」

　楽しそうに、嬉うれしそうに、そう言った。

　それはただの願望を述べたセリフではなくて。

　まるで……いずれ実際その通りになる、そんな未来の予定を告げているような、そんな言い方だった。

「大人たちも莫ば迦かだよねー。何で、アレの力を自分たちのものにできると思ってるんだろ」

　天華はそう言って、また嗤わらった。

　全すべてを嘲あざけり侮あなどるように、傲ごう慢まんに嗤った。

「アレは、あたしと、おにーちゃんのものなのにね」




　暗転。




　やがてその日は来た。

　俺たち兄妹は６歳になっていた。

　まあ、年ねん齢れいはさほど関係ない。

　俺にも、大人にも。

　特に大人たちにとって重要なのは、成果だ。

　妹の適性値が一定値を超こえた。

　今日、彼女を『器』に神様を降ろす最終実験が行われる。

「天華……」

　俺は自室でひとり待機していた。

　今日の俺には何の予定も入っていない。

　大人たちは全員妹の実験にかかりきりだ。

「天華……」

　俺はただ妹の無事を祈いのっていた。

　手を合わせ、目を閉じて。

　自然と、そうしていた。

　祈る以外に何もできない。

　実験の成否はどうでもいい。

　ただ天華が無事に戻もどってきてくれれば、それでいい。

　本当に、ただそれだけで。

　そう願って、もう何時間も祈っていた。

　そして──




　──悲鳴が上がった。




「ああぁぁっぁああああああああああああああああああああああああああ!!」

「っ!?　!?　天華!?」

　悲鳴は俺の脳内に響ひびき渡わたった。

　最初は戸と惑まどい、一いつ拍ぱく遅おくれて、それが妹の声だと気づく。

「イタイイタイイタイイタイイタイイタイイタイイタイイタイイタイイタイ」

　悲鳴は終わらない。

「壊こわれる…………壊れちゃうよぉ……ッ……ッ！」

　絶ぜつ叫きようが続く。

「あ、てん、天華……っ」

　俺は硬こう直ちよくする。

　指は戦慄わななくようにピクピク動いているが、具体的にどうすればいいのかが分からず、ベッドの上から動けなかった。

　が。

「助けてお兄ちゃん！」

「……！」

　妹の助けを求める声が、俺の金かな縛しばりを解いた。

　シーツを蹴け飛とばして床ゆかに降りる。

「痛ッ……」

　膝ひざを打った。

「……ッ」

　構わず走り出す。

　ドアにぶつかった。

　弾はじき返され、床に転がる。

「？？？」

　もう一度ぶつかる。

　弾かれる。

「何で？」

　大人たちが入ってくる時はいつも自動でドアが開くのに。

　自分から部屋を出ようとしたことがなかったので、俺はこのドアが外からしか開かないと知らなかった。

「クソッ！」

　俺は生まれて初めて悪態をついた。

　その汚きたない言葉は天華に教えられたものだった。

　妹は大人たちをよくそうやって罵ののしっていた。

「開け！　クソッ！　開けよォ！」

　俺も罵った。

　開かないドアを。

　妹を苦しめる大人を。

　何もできない自分を。

　思う存分呪のろいを吐はいた。

　と。

　ズンッ!!

「!?」

　巨きよ大だいな揺ゆれが研究所を襲おそった。

　建物全体が浮うき上がり、俺の体も宙へと浮く。

「うわっ！」

　浮いたのは一いつ瞬しゆん。

　次に俺は重力に従って床に叩たたきつけられた。

「何が……」

　どうなった？

　俺が呟つぶやいたと同時に、室内の明かりが消える。

　数瞬後、真っ赤な非常灯とともに警報が鳴った。

「……!?」

　よくないことが起きている。

　それは俺にも分かった。

　しかも、その非常事態の中心にはきっと妹がいる。

「……あ」

　その時、俺は部屋のドアが開いていることに気がついた。

　正確には半はん壊かいし、隙すき間まができている。

　子供の俺が通るには充じゆう分ぶんだ。

　俺は迷わずその隙間に体をねじ込み、廊ろう下かへと出た。

　廊下も非常灯で真っ赤だった。

　アナウンスが避ひ難なんしろと言っている。

　無視した。

「天華！」

　俺は廊下を走り出した。

　興奮状態にあった俺は、あらゆる感覚が鋭えい敏びんになっていた。

　先さき程ほど床に叩きつけられて全身を痛めたはずだが、何ともなかった。

　走っても走っても疲つかれなかった。

　落ちてくる天井を避よけ、すれ違ちがう大人を躱かわすのも容易たやすかった。

　それに。

「おにー……ちゃん……」

　天華の声が、ずっと聞こえていた。

　俺と妹は精神的に繫つながっている。

　それが俺を、妹の許もとへ導いていた。

　俺は一度も道を間違えず、最短ルートで地下実験場の妹のところに辿たどり着いた。

「天華！」

「あ……おにーちゃん」

　天華は気を失っていたが、俺が声をかけると目を覚ました。

　力の抜ぬけた妹の体を抱だき起こす。

「大だい丈じよう夫ぶか、ケガは!?」

「ん……大丈夫、してない」

「そうなのか……？」

　その返事に俺は逆に驚おどろく。

　なぜなら、天華が倒たおれていたのは血溜まりの中心だったからだ。

　実験場いっぱいを満たす血の海。

　今も足の裏でピチャピチャと音を立てている。

「本当に大丈夫か？」

　念のため俺も妹の体を確かく認にんする。

　確かにどこもケガしていなかった。

「ならこの血は……大人たちのか」

「あー……うん」

　天華は気け怠だるげに首を縦に振ふる。

「……」

　俺はもう一度室内を見み渡わたす。

　どう見ても、人間ひとり分の血の量ではない。

　少なく見積もっても10体以上。

　それだけの人間がここで、何らかの理由で、血と白衣の端は切ぎれだけを残して死んだ。

　何が起きたのかは分からないが、ここに長居しない方がいい。

「天華、立てるか？」

「うん。大丈夫だよー」

　天華は微笑ほほえんで、ゆっくりと立ち上がった。

　なら、次にすべき行動は。

「逃にげよう、天華」

「……うん！」

　俺の言っていることを、天華はすぐに吞のみ込んで頷うなずいた。

　ここから逃げる。

　それはつまり、外へ出る、ということだ。

　俺は天華の手を引いて、彼女の歩ほ幅はばに合わせて走り出す。

　研究所内はすでにほとんど無人だった。

　子供にとっては長い廊下に、俺たち兄妹きようだいの足音が響く。

「おにーちゃん……」

「ん？」

　階段をのぼっている最中、ふと天華が話しかけてきた。

「どうした？」

「ゴメンね。あたし、失敗しちゃった」

「失敗？」

「うん。神様を降ろすの失敗しちゃったの」

　しょげた様子で天華は謝ってきた。

　なんとなく予想はしていたが、やはり件くだんの実験は失敗だったらしい。

　もしかしたら研究所の倒とう壊かいもそれが原因？

　けど、俺は無理やり笑って。

「気にするなよ。大人たちの実験なんて」

「ううん。違うの」

「？」

　何が違うんだろう？

「本当はね、もっと上手く力を使えると思ったの。でも、足りなかった。おかげで手許が狂くるっちゃった……」

　天華はさらに何か言っていたが、俺にはよく分からなかった。

　だがすぐにそんなことはどうでもよくなった。

「天華、外だ！」

　俺は進行方向を指差す。

　そこには明らかに外につながる扉とびらがあった。

　この研究所に窓はない。

　だから、俺は本当は外がどうなっているか知らなかった。

　知っているのは想像上の外だけ。

　毎日のように天華と話した外の景色。

　それがもうすぐ目の前にやってくる。

　その事実が、こんな状じよう況きよう下かでも俺の心をドキドキと高鳴らせた。

　経けい緯いはどうあれ、俺たちはついに外に出られるのだ。

　外はどんな場所だろうか。

　いったい何が待っているのだろう。

　俺は走ってきた勢いもそのままに、扉を開けると。




　瓦が礫れきの山と化した街並みが眼前に広がっていた。




「……え？」

　炎ほのおで朱しゆに染まった空。

　見渡す限かぎりの廃はい墟きよ。

　遠くから聞こえる悲鳴。

　誰だれのものとも知れぬ血の跡あと。

　二度と動かない人ひと影かげ。

　死体。

　死体。

　死体。

「な、にが、、、」

　絶句し、俺は立ち尽つくす。

　地じ獄ごくの底から逃げてきたハズなのに。

　逃げ込んだ場所は新たな地獄の釜かまだった。

「あーあ、『唯ゆい一いつ神しん』が死んじゃったからかな？」

「え？」

「ほら、さっき手許が狂ったって言ったでしょ？」

「あ、ああ」

「その時、『器うつわ』から溢あふれそうになった『唯一神』を無理やり捕つかまえようとして、うっかりバラバラにしちゃったの」

「……！」

『唯一神』とは世界の理ことわりを司つかさどる者だ。

　それをバラバラに……？

　つまり、死んだ？

「その所せ為いで……外がこんな有り様に？」

「世界の条理が崩くずれちゃったからねー」

「……」

「もうそれこそ何でも起きるよ。世界くらい簡単に壊こわれちゃうかも」

　天華の説明は淡たん々たんとしていた。

　妹が噓うそをついていないのは分かる。

　けれど現実感が追いつかなかった。

「……！」

　ケツァルコアトルの言葉を思い出す。




「──十年前、『唯一神』を殺したのはニンゲンではないか!!」




　神話戦争のキッカケ。

　神話代理戦争の遠因。

　その張本人が、俺たち？

　……

　……

　……違う。違う！

　全部大人たちの所為だ。

　アイツらがあんな実験をしたから。

　天華だって悪くない。

　ただ大人たちに言われた通りに実験を成功させようとしただけだ。

　俺たちは悪くない。

　悪くなんて……。

「おにーちゃん、早く行こ？」

　天華が俺の腕うでを急せかすように揺ゆする。

　妹はキョトンとした顔をしていた。

　目の前の光景などどうでもよさそうに見えた。

「……行こう」

　俺は若じやつ干かんの戸と惑まどいを覚えながら再び走り出す。

「はぁ、はぁ」

　外はまったくヒドい有り様だった。

　まるで終末だ。

　走っている最中に、何度も地面が揺れた。

　ビルの倒壊する轟ごう音おんがする。

　それに、空。

　血のように真っ赤だ。

　そんな血ち塗ぬられた空を旋せん回かいするモノがいる。

　あれは……ヒト？

　シルエットはそう見える。

　だがそんなはずがない。

　人は飛べない。

　ならあれは。

　その正体を、俺はよく知っている。

　神。

　神様だ。

　この世界に神様が降ってきたんだ。

　ならこの世界の有り様も、彼らが？




　ズドォン!!




　その時、空を舞まっていたモノが地に墜おちてきた。

「!?」

　それはやはり人の姿をしていた。

　だが違ちがう。

　人間はあんなモノじゃない。

『器』として設計された本能が喚わめいている。

　あれはおぞましいモノだと。

　決して俺の容なかに入れてはならないモノだと。

　囁ささやいている。

　叫さけんでいる。

　逃にげろ。

　逃げロ。

　ニゲロ。

「ん？」

　そいつがこっちを見た。

　ソレは見た目だけなら15、16くらいの少女だった。

「う～ん」

　そいつは俺たち兄妹きようだいをジロジロと値ね踏ぶみしてくる。

　そして、うんと頷うなずき、

「それいいな。私にくれ」

　と、天華を指差して言った。

　物のように要求してきた。

「あ、あ」

　ソレに敵かなわないことは分かっていた。

　ノドがヒューヒューと音を立てる。

　呼吸も儘ままならない。

　足がガクガクと震ふるえた。

　と。

「おにーちゃん、あたしはいいから……」

　天華が小声で俺に耳打ちしてきた。

　俺を安心させるように。

　自らが犠ぎ牲せいになるみたいなことを言った。

「ッ！」

　その言葉に、俺は逆に勇気を振ふり絞しぼる。

　それは生まれて初めての激情だった。

　あるいは俺の、兄としての本能だった。

　妹を護まもらねば。

　誰に頼たのまれたでもない自分自身の誓ちかいとともに、俺は敵に殴なぐりかかった。

「う、うああああ！」

　その行動は敵の意表を突ついたのか、拳こぶしはいとも簡単に命中した。

　だがそれまで。

　たかが６歳の拳に力などあるはずもなく。

　俺は敵に腕一ひと振ふりで呆あつ気けなく吹ふき飛ばされた。

「ぎゃあああ！」

　瓦礫に頭から突っ込んだ俺は右目に灼しやく熱ねつを覚える。

　右の視界が真っ赤に染まり、その機能が失われたことを悟さとった。

　しかし、そんなことはどうでもよかった。

「天華！　逃げろ！」

　俺は右目を押さえながら叫ぶ。

「おにーちゃん……」

　天華は俺を見ながら小さく呟つぶやいた。

　彼女は逃げなかった。

　そこへ、神が手を伸のばす。

「うわあああああ！」

　俺は絶ぜつ叫きようした。

　妹の『器うつわ』の中にソレが入り込むのを感じたからだ。

　大事な大事な妹が決定的に穢けがされた。

　その事実を現在進行形で体感し、俺は吐はいた。

　ゲェゲェと吐き続け、吐きすぎて意識まで朦もう朧ろうとする。

「天、、華……」

　涙なみだと血で視界を汚よごしながら、俺はズルズルと地面を這はいずった。

　一歩でも天華に近づくために。

　ほんの少しでも妹を助けに行くために。

　だが──結果的に、それは意味のない行こう為いだった。

「おにーちゃん」

「！」

　俺は驚おどろいて顔を上げる。

　そこには天華が、先程と変わらぬ様子で立っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ……」

　俺は涙を拭ぬぐい、視界をクリアにする。

　向こうには、先さき程ほどまで神の依より代しろにされていた少女の肉にく塊かいが転がっていた。

　もうピクリとも、動く様子はない。

　ならおそらく、アレは天華の『器』を次の依り代にしたはず……なのだが。

「くっ……！」

　俺は痛む体を押して立ち上がる。

　それから天華の体を上から下までジッと眺ながめた。

　何も変わってないように見える。

　不自然なほどに。

「どうかした、おにーちゃん？」

　声も声こわ音ねもそのまま。

「天華……天華は天華のままなのか？」

「うん」

　迷いなき返答。

　それがより一層俺を不安にさせる。

「でも……その、さっき」

　どう質問するべきか迷いながら、俺は言葉を彷徨さまよわせる。

「ああ、何かおにーちゃんの態度が変だなーと思ったら、さっきのアレのこと？」

　天華は何かを察して口を開く。

「アレなら、あたしが食べちゃったよ」

「……え？」

　食べた？

　何を？

　神を？

　妹が何を言っているのか理解できない。

「おにーちゃんって、アタシたちの『器うつわ』ってどんなものかちゃんと理解してる？」

「それは……神を降ろすための」

「違うよー。間ま違ちがってないけど、正解じゃないかな」

「じゃあ、いったい……」

「祈禱師シヤーマンは神をその身に降ろして神しん託たくを得る。でも神託を下すのは神であって、祈禱師シヤーマンじゃない」

　天華は人差し指をクルクルと回す。

「けどそれじゃただの容いれ物。あたしたちはその先、降ろした神の力を人の意のままにするための機構──それがあたしたちの『器』だよ」

「……！」

　そんな話、俺は聞かされていない。

　予備だから、時が来るまで話す必要はないと判断されていたのか？

　いや、それはどうでもいい。

「なら天華はさっきの神を……食って、えっと、取り込んだ？　ってことでいいのか？」

「大体そんな感じかなー」

「そうか……よかった」

　俺は安あん堵どのため息をつく。

　最初は驚いたが、天華が無事ならいい。

「天華が大丈夫ならもう行こう。またいつ襲おそわれるか分からない」

　俺はまた妹の手を引こうとする。

　しかし、こちらが差し出した手を、妹はなかなか取ろうとしなかった。

「……天華？」

「うーん」

　天華はあごに指を当てて何か考えている。

「どうした？」

「ウンとね、さっきのアレから奪うばった権能、結構凄すごいみたい」

「そうなのか？」

「かなり『唯ゆい一いつ神しん』に近いレベルかも」

「……!?」

「思ったよりアタシの『器』壊こわれてなかったのかな」

　天華は何か暢のん気きなことを呟いているが、それを聞かされた俺は平静でいられなかった。

　今も耳の奥に残る彼女の悲鳴と絶叫。

　その原因は『唯一神』を降ろすことに失敗したからだ。

　なのに、それに近い神の力を奪ったという。

「天華！　早くそんな力捨てるんだ、またお前に何かあったら……」

「うーん、でも、コレなら上う手まくやれば……」

「天華！」

　言うことを聞かない天華の肩かたを揺ゆさぶる。

　俺は早く逃げたかった。

　この場所から。

　研究所から。

　地じ獄ごくから。

　ふたりで。

　天華と一いつ緒しよに、ドコまでもドコまでも逃にげたかった。

　しかし。

「喜べおにーちゃん！」

「？」

「アタシの神かみ懸がかり的な計算によれば！　アタシたちの計画はまだ終わってない！」

「計算？　……計画？」

　はじめて聞かされる話に俺は混乱する。

「いったい何のことだよ？」

「それはモチのロン──」




「──この世界を滅ほろぼしちゃう計画だよ！」




　世界を、滅ぼす？

　…………………………え？

「なん、で……」

「何でってそんなの決まってるじゃん。ムカつくから」

「ムカつく？」

「おにーちゃんこそムカつかないの？　あたしたち、生まれてからずっとあんな場所に閉じ込められてたんだよ？」

　天華は怒いかりをブチまける。

「毎日毎日毎日毎日毎日毎日痛くて辛つらくて狂くるいそうになって苦しくて苦しくて狂っちゃって大人たちもお父さんもお母さんもみんなみんなみんなそれを望んでて誰だれも助けてくれなくてアタシが悲鳴を上げても誰も助けてくれない助けてって叫さけんでも助けてくれないむしろもっと苦しいことたくさんされてされてされておかしくなった方が楽なのにおかしくなれないように調整されてるからおかしくもなれなくてなのに狂っちゃえ狂っちゃえって実験されて研究されて改造されて壊して治してまた壊してまた直されておにーちゃんあたしたちってもう骨も神経も目も耳も手も指も皮ひ膚ふも外側も内側もひとっっっっっつ残らず入れ替かえられててもう元のあたしたちだった部分ってまったく残ってないの知ってるの？知ってたらあたしの言ってること分かるよね？分かるでしょ？モチロン分かるよね？ね？だったらさーだったらさーあたしと同じ気持ちだよね？ね？あたしはこんな世界嫌きらいだよ大ッ嫌い嫌い嫌い嫌い汚きたないえげつないエグい穢けがらわしいツラいどうしてあたしたちをこんな目に遭あわせるの？何かした？あたしたち何かした？あたしたち生まれてきただけだよ？こんな目に遭うためだけに造られたんだよそんなの赦ゆるせるわけない[image: かんたんふ][image: かんたんふ][image: かんたんふ][image: かんたんふ][image: かんたんふ][image: かんたんふ][image: かんたんふ][image: かんたんふ][image: かんたんふ][image: かんたんふ]」

　天華はそこで、微笑ほほえんだ。

　歪いびつに。

　嘲あざ笑わらうように。

　壊れたように。

　笑った。

　嗤わらった。

「だから、おにーちゃんもあたしを手伝ってくれるよね？　だってあたしのおにーちゃんだもん」

　天華から差し出された手を俺は見つめる。

「……」

　先程まで俺はただ逃げたいとばかり思っていた。

　だが天華の言うことももっともだ。

　なぜ、俺たちがこんな目に遭う？

　ただ生まれてきただけで。

　それは理り不ふ尽じんだ。

　理不尽には抗あらがうべきだ。

　怒いかりを露あらわにすべきだ。

　これは正当な復ふく讐しゆうだ。

「復讐、か」

「うん。そうだよ」

「俺たち兄妹きようだいをこんな目に遭わせた世界に」

「うん。ふたりで復讐しよ。それで、あたしたち兄妹だけの幸せな世界を創つくろうよ」

「そうだな」

　俺は頷うなずき、妹の手を取る。

　この世で唯一絶対信ずるべき者の手を。

　なぜなら、それ以外に俺たちが信じられる者など、この世にいないのだから。

「俺は天華のために」

「あたしはおにーちゃんのために」

「「この世の全すべてに復讐しよう」」

　俺たちは互たがいに誓ちかい合った。

　あらゆるモノを壊す。

　あらゆるモノを殺す。

　そうして俺たち以外の全てを消して、兄妹だけの世界を創る。




　この日、俺の生き方は決まった。




　　　　４




　全て思い出した。

　十年前の真実。

　兄妹の真実。

　家族の真実。

　何もかも思い出してしまった。

『──ウヒヒヒ』

　バロールは愉たのしそうに笑っていた。

「あ、、、あぁ、、、」

　言葉が出ない。

　これは夢か？

　夢だったらどんなにいいだろう。

「おにーちゃん、顔が蒼あおいよ？」

　ゼウスが心配そうに小首を傾かしげる。

　いや。

「天華……」

「うん？」

「お前は……天華は天華のままなのか？」

　記き憶おくの中と同じ質問。

「うん」

　返ってきたのも同じ回答。

「……！」

　俺は足あし許もとがガラガラと崩くずれ去るような感覚に陥おちいる。

　それはそうだ。

　今まで信じていたモノが全て間ま違ちがっていたのだから。

　あらゆる前提が違っていた。

　あの日、天華は奪われてなどいなかった。

　両親の愛情、学校、友達、日常──そんなものはなかった。

　俺が復讐したかったのは神なんかじゃなく。

　この世界そのものだった。

「本当、大変だったよこの十年。おにーちゃんが来るまでずぅーっと準備準備準備だったんだからー」

　天華はコロコロと笑いながら言う。

　俺は過去を思い出しながら妹に問う。

「その準備っていうのは……神話代理戦争のことか？」

「うん」

「何のために、こんな？」

「何って、『唯ゆい一いつ神しん』の力を手に入れるために決まってるじゃーん」

「……そうだな」

　世界を滅ぼすだけならゼウスの権能があれば可能だ。

　だが、それだけじゃ足りない。

　俺たち兄妹の復讐は、奪うばうことだ。

　みんなの幸せを奪い。

　俺たちだけが幸せになる。

　そのためにはどうしても、この世の理ことわりを司つかさどる『唯一神』の権能が必要だ。

「だが、『唯一神』の座は勝利陣じん営えいからの選出だ。このまま俺が勝っても、おそらく太陽神ルーが選ばれるぞ？」

「そこら辺は大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと仕し掛かけがあるんだから」

　天華はそう言って腕うでを広げる。

「この戦争自体がね、物語の舞ぶ台たいなの」

「物語の舞台？」

「ローラシア島が神じん工こう島とうっていうのは知ってるよね？」

「ああ」

「この島はね、アタシが創った特大の石せき碑ひみたいなモノなの」

「石碑……」

「そう、そして神々の戦いは石碑に刻まれる碑文そのもの」

　神々の戦いを刻んだ碑文。

　それは別の言い方もできる。

　そう──神話だ。

「現代に蘇よみがえった神々が新たな『唯一神』の座を巡めぐり戦う新生神話──その全ての記録がローラシア島には刻み込まれているの……ここまで言えばおにーちゃんにも分かるでしょ？」

　ただの言葉や文字が呪しゆになるように。

　魔ま導どう書しよそのものが一種の魔ま術じゆつと化すように。

　物語には魔力が宿る。

　ましてやこれは現代に蘇った新たなる神話。

　七なな柱にんの神々が全力を尽つくした神秘の爪つめ痕あとがこの島には刻み込まれている。

　それが都合三度。

「この島に刻まれた神話そのものを魔力に転用し、『唯一神』の力を得ようと？」

「うん。ほぼ正解」

　天華は軽く頷く。

「補足すると、新たな『唯一神』を決めるための戦い、っていう指向性ストーリーにもちゃんと意味があるの」

「……なるほど。大体分かった」

　この島に刻まれているのは「新たな『唯一神』を決める神話」。

　その物語を正しく締めるならば「新しい『唯一神』が誕生する」という結末が妥だ当とうだ。

　水が上から下に流れるのは自然の摂せつ理り。

　摂理をねじ曲げるには力が必要だ。

　だが摂理に従えば加える力は少なくて済む。

　たとえば傾けい斜しやした板の上に水を流す時。

　水の流れを下から上へ変えるのは大変な力を要する。

　しかし、水の流れるスピードを速くするのは簡単だ。

　板の角度を急にする、あるいは板を立ててしまえばいい。

　これならほんのわずかな労力で、水の流れを大きく加速させられる。

「つまりこの神話が辿たどるべき結末と、俺たちが『唯一神』となるという結果──その両方を一いつ致ちさせることで、魔力のロスを無くし、いや、むしろ乗算させて、本来あり得ない規模の大魔術を行使するつもりか」

　考え方は教会の異い端たん殺しの魔術に似ている。

　あれは教会が行ってきた異端審しん問もんの歴史そのものを魔術に変へん換かんする術式だ。

　同じくこれは神話そのものを術式に変換する。

　神話の再現。

　思えば、ケツァルコアトルも同じ事をしていた。

　奴やつは己おのれの神話を術式に組み込むことで、全世界を覆おおい尽くすほどの大魔術を起動してみせた。

　相そう違い点てんがあるとすれば、俺たちのこれは現在進行形で綴つづられている神話という一点か。

「アタシの『器うつわ』の中には『唯一神』の力の一部──『残滓ケイオス』が残ってるの。これを核かくに神話再現の大魔術で足りない部分を補ほ塡てんして、『唯一神』の権能そのものを蘇らせる」

「……」

「あとはそれをおにーちゃんの『器』に移植すれば、全部終わりだよ」

「なるほど」

　俺は頷く。

「しかし、なぜ俺なんだ？　『唯一神』になるなら、天華の方が『器』としては適任だろう？」

『器』としてのスペックは天華の方が高い。

　それなのになぜ俺がこの島に来るまで、十年間も待ったのか？

「それはね、あたしの『器』が十年前に壊こわれちゃったからだよ」

「何？」

「ほら、あの日実験があったでしょ？」

　そういえば、そんなことがあった。

「あの日アタシは『唯一神』の力を奪おうとして、失敗した。その結果、『唯一神』はバラバラになって死んで、あたしの『器』に罅ひびが入っちゃったみたいなの」

「罅が……」

「うん。罅自体は小さいし『器』の機能は失われていないけど、『唯一神』の権能を取り込むことはもうできないんだー」

　天華の『器』はゼウスの権能を奪うほどだ。

　それでも『唯一神』の『器』には足りないという。

「だが十年前の天華で不足なら、俺はもっと足りないんじゃないのか？　俺の『器』のスペックはお前より低い」

「十年前ならね。でも、おにーちゃんはあれからたくさん成長したでしょ？」

　俺は無言で頷うなずく。

　同時に、恐おそろしく思う。

　天華は十年前のあの時点で全すべてを計画していたのだ。

　俺の成長。

　新生神話。

　神話代理戦争。

　十年で俺の『器』の成熟を待ち、同時に神話代理戦争を繰くり返すことで神話に厚みを持たせ、刻まれる神々の神秘と魔力をローラシア島という碑石に貯蔵した。

　驚おどろくほどに無む駄だがない。

　唯一、不確実な点があるとすれば……。

「天華」

「ん？」

「もし……俺がこの島に現れなかったらどうするつもりだったんだ？　あるいは『器』として充じゆう分ぶんな成長ができていなかったら？」

「アハハ、変なこと訊きくなー」

　天華は無む邪じや気きに笑う。

「アタシのおにーちゃんにそれくらいのことデキないわけナイじゃん」

　それは完かん璧ぺきなる信しん頼らい。

　兄おれにできないはずがない。

　妹にとってそれは絶対の真理であって、彼女にとってこの計画は一いち分ぶの隙すきも無いものだったのだ。

　そして、彼女の願い通り、俺は来た。

　必要な力を蓄たくわえ、神話代理戦争に臨のぞみ、最後まで生き残った。

　あとはただ果たせばいい。

　あの日の誓ちかいを。

「やっと全部思い出してくれたんだね、おにーちゃん」

　そう言って、天華は俺の懐ふところに手を伸のばす。

　そこから取り出したのは毒の入った小こ瓶びん。

　いや。

「これって毒じゃないよね？　睡すい眠みん薬やくか、もしくは人を仮死状態にする薬かな？」

「ああ、そんなところだ」

　それで天華ゼウスの油断を誘さそい、不意を突つくつもりだった。

　だが、もう必要ない。

　天華はずっと天華だったのだから。

　その時、島全体が大きく揺ゆれる。

「ありゃりゃ、さすがに気づかれたかな？」

「どうした？」

「ん。今この島はアタシの力で異界化してるんだけど、それがいつものと違ちがうって他神話勢力に気づかれたみたい。まだ大丈夫だけど、そろそろ急いだ方がいいかも」

　いつもの、というのは夜時間のコトだろう。

　夜になるとこの島は異界化する。

　それが神話代理戦争のルールだ。

　本来、島ひとつが異界と化すのは異常事態。

　だがその違い和わ感かんをルールで覆い隠かくした。

　十年かけて、異常事態を異常事態と気づくのを遅おくらせた。

　その隙に全すべてを成し遂とげ、果たすために。

　妹の計画はどこまでも周しゆう到とうだった。

「さあ、おにーちゃん」

　天華が微笑ほほえんで、俺に銃じゆうを返す。

「みんな殺そ。そして、あたしたちだけの永遠の世界を創つくろうよ」

「……」

　俺は銃じゆう把はを握にぎり締め、前へ数歩出る。

　それで充分。

　この距きよ離りなら外しようがない。

　俺はブリュンヒルデの脳天に銃口を向ける。

『──あーあ勿もつ体たいねぇ』

　その時、バロールがため息を漏もらした。

（何だ、バロール？）

『──そりゃお前、せっかくなんだ。俺サマなら最後に一発ヤッてから殺すね』

（この期ごに及およんでもキサマは変わらないな）

『──変わる必要がねーもんでな』

　本当にこの魔ま神じんは変わらない。

　最初から最後まで最低最悪のままだ。

（……お前は何とも思わないのか？）

『──あン？』

（俺が勝てば、お前も含ふくめ、あらゆるモノは滅ほろぼす）

　それは決定事じ項こうだ。

　新しい世界に、俺と妹以外、神も、人も、何も必要としない。

　そういう世界を創るつもりだ。

　だが、バロールはやはり愉たのしそうに嗤わらう。

『──ウヒヒヒ、そりゃアレだろ？　お前ら兄妹きようだいの願望によって、この世の全てが破は滅めつするって話だろ？　俺サマとしちャア堪たまらないねぇ！』

（……）

『──ふたりだけの幸せな世界ィ!?　ハハッ、そりゃなんて享きよう楽らく的で堕だ落らく的な願いなんだろうなァ！　その至上の欲望によって世界の全てが破滅する!!　最高だ!!』

（……そうだな。キサマはそういう奴だった）

　享楽と堕落と破滅を愛する魔神。

　バロールはどこまでもその本質に忠実だった。

　コイツに俺を止める気は毛頭ない。

　ああ、だろうとも。

　分かっていたさ。

「おにーちゃん、早くー」

　俺の動きが止まっていたので、天華が急せかしてくる。

「ああ」

　俺はその言葉に従い、下ろしていた銃口を再びブリュンヒルデに向けた。

　そこでふと些さ細さいな疑問を思い出し、チラリと天華を見やった。

「……そういえば、天華」

「何ー？」

「俺の子供の頃ころの記き憶おく……何であれ、普ふ通つうの家庭で育ったみたいに改かい竄ざんされてたんだ？」

「あー、あれ？」

「その所せ為いで危あやうく天華を傷つけるところだった」

「ほら、おにーちゃんには神話戦争で勝ち抜ぬくために、十年間教会で修しゆ行ぎようする必要があったじゃない？　もしその間にアタシたちの計画が露ろ見けんしたらマズいから、念のため記憶を偽ぎ装そうしておいたの」

　確かに、天華ほどではないとはいえ、俺も『器』として調整された身だ。

　もしそれを教会側に不ふ審しんに思われ、万が一計画が露見したら俺も天華も困る。

　納なつ得とくのいく説明だった。

「……なるほどな」

　俺は頷いて。




　手にした銃で、ブリュンヒルデの頭を撃うち抜いた。








第三章　求めよ、然さらば与あたえられん









　　　　１




　バンッ……




　バンッ……




　バンッ……




　銃じゆう声せいが、ひとつ、ふたつ、みっつ。

　ひとつ鳴るごとに、ひとりの頭が吹ふき飛んだ。

　ブリュンヒルデの分と合わせて計四つ。

　フレイヤ。

　姫ひめ子こ。

　エミリー。

　四人の死体ができあがった。

「……」

　纏まとわりつくような血ち臭しゆうに軽く眩暈めまいがする。

　血の臭においなど何度も嗅かいだのに。

　親しかった相手だとこうも違うか。

　そんな自分に嫌いや気けが差す。

「わーい、やったネ！」

　そこへ天てん華かが拍はく手しゆとともにやってくる。

　妹は笑顔で俺の腕うでに抱だきついて頰ほお擦ずりしてきた。

「これでおにーちゃんが優勝だよ！　オメデトー！」

「優勝って……」

　スポーツじゃあるまいし。

　なんとも軽い表現だ。

　まあ、いい。

　妹が喜んでいるなら、それで。

　そのために俺は生きてきたのだから。

　そして、始まる。

「地鳴りがするな……」

「架空の島ローラシアに仕組んだ魔ま術じゆつが起動し始めたんだよ」

　ローラシア島が鳴動している。

　丘おかの上から見下ろすと、島全体が震ふるえているのがよく分かった。

　同時に、島の空にも変化が起きる。

　島の中心──ちょうど今いる丘の頭上を基点に、半球ドーム状に黄金の粒りゆう子しが流れ始める。

　黄金の粒子は繭まゆのように島を覆おおっていき、徐じよ々じよに地面からも同じ黄金の粒子が煙けむりのように立ちのぼり始めた。

　島が幻げん想そうに浸ひたされていく。

　さらに島を見下ろしていると、あることに気づいた。

　文字だ。

　俺にも読み解けない文字らしき羅ら列れつが、島の南なん端たんから徐々に刻まれ始めた。

　この島は新たなる神話を刻む碑ひ石せき。

　ならばあれは神話を記す碑文か。

　今まさにこの島は過去の歴史を記し始めている。

　三度に亘わたる神話代理戦争。

　神々の闘とう争そうの歴史。

　その全てを。

　文字は島の外周を埋うめるように綴つづられていく。

　やがて島を一周し、今度はひと回り内側に新たな文字が浮うかび上がっていく。

　おそらく最後にはこの丘に至るだろう。

　俺たちの足あし許もとが碑文に埋め尽つくされた時、この神話術式は完かん了りようする。

　まだ碑文が一周しかしていない未完成の状態でも感じるこの魔力量。

　この大魔術は必ず成功する。

　その時、この世界は破は壊かいされ、次の世界が創造されるのだ。

　俺と天華だけが生きる世界。

　他に何者も必要としない。

　ゆえに俺たちは傷つかない。

　そんな理想郷。

　そこへ至るために、俺たちはいろんなものを犠ぎ牲せいにしてきた。

　時間や。

　幸せや。

　関かかわった人々を……。

「待ちきれないねー、おにーちゃん」

　天華はウキウキとしながら話しかけてきた。

　本当に待ちきれないようで、俺の腕に摑つかまったままピョンピョン飛び跳はねている。

「待ち遠しいか？」

「モッチロン！　ずっとこの時を待ってたんだから」

　天華は笑え顔がおで頷うなずく。

　無む邪じや気きに笑う。

　嬉うれしそうな妹の姿を見て。

　俺は、

　笑おうとして、

　上う手まく、、、いかなかった。

「天華」

「なぁに？」

「後こう悔かいはないか？」

「後悔？　何の？」

　天華はキョトンとしている。

「この世界に未練はないか？」

「そんなのあるわけないじゃん」

　即そく答とう。

「そうか」

「だってさー……本当に長かったんだよ？」

　ふと天華は眉まゆ尻じりを下げる。

　過去を思い出すように。

「十年もさー、おにーちゃんと離はなれて、ずっとひとりで頑がん張ばってきたんだから」

「……」

「第一次とか第二次とかさ、なるべく戦いが激化して、けど勝者が出ないように調整するのも大変だったし」

「……」

「アタシが監かん督とく者しやってバレないようにするのも気を遣つかわなきゃだし、リラックスできる時間なんて一秒もなかったもん」

「……」

「あと何より授業がウザかったなー」

「……」

「教師とか生徒に認にん識しき阻そ害がいかけて、同じ学年を何度も繰くり返して、おんなじ授業を何回も受けて」

「……」

「気分転てん換かんに語学とかは毎回違ちがう課目選んでたけど、数学とかメチャクチャ退たい屈くつだったんだから」

「……」

「一番面めん倒どうだったのは同級生の相手かな」

「……」

「こうさ、愛あい想そ笑いが時々引き攣つっちゃうの」

「……」

「人間なんて大だい嫌きらいなのにさ」

「……」

「毎日地じ獄ごくだった」

「……」

「あたしにはおにーちゃんだけいればいいんだよ」

「……」

「おにーちゃん？」

「……」

　俺は黙だまって聞いていた。

　天華の十年間を。

　この島での日々を。

　話を聞いて、よく分かった。

　確かに未練なんてあるはずない。

　未練ができるような出来事がなかったのだから。

　妹にとってこの十年は苦痛でしかなかっただろう。

　人間も神も何もかも敵視して、身を潜ひそめて、神経を磨すり減らして。

　楽しい思い出のひとつもなかったはずだ。

　俺が来てからの日々も。

　彼女はずっと仮面を被かぶっていたのだから。

　今日は彼女にとってやっと来た救いの日だ。

　十年間待っていたのだ。

　この日を迎むかえるのを。

　これに勝まさる歓よろこびはないだろう。

　やがて碑文が俺たちの足許にまで刻まれた。

　今や神話は島の至る処ところに刻み記されて、この世に顕けん現げんしている。

　それはこの世で最も新しい神話にして、終わりの神話。

　今世に終末を齎もたらす兄妹きようだいの物語。

「おにーちゃん、屈かがんで」

　俺は言われた通り屈む。

　天華と目が合う。

　彼女はすでに潤うるんでいた。

　願いの成じよう就じゆを確信して。

　妹の唇くちびるが俺に触ふれる。

「んっ……んくっ」

　舌と一いつ緒しよに、熱いモノが流れ込んできた。

　天華が『残滓ケイオス』と呼んだ『唯ゆい一いつ神しん』の力の一部。

　これを核かくにして、『唯一神』の権能を復活させる。

　全すべての準備は整った。

　今や島の全てが光に包まれ、輝かがやきに満ちていた。

　あとは術式を完成させるだけでいい。

　俺がこの魔術を受け容いれれば。

「……！」

「おにーちゃん？」

　俺は天華を抱だき締しめた。

　強く、強く。

　万ばん感かんの想おもいを込こめて。

「天華。お前を愛してる」

「うん」

「天華より大切なモノなんてこの世にない」

「うん。うん」

「俺にとって天華が世界で一番大切だ」

　だからこそ。

　俺は歯を食くい縛しばり、声を絞しぼり出す。

「それだけはどうか……信じてくれ」




　……バキッ




　パキパキッ パキッ




　罅ひび割れる。

　世界が。

　空気が。

「え？」

　天華が戸と惑まどう。

　その声に答えるように。

　完成間近だった大魔ま術じゆつが音を立てて砕くだけ散った。

「……おにー、ちゃん？」




　　　　２




　──時は遡さかのぼる。




　それはブリュンヒルデを撃うつ前の問答。

「ほら、おにーちゃんには神話戦争で勝ち抜ぬくために、十年間教会で修しゆ行ぎようする必要があったじゃない？　もしその間にアタシたちの計画が露ろ見けんしたらマズいから、念のため記き憶おくを偽ぎ装そうしておいたの」

「……なるほどな」

　天華の説明におかしなところはなかった。

　人の記憶を覗のぞく魔術は存在する。

　それを警けい戒かいするのは当然だ。

　当然……だが。
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　今の話は別の可能性を示している。

　それは、天華は俺の記憶を改かい竄ざんできた、ということ。

　先さき程ほどの過去の記憶。

　あれが全て噓うそだとは思わない。

　だが、全てが真実か？

　記憶の中の俺の行動はどこまで正しい？

　たとえば……あの日の誓ちかい。

　世界を滅ほろぼそうと言う天華に、俺は賛同した。

　それは本当か？

「……」

　確かめようにも、唯一の証しよう拠ことなる記憶そのものが改竄されている可能性がある。

　それでは確かめる術すべがない。

『──どうしたよ、早く撃っちまえよライカ』

　迷う俺に再びバロールが話しかけてくる。

『──ウヒヒヒ、ナァニを迷うんだ？』

　バロールは煽あおるように言ってくる。

『──お前にとって天華妹は世界で一番欲ほしいモノなんだろ？』

　そうだ。

　天華は俺にとって世界で一番大切なモノだ。

　何があっても必ず奪とり返すと誓った。

　そのために十年間も厳しい修行に耐たえてきた。

　だから。

『──それがライカの一番の『欲望』なんだろ？　だったら素す直なおになれよ』

　そう、迷う必要はない。

『──この世で一番大切なモノのために他の全てを切り捨てる。その行動に何か間違いがあるか？』

　ない。

『──妹を奪とり返すためにライカは全てを捨ててきただろ』

　その通りだ。

『──そうまでして求めたモノにやっと手が届くんだ。それを今いま更さら手放すなんて莫ば迦かのやることだろう？』

　バロールの癖くせに、今日は正論ばかりだ。

　コイツの言う通りだ。

　妹を奪とり返す。

　そのために十年を費やした。

　その十年の価値を無になんてできない。

　そのためにレオンすら殺した。

　それを今いま更さら覆くつがえせるか？

　無理だ。

　その決断は、友の命に対する裏切りだ。

　そんな莫迦な真ま似ねはできない。

　たとえこの引き金を引くことが破は滅めつへの道だとしても……。




「己おのれの過あやまちを理由に道を踏ふみ外すのは、過ちから目を背そむけるのと変わらない！」




「……！」

　そこで、ブリュンヒルデの言葉が俺の指を止める。

　ケツァルコアトルとの戦い。

　あの時、獣けものに堕だそうとした俺を奴やつは引き留めた。

　過ちを理由に道を踏み外すな。

　過ちから目を背けるな。

　十年間、俺はただ妹を奪とり返すために生きてきた。

　そのためならあらゆるモノを捨てる覚かく悟ごで、この道を歩んできた。

　その道の果てに、今俺はここに立っている。

　本当に、間違いは無いか？

　ここで引き金を引くことは正解か？

　俺は過去の行いを理由に、今再び過ちを犯おかそうとしていないか？

　妹を救うために、俺はレオンを殺した。

　その行いを正当化するために、妹を救おうとしていないか？

　それは──欺ぎ瞞まんだ。

　俺は間違えた。

　最初から、決定的に間違えていた。

　その間ま違ちがいを見過ごすことこそ、道を踏み外すということだ。

　間違いの上にさらなる間違いを重ねてはならない。

　俺のすべきことは……己の罪に頭こうべを垂れることだ。

　罪に向き合い。

　贖しよく罪ざいを請こい。

　二度と過ちを犯さないと誓う。

　そうやって、人は赦ゆるしを願うのだ。

　いつか己を赦せる日が来るように。

（俺は莫迦だ……）

『──あン？』

（妹のため、レオンのためと言っておいて……本音はただ、俺自身に言い訳が欲しかっただけなんだ）

『──意味が分からん』

（ああ、分からなくていい）

　魔ま神じんに懺ざん悔げの聞き手役など期待していない。

（確かなのは、ここでみんなを殺すのは間違いだということだ）

『──へぇ。なら、妹のことは諦あきらめるか？』

（違う）

『──だったらどうする？』

（どちらも捨てない）

『──……』

（天華は世界で一番大切な妹だ──だけど、シャロ先せん輩ぱいも、マリアも、この島に来てできた友達も、みんな大切なんだ）

　俺がこの十年で得たのは苦痛と辛しん酸さんだけじゃない。

　ちゃんと嬉うれしいこともあった。

　楽しかったことも。

　妹と同じように大切なものもできたんだ。

　それは俺に未来を思い出させてくれた。

　シャロ先輩ともまた海に行きたい。

　彼女との大切な約束をここに捨ててしまいたくない。

　それが俺の──本当に守りたい『欲望ねがい』だ。

『──ウヒヒヒ、ウッヒャッヒャッヒャッ！』

　その時、バロールが笑った。

　今まで一番愉ゆ快かいそうに、腹の底から呵か々かと笑った。

『──一番大切なモノだけじゃ足りないってか!?　二番目も三番目も四番目も大切ときたか！　何も捨てずに、全すべてが欲しいってのか!?』

（お、おい）

『──いいぞ！　それでこそだ人間ミレシアン！』

　バロールの興奮が魂たましいを通して俺にまで伝わってくる。

　奴は今、悦よろこんでいた。

『──その『強がん欲ぼう』こそ俺の愛する人間の姿だ』

　バロールが叫さけぶと同時に右目の魔ま眼がんが熱くなる。

　かつてないほどの力が流れ込み、視界が赤く染まっていく。

『──さあ、お前の『強欲』の下もと、欲ほつするモノを全て求めてみせろ！　そうすれば魔眼の王の名の下に、俺サマの力の全てをキサマにくれてやる！』

　俺は、フンッ、小さく鼻を鳴らした。

　それが返事だった。

　この魔神に対する感謝を、それ以上俺には伝えられなかった。

　そして、魔眼が赫あかく輝かがやく。

　──バロール第三の魔眼『幻げん象しよう』。

　それは世界すらも騙だます究極の魔眼。

　この魔眼は世界そのものを一時的に書き換かえる。

　騙された世界に囚とらわれた者は幻げん影えいに気づくことも叶かなわない。

　たとえそれが、ギリシャ神話最強の神の権能を持つ天華であろうとも。




　　　　３




「あたしを騙したの……おにーちゃん？」

　ガラガラと崩くずれゆく偽いつわりの世界。

　魔眼によって書き換えられた幻は消え、世界の光景は元に戻もどる。

　俺と天華と、四人の少女が眠ねむるグラウンド。

　彼女たちは頭を撃うち抜ぬかれてなどいない。

　死んだのは幻の中の出来事だ。

「どーなの、おにーちゃん？」

　生きている少女たちを一いち瞥べつしながら、天華は訊きいてくる。

　本当は質問するまでもないことを彼女は知っている。

　それでもなお尋たずねるのは、俺の口から言わせるためだ。

「……ああ、騙させてもらった。俺にみんなを殺すことはできない」

「はあ？」

　天華の表情が引き攣つる。

「おにーちゃんもアタシを裏切るの？」

「違う」

「アタシのこと捨てるんだ？」

「違う！」

「なら……何？」

「あの日、俺は間違えたんだ」

　十年前のあの日。

　あの日の記き憶おくが改かい竄ざんされているのかどうかなど些さ細さいな問題だ。

　肝かん心じんなのは。

　俺はあの日天華を救えなかったという事実。

　世界を滅ほろぼそうと言う天華を止められなかった。

　愛する妹が道を踏み外すのを止められなかった。

「俺は兄としての務めを果たせなかった」

　あの日の過ちが、妹を十年間も孤こ独どくにした。

　彼女を独りにした。

　苦痛の毎日を過ごさせた。

　それが俺の罪。

「だからこそ、俺はこの罪を償つぐないたい。俺自身と、天華のために」

「だったらアタシの言う通りにすればいいじゃん！」

　俺の言い様に、天華ははじめて激げつ昂こうした。

　彼女の怒いかりに呼応して紫し電でんが嵐あらしのように巻き起こる。

　グラウンドの土が爆はぜ、焦こげ臭くさいにおいが漂ただよった。

「アタシはアタシたちを不幸にするこんな世界消し去りたい！　おにーちゃんだけが欲ほしい！　その復讐ねがいを叶えてくれるだけでアタシは幸せになれるんだから！」

「天華、それは違う」

「!?」

「復讐を成し遂とげても人は幸せになれない。ただ気が晴れるだけだ」

　復讐の業ごう火かに身を焼かれた神の姿を見た。

　奴の怒りは正当で、その復讐は正しかった。

　だが、それでもなお奴の大だい炎えんは自らを焼き尽つくした。

　正しくとも己おのれの身を滅ぼす。

　それが復讐という行こう為いの運命さだめだ。

　俺も一時はその焰ほのおに自分自身を投げ入れようとした。

　そうしていたなら、きっと俺も最後の一いつ片ぺんまで燃もえ尽きて、終わっていただろう。

「天華、俺はずっと過去を奪とり返すために生きてきた」

「……」

「だがそれは間ま違ちがいだった」

　過ぎ去った時間を奪とり返すことはできない。

　犯した罪が決して消えないように。

　俺にできるのは罪を償うこと。

　そして。

「俺が本当にすべきことは天華を破は滅めつの道から救い出して、兄妹ふたりの未来を取り戻すことだ！」

　天華を過去から奪とり返して、それで終わりではない。

　その先の未来にこそ本当に奪とり戻すべきものが待っている。

　この残ざん酷こくな世界が人間に与あたえてくれるものがあるとすれば、それは未来だけだから。

　どれだけ悲ひ惨さんな過去があろうと。

　明日の幸せを願うことはできる。

　妹を孤独と苦痛の日々から救い。

　これからの幸せをともに願う。

　それが俺の『強欲ねがい』。

　十年前にできなかったことを。

　今、この命を懸かけて成し遂げてみせる！

「もう二度とお前にあんな偽にせ物ものの笑え顔がおなんてさせない」

「……よく言うよ」

　天華は俺の言葉を鼻で笑った。

「結局、おにーちゃんはみんなを殺す度胸がないだけなんでしょ？　その度胸がない理由をアタシに押しつけて、自分だけいい子ちゃんぶりたいんだ」

「……否定はしない」

　俺がすぐに引き金を引かなかった理由の中に『臆おく病びような自分』がいたことは確かだ。

　だが、その躊ちゆう躇ちよのおかげでもう一度考える時間が生まれた。

　それは決して悪いことだとは思わない。

　人が臆病になるのは、失いたくない大切なモノがあるからだ。

「あーあ、おにーちゃんはとんだチキンだなぁ」

　天華はため息をつく。

「まあ、分かってたけどね」

「……？」

「あの日もおにーちゃんはアタシに反対したもんね」

「……」

「しかも理由が怖いからだったし」

　世界に復讐しようと天華に誘さそわれたあの日。

　俺は妹の誘いに乗らなかったのか。

　やはり記憶は改竄されていたようだ。

　だが、先さき程ほども言ったがそれは些細なこと。

　天華を救うのが俺の使命だ。

「でも安心して、おにーちゃん」

　天華はいつもの微び笑しようを浮うかべる。

　貼はり付けたような空くう虚きよな笑みを。

「どんなおにーちゃんでも、あたしは好きだよ。だって世界にたったひとりのアタシのおにーちゃんだもん」

「天華……」

「だから、おにーちゃんにできないなら、あたしが代わりにやってあげる……！」

「!?」

　圧あつ倒とう的なエネルギーの奔ほん流りゆうが天華の許もとへ集束する。

『雷霆ケラウノス』。

　最強の『レガリア』が再び姫子たちを狙ねらう。

「───」

　反射神経のリミッターを限界まではずす。

　一いつ瞬しゆんが引き延ばされ、時間がスローモーションに。

　稲いな妻ずまは光。

　光の速度は完全には見切れない。

　だが『雷霆ケラウノス』を放つ天華の手の動き。

　彼女が狙う姫子たちの位置。

　そこから軌き道どうを予想することはできる。

　あとはタイミング。

「──！」

　双そう銃じゆうを構え、銃じゆう弾だんを放つ。

　聖女の祈いのりが込こめられた聖別銀弾。

　神を殺すための神しん罰ばつ者しやの装備。

　これでは不足だ。

　アイギスに防がれたように、『雷霆ケラウノス』を迎むかえ撃つのにそれだけでは足りない。

　だが。

「!?」

　天華の顔が驚きよう愕がくに染まる。

　俺の撃った銃弾が『雷霆ケラウノス』を搔かき消したからだ。

　そんなことはあり得ないと思っていたのだろう。

　確かにその認にん識しきで間違っていない。

　ついさっきまでならば。

「……ああ、そう」

　天華が眉まゆを顰ひそめる。

　彼女も気づいたようだ。

「あの茶番はこのためだったんだね」

「そうだ」

『幻げん象しよう』の魔ま眼がんで天華を騙だましたのは、彼女から『残滓ケイオス』を俺に譲じよう渡とさせる必要があったからだ。

　全すべては『雷霆ケラウノス』に対たい抗こうできるだけの力を得るため。

「フーン……でも、神話術式が起動した光景はただの幻。『唯ゆい一いつ神しん』の権能の全てが復活したわけじゃない。おにーちゃんの中にあるのは、所しよ詮せん残り滓の力だけだよね」

「……」

　俺は口を噤つぐむ。

　天華の言う通りだ。

　騙し取れたのはあくまで『唯一神』の力の残り滓かすのみ。

　神話術式自体は不完全で起動しておらず、世界の理ことわりを意のままにするという『唯一神』の権能は復活していない。

　得られたのは権能とも呼べないただの純じゆん粋すいな力の塊かたまり。

　先程はその力を銃弾に込めて放ったのだ。

『──ウヒヒヒ、力の残り滓程度で奴やつの『レガリア』に拮きつ抗こうするとは、滓は滓でもさすがは『唯一神』の力ってところか』

（ああ、そうだな）

　しかし、状じよう況きようが好転したわけでもない。

　元々こちらが圧倒的に不利だったのだ。

　それが若じやつ干かん改善したに過ぎない。

「ブリュンヒルデ！　フレイヤ！　目を覚ませ！」

「「!?」」

　俺の声が魔眼の支配下にある二柱ふたりの脳に働きかけ、強制的に意識を覚かく醒せいさせる。

「神しん仙ぜん雷らい……え？」

「姫子とエミリーを護まもれ！」

　戸と惑まどうブリュンヒルデに命令を与える。

　俺と天華が敵対するに至った経けい緯いを説明する暇ひまはない。

「涙々フレイヤは俺を援えん護ごしろ！　天華を殺さず無力化する！」

「起き抜ぬけに容よう赦しやなさすぎない？」

　文句を垂れつつ、涙るい々るいは鷹たかの羽は衣ごろもを身に纏まとう。

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ」

　同時に黄金剣けんを展開。

　金こん色じきの雨が天華に向かって降り注ぐ。

　その攻こう撃げきを、天華は傘かさを広げて防いだ。

「るいるいこそ容赦ないじゃん！」

「何でこんなことになってるか知らないけど、雷らい火かの頼たのみだからね！」

　ふたりの軽口の叩たたき合い。

「！」

　その間に、俺は割り込む。

　踏ふみ込みの勢いもそのままに、天華の手許から傘を蹴けり飛ばそうとする。

「おっと！」

　それを避よける天華。

「あれー？　おにーちゃん、いつもより速くない？」

「おかげさまでな……！」

　騙し取った『残滓ケイオス』はいわば純粋魔力の塊だ。

　身体操作で脳のリミッターをはずし、肉体そのものを魔力で強化。

　さらに人体の枷かせをはずした反動を魔力で可能な限り打ち消す。

　完全に自傷ダメージを殺せるわけではないが、おかげでいつも以上に俺の体はキレていた。

　今なら師し匠しようのスピードにも匹ひつ敵てきするほどだ。

　しかし。

　それでもなお。

「アハハ─、おにーちゃんガンバるー」

　天華の余よ裕ゆうを崩くずせない。

　彼女が操あやつるのは雷かみなり。

　推測になるが、おそらく彼女は雷の繊せん細さいな扱あつかい方もマスターしている。

　たとえば、人体の電気信号。

　これを操作できるなら、俺以上の精密さを以もつて人体の限界を超こえる反射速度を発揮できる。

　十年。

　俺と違ちがって、天華には十年間ゼウスの権能を錬れん磨まする時間があった。

　ゼウスから奪うばった魔力も彼女の『器うつわ』に完全に馴な染じんでいるだろう。

　相手は妹だと油断してはならない。

　俺は今まさにギリシャ神話の最高神に戦いを挑いどんでいるのだ。

「くっ！」

　残る魔眼はあと一回……！

　この切り札をいつ切るかが肝かん心じんだ。

　そのためにはまず隙すきを作らなければ。

　しかし、アイギスの護りは堅かたい。

　俺の銃撃も涙々の黄金グルヴエイグ魔術テイアーズも容易たやすく防いでしまう。

　さすがは『雷霆ケラウノス』すら防ぎきる楯たて。

『雷霆ケラウノス』と打ち消し合う程度の銃弾では痕あとも残せないか。

　ならばと俺は大地を蹴る。

　降り注ぐ黄金剣の間を縫ぬうように。

　一歩間違えば味方からの誤射で背中に剣が突つき刺ささりかねない。

　そのリスクを引き上げた動体視力で回かい避ひ。

　天華の間合いに入り込む。

「わお！」

「ッ！」

　繰くり出すのは銃じゆう把はも用いた近接格かく闘とう術。

　合間に至近距きよ離りからの銃撃も織り込む殺法だ。

　もちろん殺さないように脚あしや腕うでを狙うが。

「アハハハ」

　当たらない。

　全て躱かわされる。

　電気信号を操って反射神経を上げているだけではない。

　武術には敵の反射を逆手に取る技わざだってある。

　それにも天華は対応している。

　間違いない──彼女には武術の心得がある。

　それは己の力を頼みとする神ではあり得ないこと。

　己おのれの不足を見つめ、未来に備える人間の知ち恵え。

　俺もこの十年、あらゆる努力をしてきた。

　妹も同じく、あらゆる備えを怠おこたっていなかったようだ。

「クッ……！」

　俺と涙々フレイヤの遠近コンビネーションでもまるで崩せない。

　最強の神の力を人じん智ちによって操る。

　それがこれほど厄やつ介かいだとは知らなかった。

「ソーレ！」

　天華が傘を振ふるう。

　すると、そこから旋せん風ぷうが巻き起こる。

　アイギスは振るだけで嵐あらしを起こすという逸いつ話わを持つ。

　その能力は傘に鋳い直なおされても失われていないらしい。

『──ハッ！　面めん倒どうクセぇ相手だ！』

（ゼウスのアイギスというだけまだマシだ。これがアテナのアイギスだったらメデューサの首まで相手にしなけりゃならない）

『──何だそのメデュなんとかってのは？』

（石化の魔眼を持つ怪かい物ぶつの名だ）

　──ギリシャ神話に登場する怪物メデューサ。

　アテナは英えい雄ゆうペルセウスにアイギスの楯を与あたえ、これを打ち斃たおさせた。

　そしてペルセウスは切り落としたメデューサの首をアテナに献けん上じようする。

　メデューサは首だけとなっても魔眼の力を失っておらず、アテナはその首をアイギスに嵌はめ込んだ。

　そうしてアイギスの楯には魔眼の力も付ふ与よされ、攻こう守しゆ両方を兼かねる無敵の楯となったと云いう。

『──何だそりゃ、たかが石化ひとつじゃねぇか。俺サマは魔眼の王だぞ？　そんなもン効くわけねぇ』

（お前はな。だがほかの奴らは違う）

　仲間を石にされては護れるものも護れない。

　天華の目的は俺ではなく、フレイヤたちの殺害なのだから。

　自らの手で神話代理戦争を終結させて、無理やり神話術式を起動させる。

　それをさせないためには、常に俺が間に割って入り、彼女の動きを牽けん制せいしなければならない。

　また別の問題もある。

　島を覆おおうゼウスの異界化による結界。

　これの鳴動が止やまない。

　他神話の神々が結界を破ろうとしているのだ。

　どれほど保もつか……。

　奴らはおそらく島ごと神話術式を破は壊かいする気だ。

　そうなれば全員助からない。

　つまり状況には時間的制約も課されている。

　グズグズはしていられない。

「涙々！　様子見は終わりだ！」

「オッケー、じゃあ全力出しちゃおうかな」

　涙々がニヤリと笑う。

　ここはグラウンド。

　かつて俺と彼女が戦った場所。

　あの時も彼女は校舎を使って──




「──フォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でん」




　置ち換かん召しよう喚かん。

　校舎がフレイヤの居館に。

　グラウンドが黄金の石いし畳だたみへと置き換かえられる。

　黄金の館やかたの扉とびらが開かれる。

　現れるのは幾いく万まんの英霊たち。

　彼らの雄お叫たけびがグラウンドの大気を震ふるわす。

　神の軍勢が津つ波なみとなって大地を踏み鳴らした。

「……！」

　このままでは俺も踏み潰つぶされる。

　俺は一度退く。

　一方、天華に退くつもりはないようで。

「へぇー、これがるいるいの『レガリア』かー」

　天華の『雷霆ケラウノス』は、武器としての性質は弓矢や投なげ槍やりに近い。

　つまり投とう擲てき武器ということだ。

　その攻こう撃げきはあくまで直線的。

　無論、その圧あつ倒とう的エネルギーゆえに線ではなく面の制圧攻撃、あるいは航空機の爆ばく撃げきに匹敵する。

　この丘おかを吹ふき飛ばす威い力りよくで放てば全ぜん滅めつさせるのも簡単だろうが。

　ここには俺もいる。

　彼女に目的がある以上、本気の『雷霆ケラウノス』は撃うてない。

　それならば圧倒的数の暴力を撥はね返すのは容易ではないはず。

　そして。

「……！」

　俺の見ている前で、天華は『雷霆ケラウノス』を一度も放つことなく英霊の群れに吞のみ込まれてしまった。

「……!?」

　まさかの無む抵てい抗こう。

　困こん惑わくが俺の次の行動を遅おくらせる。

「あれ？　もしかして押し潰しちゃった？」

「……そんなわけあるか」

　涙々の呟つぶやきに俺は首を横に振る。

　思い出したのだ。

『雷霆ケラウノス』やアイギスに比べれば地味ゆえに、あまり神話でもめだつことのないゼウスの装神具アーテイフアクト。

「光こう輝き」の名を持つゼウスの鎧。

　その鎧よろいは。

　ジュッ!!

　その時、一いつ瞬しゆんだけ膨ぼう大だいな光と熱量がグラウンドを熱波となって駆かけ抜ぬける。

　次の瞬間、英霊たちの約半分が消し炭となって消えていた。

　その灰の中心に、天華は相変わらず無傷で立っていた。

「光輝アルゲス。この鎧に触ふれた者は何なん人ぴとも燃え尽つきて灰となる……」

　と、そこで天華は噴ふき出して。

「なーんてね。どーぉおにーちゃん、これでもまだアタシに勝てると思う？」

「……」

　あのドレスは何なのかと思っていたが。

　まさかアイギスを傘かさにしたように、アルゲスをドレスに仕立て直していたとは……いや、そうする意味はない気がするが。

　ともかく。

　敵に触れることすら赦ゆるさない鎧。

　あれでは近接戦を挑いどむこと自体が無む謀ぼうとなる。

　さっきまでは俺を殺さないために使わなかったのか……。

「……」

　だが俺の主武装は銃じゆう。

　涙々も遠えん距きよ離り戦が主体だ。

　まったく戦えなくなったわけではない。

「……なーんだ、まだ諦あきらめないの？」

　俺の目を見て、天華はため息をつく。

　そのため息はただ単に面めん倒どう臭くさそうなもので。

　妹の目は最初から笑っていなかった。

「もうケガしても知らないからね？」




　　　　４




　私──ブリュンヒルデは後方からその戦いを見ていた。

　無論、ボーッと突つっ立っているわけではない。

　櫛くし鉈なだ姫子にオシリスの器うつわだった少女。

　彼女らを護まもれと神仙雷火に命令された。

　そしてアイツは今、あの神仙天華と戦っている。

「神仙天華……」

　あの友人グループの中でもひと際きわ幼い雰ふん囲い気きの少女。

　彼女が神仙雷火の実の妹だっただなんて……。

　そのふたりが今戦っている。

　なぜ兄妹きようだいが敵対するに至ったのか、それはまだ聞いていない。

　だが漏もれ聞く言葉を拾い集める限り、どうやらアイツは私たちを護るために妹と対立する道を選んだらしい。

「……」

　十年など神からすればまばたきのような一瞬だ。

　だが人間にとっては長い。

　それだけの年月をかけて、神仙雷火は妹を捜さがし続けてきた。

　なのに、アイツは妹と対立する道を選んだ。

　その決断はどれほど重かったのだろうか。

　妹を奪とり返すことが奴やつの悲願だったはずなのに。

　稲いな妻ずまの熱風で肌はだを焼かれる度たび。

　妹に銃口を向ける度。

　どれほどの苦痛をアイツは感じているのだろうか……。

「神仙雷火……」

　行きたい。

　私もあそこへ行きたい。

　行って神仙雷火を助けたい。

「……」

　神仙天華を斃すことが櫛鉈姫子たちを護ることに繫つながる、という風に解かい釈しやくすれば魔ま眼がんの命令は無視できるだろう。

　だが、私が行って何の助けになる？

「アハハッアハハハハハハハハ！」

　神仙天華の笑いがこだまする。

　彼女の哄こう笑しようとともに嵐あらしが吹き荒あれた。

　雷らい鳴めいが轟とどろき、大地が爆はぜる。

　英霊たちは紙かみ屑くずのように千切れ、跡あと形かたもなく消失した。

　仮にも同じ神である私ですら畏い怖ふを覚えずにはいられない。

　彼女の強さはあまりにもレベルが違ちがう。

　しかもあれでまだ神仙雷火を殺さぬように手加減しているという。

　一方で、神仙雷火とフレイヤ様の攻撃はまるで相手に通じていなかった。

　銃から放たれる銀ぎん弾だん。

　黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ。

　そのどちらもが意味を成さない。

　全て神仙天華のアイギスに弾はじかれている。

　接近に成功した英霊もいたが、彼らは纏まとめてアルゲスで焼かれた。

「……ッ」

　消し炭になる英霊の姿は、私の未来像だ。

　あの戦いに割って入れば私もああなる。

　いや、私が死ぬだけなら構わない。

　しかし、それではシャルロッテも死んでしまう。

　それはダメだ。

　いつの間にか、私はシャルロッテのことも死なせたくないと思うようになっていた。

　はじめは弱い少女だと思っていた。

　戦う力を持たないひ弱な存在だと。

　だがその認にん識しきは少しずつ改まっていった。

　恋こいのために命を懸けられる姿には尊敬と嫉しつ妬とを覚えた。

　私が神仙雷火の剣けんになりたいと思った時、最初に肯こう定ていしてくれたのも彼女だ。

〝自分には戦う力がないから、雷火くんを護ってね〟と言ってくれた。

　私の気持ちを否定しなかった。

　昨日、告白の機会をくれたのもシャルロッテだ。

　彼女にだって最後になるかもしれない一日の半分を、私にくれた。

　その気になれば私に何もさせないことだってできたのに。

　そうするだけの権利が彼女にはある。

　彼女の平へい穏おんを奪うばったのは私なのだから。

　シャルロッテには借りがある。

　そう思うとここで飛び出すことに二の足を踏ふむ。

　せめて私に……もっと力があれば。

「う……ぅん」

　その時、眠ねむらされていた櫛鉈姫子が目を覚ました。

「起きたのか櫛鉈姫子」

「……ここは？」

　櫛鉈姫子は私の方を見もせずにキョロキョロと周囲を見回した。

　状じよう況きようを把は握あくできていないようだ。

　と。

「……え？」

　まだ寝ねぼけ気味の瞼まぶたが、不意に大きく開いた。

「雷火……」

　その口が名前を呟く。

　彼女の目は戦う神仙雷火の姿に吸い寄せられていた。

「雷火……雷火……！」

　櫛鉈姫子はヨロヨロと立ち上がる。

　そのまま弱々しい足取りで戦場に向かおうとする彼女を、私は押し止とどめた。

「待て。向こうに行くと死ぬぞ」

「だって、、だって、、、雷火が死んじゃうよ……」

「だがお前が行っても」

「だったらアナタが助けてよ！　ボクと違って戦えるんでしょう!?」

　櫛鉈姫子は急に大声で叫さけんだ。

　そして泣き出す。

「ヤダよぉ……」

「……」

「お願いだからもう……ボクから大事な人を……奪わないで」

「……！」

　櫛鉈姫子の素す直なおな感情の発はつ露ろに、思わず私も胸を押さえる。

　私だって本当はそうしたい。

　あの男を。

　かつて私を救ってくれたアイツを。

　今もまた私やシャルロッテや、みんなを護るために戦う神仙雷火を。

　私も本当は今すぐ助けに行きたいんだ……！




　──ドクンッ




　その時、私の胸の奥でひとつ大きく鼓こ動どうが鳴った。

「え？」

　熱い。

　これは、シャルロッテの心臓が？

　それとも……私の？

　胸が、熱い。

『──……ヒルデ、さん』

（シャルロッテ？）

　彼女の声が聞こえる。

　まただ。

　なぜシャルロッテは私に話しかけられる？

　私が表に出ている間は人格も記き憶おくも朧おぼろ気げになるはずなのに。

　どうしてただの少女である彼女にそんなことが……。

『──…れは、ブリュン…ルデさんが……わたしと、同じ気持ちだからだよ』

「同じ気持ち……？」

　シャルロッテの声はすでに明めい瞭りように、ハッキリと聞こえるようになっていた。

　彼女は、私に言う。

『──わたしは雷火くんが好き』

「……知っている」

『──ブリュンヒルデさんは？』

「……私も、好きだ」

『──ほら、同じだ』

　そこでシャルロッテが微笑ほほえんだような気がした。

『──ブリュンヒルデさん、ずっとわたしに遠えん慮りよしてたでしょう？』

「……！」

　図星だった。

　私はシャルロッテのようにはなれない。

　いくら私が神仙雷火を好きになろうと、彼女がいる限り想おもいが届くことはないだろうと思っていた。

　それに私は、一度は彼女の体を奪ったのだ。

　その人格を沈しずめ、全てを奪おうとした。

　だから、私にふたりの仲を邪じや魔まする権利はないと思っていた。

　昨日の告白だって……本当はただの自己満足だった。

　言うだけ言って、フラれて、全部終わりにするつもりだった。

　なのに。

　あの男は。

『──でもね、わたしもブリュンヒルデさんに嫉妬してたんだよ』

「……！」

『──わたしは雷火くんを護まもれない。雷火くんを護れるブリュンヒルデさんが羨うらやましくて……本当はとても嫉妬してたの』

「そうなのか？」

『──うん……それに最初はやっぱり、ブリュンヒルデさんのことが少し怖こわかった。だから今までわたしたちの心は、微び妙みように重なりそうで重ならなかったの』

「……」

　遠慮に嫉妬。

　確かにそんな感情を私たちは互たがいに抱かかえていたのかもしれない。

　戦えないシャルロッテは戦える私に。

　愛する資格のない私は愛されるシャルロッテに。

『──でも、今は違うよ』

「……」

『──ずっとブリュンヒルデさんの魂たましいと繫つながっていて、あなたがどれだけ雷火くんのことを好きなのか知ってるから。ああ、あなたもわたしと同じなんだって思えるから、もう怖くない』




　──ドクンッ




　まただ。

　また鼓動が熱くなる。

『──ブリュンヒルデさんも雷火くんに告白して、もう自分の気持ちを抑おさえられなくなってるんじゃない？』

「……ああ、そうかもしれない」

　ずっとシャルロッテに遠慮していた。

　私は彼女のように神仙雷火に愛される存在じゃない。

　だから剣になろうとした。

　しかし。

　昨日、シャルロッテに背中を押されて、彼に告白して以来。

　段々とこの気持ちを自制できなくなり始めた。

　いや、本当はもっと前から抑えられなくなっていたのかもしれない。

　もう剣だけでは満足できない。

　私は──

　私も──

『──わたしも、ブリュンヒルデさんも、雷火くんが好きで、彼を護りたい。人間でも神様でも、わたしたちは同じ心を持っていると思うの』




　──ドクンッ




『──だからね、わたしに遠慮しないで。わたしも雷火くんを助けたい。わたしの体がどうなるかは気にしないで。一いつ緒しよに雷火くんを助けに行こう』

「シャルロッテ…………だが……」

　私にはそうするための力がない。

　行っても無む駄だ死じにするだけだろう。

『──それにさ、ブリュンヒルデさん』

　まだ尻しり込ごみする私に、シャルロッテがさらに言う。

「……？」

『──ブリュンヒルデさんだって聞きたいでしょう？　雷火くんからの告白の返事』

「───」

　そう。

　そうだ。

　本当は、全部、昨日で終わりにするはずだった。

　なのに。

　あの男ときたら──







　──昨夜。夜の海で。

　デートの終わり際ぎわ、私は神仙雷火に告白の返事を求めた。

　断られると分かりきった返事を。

　だが。

「俺は……」

　神仙雷火はしばらく口ごもっていた。

　そして、不意に私から目を逸そらす。

「すまない……悪いが、まだ答えが出ない」

「……！」

　完全にフラれると思っていた私は逆に驚きよう愕がくした。

　まだ答えが出ない。

　それはつまり、答えに迷っているということだ。

「お前にとって今日が最後の機会だということは理解している。だが……スマン。どうしても、何も言えない……その……不誠実だとは思うが」

「なぜだ？　お前にはシャルロッテがいるだろう？」

　私とシャルロッテなら、どちらを選ぶか比べるまでもないはずだ。

　だが。

「シャロ先せん輩ぱいは関係ないだろう。これは、お前の告白に対する返事なのだから」

「───」

「まあ、シャロ先輩への返事もまだ考え中なんだが……」

　神仙雷火は軽く天を仰あおいで、頭をガシガシと搔かいた──







　──それが昨夜の顚てん末まつ。

　結局、神仙雷火の答えは、もう少し待ってくれ、だった。

　要するに保留だ。

『──このままお別れなんてしたくないでしょう？』

「ああ、そうだな」

　それは本当に冗じよう談だんじゃない。

　私が一番耐たえられないのは、このまま何の返事も貰もらえないことだ。

　あるいは昨夜、何らかの返事を貰えていたなら、ここまで想いが募つのることもなかったかもしれない。

　ここで自制できていたかもしれない。

　けど、

　けどもう、

　シャルロッテの言う通りだ！

「……りたい。護りたい！　答えが欲ほしい！　私だって好きなんだ！」

『──わたしも。わたしも雷火くんが好き！　彼を護りたい！』

「だから」

『──だから』




『「──戦おう！」』




　私たちの気持ちが、今ひとつに重なった。

　好きな男を護りたいと。

　共に戦おうと。

　心の底から強く願った。

　その時。




　──ドクンッ




　ひと際強く、この胸が脈打った。

　それは焰ほのおのように熱く。

　全身を激しく燃え上がらせた。

「これは……」

　騎き士し甲かつ冑ちゆうが眩まばゆい輝かがやきを放つ。

　心臓の脈動に呼応するように、ドクンッ、ドクンッ、と。

　光は輝きを増していく。

　同時に、鎧よろいが変化。

　形状を変え、溢あふれる光が炎ほのおのように揺ゆらめく。

　同時に力が溢れてきた。

　この胸の高鳴りとともに、魔力が倍加していく。

　私とシャルロッテの感情が燃え盛さかる炎となったようだ。

　炎は腕うでを伝い、刃やいばにも燃え広がっていく。

　竜ノ殺ーしトのウ神ン剣グに燃え移った炎はさらに色を変える。

　それは暗黒の色しき彩さい。

　全すべてを喰らう黒こく炎えん。

　異質な力。

『──ど、どうしたの？』

「……」

　何が起きたのかは分からなかった。

　全ては私たちの中から溢れてきた。

　それでいて正体不明。

　特に黒い炎からは恐きよう怖ふすら感じる。

　まるで私自身まで燃やし尽つくされるような……。

　だが、それでも別に構わない！

「よく分からないが……戦うのに支障はない！」

　たとえこの炎が私たちを焼き殺そうとも。

　神仙雷火の力になれるのなら私たちは本ほん望もうだ。

　ゆえに、迷わず往ゆく。

「ウオオォォ！」

　炎の剣を携たずさえ、私たちは駆かけ出した。




　　　　５




　強い……！

　分かっていたが、やはり天華は強すぎる。

「えーい！」

「クッ！」

　天華が振ふり下ろした傘かさを躱かわす。

『雷霆ケラウノス』が銃じゆう弾だんで相そう殺さいされると分かった彼女は、アイギスに己おのれの稲いな妻ずまを纏まとわせ、直接攻こう撃げきを狙ねらうようになった。

『残滓ケイオス』を込こめた銃弾でもアイギスを貫つらぬくことはできない。

　紫し電でんを纏う傘は一ひと振ふりで大地を爆はぜさせ、一いつ切さいの防ぼう御ぎよを赦ゆるさない。

　一方、こちらの攻撃は広げた傘や、アルゲスによって完全に防がれてしまう。

　十数度の攻撃で理解したが、あのアルゲスは鎧ドレスというよりはおそらく、「触ふれたものを焼き尽くす」という現象に近い。

　どんなに優すぐれた防弾チョッキも、銃撃による「衝しよう撃げき」は消せない。

　それは鎧だろうが楯たてだろうが、防具ならみな同じだ。

　だが、アルゲスにはそれがない。

　銃弾も黄金剣も触れた端はしから威い力りよくを失い、灰となってしまう。

　物理法則を無視した完全焼失現象。

　さらにドレスに覆おおわれていない手足の先や頭部はアイギスで護まもられ、神経の伝達速度を限界以上に引き上げた天華には不意打ちも困難だ。

　せめて油断してくれるなら付け入る隙すきもあるが、彼女にはそれもない。

　人間らしく用心深く、絶対の力を持ちながら慢まん心しんしない。

　そもそも彼女は最初から俺を信じているのだ。

　俺なら絶対に教会の非人道的訓練を生き残る。

　俺なら絶対に神格適合者に選ばれる。

　俺なら絶対に神話代理戦争の最終局まで辿たどり着く。

　天華は俺の力を、当人よりも遥はるかに信じ切っている。

　でなければ、あんな計画は立てられない。

　だからこそ、彼女に油断はない。

　俺を臆おく病びようと呼びつつ、一切侮あなどっていないのだから。

「……ッ」

　その信しん頼らいの深さが、こんな時だというのに俺の心を搔かき毟むしる。

　本当は天華と敵対などしたくない。

　妹に銃など向けたくない。

　頭では分かっていても、心が忌き避ひする。

　それは万分の一秒の遅おくれとなって、俺の動作を鈍にぶらせる。

「クソッ！」

　宮きゆう殿でんから出てくる英えい霊れいの数も底が見え始めた。

　彼らが尽きる前に、せめて天華の防御を破らなければ。

　だが手段がない。

　どうすれば……!?

「ちょっ、ブリュンヒルデ!?」

　その時、フレイヤの驚きよう愕がくの声がする。

「!?」

　背後を振り返る暇ひまもない。

　俺の脇わきをブリュンヒルデが駆け抜ぬける。

「ブリュンヒルデ!?」

　天ヴ界アのル女キ騎リ士ーは迷いなく一直線に奔はしった。

　目指す先は天華。

「待──」

　アルゲスを纏う天華に接近戦は自殺行こう為い。

　だが制止が間に合わない！

「アハッ」

　天華の口角が吊つり上がる。

　彼女にとってブリュンヒルデなど敵ではない。

　むしろ標的が自分から死にに来たような感覚だろう。

　俺もそう思った。

　が。

　そこでブリュンヒルデの大剣が、異質な焰を宿していることに気がついた。

「───!?」

　天華の表情が変わる。

　俺と同じタイミングで、彼女もその変化に気がついたようだ。

「ハアァ！」

「ッッッ」

　嫌いやな予感がしたのだろう、天華はノートゥングを受けずに躱す。

　しかし、初動がわずかに遅おそかった。

　その刃の切っ先が鎧ドレスの端に触れる。

　銃弾や黄金剣と同様にノートゥングも燃え尽きてしまう。

　ハズだった。

「!?」

　敗れたのはアルゲスの方だった。

　真ま一いち文もん字じにパックリと切り裂さかれ、切り口が粒りゆう子しとなって塵ちりとなる。

「なん、、、で」

　切り裂かれたドレスを見下ろし、天華が唇くちびるを嚙かむ。

　ブリュンヒルデは再びノートゥングを構え。

「そんなこと、私が知るか！」

「チッ！」

　紫電を放つ傘と竜りゆうを屠ほふる神剣が交こう錯さくする。

　焰と雷らい光こうがバチバチと音を立てて鍔つば迫ぜり合うが。

「!?」

　神剣の放つ焰が徐じよ々じよに稲妻を侵しん食しよくしていった。

　ギリシャ神話最強と謳うたわれる『雷霆ケラウノス』を喰らう黒き焰。

「っ」

　天華は鍔迫り合いを躱し、後ろへと間合いを取る。

　あのままではアイギスも喰われると感じたのだろう。

　彼女は空いた右手に雷を集束させる。

「消し飛んじゃえ！」

　放たれる『雷霆ケラウノス』。

　大おお凡よその万ばん物ぶつを蒸発させる熱量の塊かたまりに対し、ブリュンヒルデは。

「セイッ！」

　これを真正面から斬きり伏ふせた。

「……」

「……」

「……」

　啞あ然ぜんとする俺たち三人。

　なぜ、ただの戦いくさ乙女おとめに過ぎないブリュンヒルデが『雷霆ケラウノス』やアルゲスと戦える？

　謎なぞの正体は、やはりあの黒こく色しよくの炎ほのおか？

「ブリュンヒルデ、その炎は何だ？」

「うむ。知らん！」

「何？」

「分からないものは分からない。気づいたら出てた」

「何だそれは」

「だから知らん。ただ確かなことは」

　ブリュンヒルデは両手でノートゥングを構え、天華を見み据すえた。

「この炎は、私とシャルロッテの想おもいが重なって生まれたものだということだ！」

　そう叫さけびながら、ブリュンヒルデは再び天華に接近戦を仕し掛かけていった。

（想いが重なって……って、どういう意味だ!?）

『──さっぱり分からん』

　いったい何なんだあの炎は……。

「ホント、あの娘こは時々私にもわけ分からないコトするわね……」

「涙々フレイヤ」

　遠えん距きよ離りからの援えん護ご射しや撃げきに徹てつしていた涙々が呆あきれたように呟つぶやく。

　その顔色は若じやつ干かん蒼あおく、彼女は身み震ぶるいするように自分の肩かたを抱だいていた。

　まるであの黒い焰ほのおを恐れているようだ。

「お前にはあの炎の正体が分かるのか？」

「分かるも何も……あれは終焉の焰よ」

「終焉？」

「そう。私たちの神ア々スのガ世ル界ドを滅ほろぼした灼熱の地底ムスペルスヘイムの絶えぬ火か焰えん。神ラ々グのナ黄ロ昏クを招く炎の巨きよ人じんたちだけが操あやつれるはずの焰……それをなぜブリュンヒルデが操るの？」

「神ラ々グのナ黄ロ昏ク……だと」

　──ラグナロク。

　北ほく欧おう神話における終末戦争。

　ギャラルホルンの角笛が終末を告げ、スルトの率いる炎ムのス巨ペ人ルたちが神々の棲すまうアスガルドを攻せめ滅ぼす。

　最高神オーディン。

　雷らい神じんトール。

　軍神テュール。

　名だたる神々も魔ま狼ろうフェンリル、世界蛇じやヨルムンガルド、魔犬ガルムと悉ことごとく相あい討うちとなって果て、スルトの手にした炎の剣けんによって世界は焼き尽つくされる。

　その後は生き残ったふたりの男女が新たな人類の祖となり、新しい太陽の浮うかぶ世界で新時代を築いていくと云いわれている。

「……莫ば迦かな」

　涙々の言う「終焉の焰」とは即すなわち、世界を滅ぼした炎のことなのか？

　言われてみれば彼女だけでなく、英霊たちもあの焰に怯おびえていた。

　彼らも北欧神話に連なる者である以上、本能的に恐きよう怖ふを覚えているということか。

　だがそれをなぜブリュンヒルデが操れる？

　そんな記述は、神話の中のドコにも──




　──最後はブリュンヒルデも自ら命を絶ち、その後ヴァルハラも崩くずれ落ちる。




「!?」

　ある。

　ブリュンヒルデ自身が、終焉の焰に関かかわる描びよう写しやが。

　ただし北欧神話──即ち『古エッダ』『新エッダ』『デンマーク人の事績』『ユングリンヘイムスクグ家のサガリングラ』などの原典ではなく。

　ニーベルングの指ゆび環わ。

　十九世紀ドイツで描えがかれた楽劇オペラ。

　そのヒロインとして登場するブリュンヒルデは、物語の最後に自らを炎で焼く。

　そして、彼女を焼いた炎はさらに炎えん上じようし、神々の棲むヴァルハラをも焼き尽くすのだ。

　最後にヴァルハラを焼く炎──そのモチーフは原典における世界を焼き尽くした炎であると云われている。

　だが……あり得るのか？

　当たり前だが、ニーベルングの指環は神話ではない。

　後世の創作物に神格が影えい響きようを受けるなど……。

　しかし、思い当たる節もある。

　それはブリュンヒルデの持つ剣の銘めいだ。

　ノートゥング。

　邪じや竜りゆうファフニールを屠りし神剣。

　だがノートゥングとはニーベルングの指環における銘だ。

『古エッダ』『ヴォルスング・サガ』ではグラムと呼ばれている。

　思えば、最初にブリュンヒルデと邂かい逅こうした時、彼女の正体に気づくのが遅おくれたのもそれが原因だ。

　なぜ剣の銘がオペラ準じゆん拠きよなのか？

　一方で、グラニという馬の名前は神話のままだ。

　こちらはニーベルングの指環ではグラーネと改名されている。

　神話のブリュンヒルデ。

　楽劇オペラのブリュンヒルデ。

　どちらか一方の存在とは言えない。

　どちらも混ざり合っている。

「……」

　逆、なのか？

　実存の神々を物語ったのが神話なのではなく。

　神々を物語った神話が神々を生んだのか？

　そうだ。

　その知識なら既すでに持っている。

　物語には魔力が宿る。

　力ある魔術師が記した魔導書。

　神話代理戦争を現代の神話に見立てた天華の神話術式。

　教会の歴史そのものを魔術に変へん換かんした異い端たん審しん問もんの術式。

　千年、二千年と語り継つがれた神話にこれらと同じ法則が当て嵌はまらないわけがない。

　神話という物語が語り継がれる内に魔力を帯び。

『唯ゆい一いつ神しん』の死によって世界そのものの均きん衡こうが崩れたのをキッカケに、その存在そのものが現実のものとして溢あふれ出た。

　その前提でさらに思考を進めるなら、神話とは物語群だ。

　たとえば日本神話なら『古事記』に『日本書紀』に『風ふ土ど記き』。

　北欧神話なら『古エッダ』『新エッダ』『デンマーク人の事績』『ユングリンヘイムスクグ家のサガリングラ』。

　ケルト神話なら『来らい寇こうの書』や『マビノギオン』など。

　さらにここに口く伝でんや詩なども加わって、ひとつの集合体ものがたりとして纏まとめられたものが「同一単位の神話」として成立しているのだ。

　だからこそ神話には元々曖あい昧まいなところが多い。

　同じ名前の神でも権能や神格が異なったり。

　複数の神が同一の存在と見み做なされたり。

　場合によっては時代的・宗教的な理由──即ち人間の都合で神の地位が上じよう昇しようしたり低下したりする。

　神話とは物語の群れであり、人間の価値観に左右されるモノ。

　だとしたら、近代の楽劇オペラがブリュンヒルデの権能に影響を与あたえたとしても、決してあり得ない話ではない。

「だが……ならなぜ、今いま更さらになってブリュンヒルデはあの炎を覚かく醒せいさせたんだ？」

『──何言ってんだ。そんなの、さっきアイツが言ってただろうが』

「？」

　この炎は、私とシャルロッテの想おもいが重なって生まれた。

　ブリュンヒルデはそう言っていた。

　ふたりの想い。

　あのふたりの共通した感情。

　それは──

『──ライカのことが好きで好きで堪たまらないから生まれた力ってことだろうがよ』

「ッ！」

　確かにブリュンヒルデが自らを焼いたのは、己おのれの愛のためだったが……。

『──ウヒヒヒ、まさに愛の炎って奴やつか』

（くだらない茶化しを入れるな！）

『──テレんなよ～ライカ～』

　バロールがニヤニヤしているのが伝わってくる。

「ああ、クソッ！」

「雷火？」

「ブリュンヒルデを援えん護ごするぞ、ついてこい涙々！」

　俺は銃じゆうのマガジンを交こう換かんして走り出す。

「ハアァ！」

「ッ！」

　ブリュンヒルデの斬ざん撃げきを天華が躱かわす。

　やはりあの焰を警けい戒かいしているようだ。

　推測になるが、あの焰は「滅び」の具現だ。

　北欧神話という世界ものがたりを終わらせる滅びの焰。

　それは神だけでなく、装神具アーテイフアクト、あるいは権能そのものを焼き尽くす。

　おそらく、神話にまつわる全すべての事象に対し、あの焰は無条件で滅びを与えることができるはずだ。

「！」

　俺の動きを察知した天華が銃じゆう弾だんを跳とんで避よける。

　そこへ黄金剣の弾雨。

　天華はアイギスで剣の雨を弾はじくが、その隙すきを狙ねらってブリュンヒルデが間合いを詰つめる。

　近接１狙そ撃げき２の布ふ陣じん。

　スサノオですら俺たちの連れん携けいには後退を余よ儀ぎなくされた。

　頼たのみの綱つなの鎧アルゲスも終焉の焰の前では無力。

　こうなってしまえば、いかに天華といえど純じゆん粋すいな数の差に押され始めた。

「あーもうムカつくなあ！」

　天華は苛いら立だたしそうに吼ほえる。

「何なのアンタ？　神話の代表でもない、るいるいの駒こまに過ぎない、あたしの神話の脇わき役やく程度のポジションの癖くせにさあ！　何であたしの邪じや魔まするのよ!?」

「好きな男に告白の返事を貰もらうためだ！」

「はぁ!?」

『──ウヒャヒャヒャヒャ！』

　天華が額に青筋を浮かべ、バロールの俺の脳内で爆ばく笑しようする。

　俺も正直小こっ恥ぱずかしい。

　というか、ブリュンヒルデのテンションが高い。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんなのは相変わらずだが。

　よく戦いながらあんな恥はずかしいセリフが言えるな。

『──コイツぁいいや！　あの処女騎き士しも吹ふっ切れてるねぇ』

「いや……まあ、文句は言わないが」

　ブリュンヒルデの存在は天華にとってもイレギュラーだ。

　彼女の筋書きにブリュンヒルデの役はなかった。

　神話の代表でないから殺す必要もなく。

　戦力としての脅きよう威い度も低い。

　今の今まで眼中にもなかっただろう。

　それが突とつ然ぜん、自分を追い詰める脅威ジヨーカーとなった。

　まるで丁てい寧ねいに作った脚きやく本ほんを第三者に台無しにされたような気分だろう。

　苛立ちは人から余よ裕ゆうを奪うばう。

　余裕を失った人間からは隙が生まれる。

　ここが畳たたみかける最大の好機だ。

「涙々、檻おりだ！」

　指示と同時に、銃弾に『残滓ケイオス』を注入。

　その間に、涙々が指示を実行する。

「！」

　突とつ如じよ出現した黄金の檻に天華は逃にげ道を失う。

「そこは行き止まりよ、天華」

　涙々の黄金グルヴエイグ魔術テイアーズは黄金そのものを自在に操あやつる魔術。

　彼女は主に剣けんに成形して射出していたが、造ろうと思えば何でも造れる。

　とはいえ、天華の『レガリア』の前に黄金の檻など紙細工も同然。

　だが足は一いつ瞬しゆん止まる。

　そのわずかな瞬間で、ブリュンヒルデは距きよ離りを詰めた。

「隙アリ！」

「あるもんか！」

　跳びかかるブリュンヒルデに対し、天華が迎げい撃げきの構えを取る。

「！」

　俺はそこで引き金を引いた。

　狙うのはブリュンヒルデの頭上、やや斜ななめ上。

　もちろん、そんなところを撃うっても誰だれにも当たらない。

　当てる気は最初からない。

　狙いは──

　バシュンッ!!

　銃弾が空中で弾はじける。

　過か剰じように注入された『残滓ケイオス』に聖別銀ぎん弾だんが耐たえきれず破は裂れつしたのだ。

　溢れ出る『残滓ケイオス』は閃せん光こうを放つ。

「っう!?」

　強きよう烈れつな光が天華の視界を眩くらませる。

　全員で作り出した最大のチャンス。

「ヤアアァ!!」

　ブリュンヒルデが剣を振ふり下ろす。

　その一撃は、天華の持つ傘アイギスを真っ二つにへし折った。

「よし！」

　ゼウスの厄やつ介かいな装神具アーテイフアクトをひとつ潰つぶした。

　アルゲスもすでに半はん壊かいしている。

　このまま攻せめれば……！

「───!?」

　その時、天華に追撃をかけようとしていたブリュンヒルデの動きが止まる。

　天華はその隙に檻を壊こわして宙へと逃げた。

　だがブリュンヒルデはそれを追うどころか、その場でうずくまってしまった。

「ブリュンヒルデ!?」

　俺は涙々と英えい霊れいに天華を任せ、慌あわててブリュンヒルデの許もとに駆かけ寄った。

「おい」

「ハァ、ハァ……」

　ブリュンヒルデは肩かたで息をしていた。

　額には脂あぶら汗あせが浮うかび、顔色は見るからに悪い。

　空気を求めて喘あえぐ唇くちびるは蒼あおく、ノートゥングを持つ手は震ふるえていた。

「……！」

　ニーベルングの指ゆび環わにおけるラグナロクは、ブリュンヒルデの死によって発動する。

　この黒い焰ほのおがそこに起因するのなら、発動条件に然しかるべき代だい償しようが必要だ。

　おそらくその代償とは、彼女の生命力。

　黒い焰は彼女の、いや、彼女の命を削けずって発現しているのだ。

　ほんの数分でこの消しよう耗もう度合い。

　このまま戦せん闘とうを続けたら……。

「ブリュンヒルデ、お前はここで休んでいろ」

「……嫌いやだ」

「このままでは命に関かかわる。おとなしくしていろ」

「断る……私もシャルロッテも、まだ戦える……！」

　死にそうな顔をしながら、ブリュンヒルデの闘気は衰おとろえない。

　本来なら魔ま眼がんを使ってでも退さがらせるべきだが。

『──どーすんだ？　ソイツの焰がなきゃ天華ちゃんは斃たおせないぞ』

（分かっている……）

　葛かつ藤とうが俺の中で渦うず巻まく。

　しかし、天華は待ってくれない。

「ズルいなぁ、おにーちゃんは……」

「……！」

　天華は宙から俺を見下ろしていた。

「あーもう、ホント天華ってば強すぎ……」

　鷹たかの羽は衣ごろもをボロボロにした涙々が戻もどってくる。

　彼女を護衛する英霊はすでに十数体。

　万を超こえる軍勢も、そのほとんどが『雷霆ケラウノス』とアルゲスによって退けられた。

　アイギスを失ってなお覆くつがえらぬ戦力差。

　これが『唯ゆい一いつ神しん』に限りなく近いと云いわれる天華ゼウスの力か。

「ズルいなぁ……いたいけな妹を数で囲んで追い詰めるなんて、普ふ通つうに卑ひ怯きようすぎるでしょ？」

　天華はどこか平へい坦たんな声こわ音ねで呟つぶやき続けた。

　その目には明らかな苛立ちが見て取れる。

　俺たちのことが腹立たしくてしょうがない。

　そんな感情が伝わってくる。

「だからさ……ホントは使いたくなかったんだけど、アタシも数に頼たよることにするよ」

「何……？」

「開け、奈落タルタロスの門」

　天華の声が響ひびくとともに、大地に青銅の門が出現する。

　──奈落タルタロス。

　それは冥めい界かい神ハデスの治める冥界よりさらに下方に存在する暗黒世界。

　神々にとっても忌いむべきその場所は、永遠に光の差さぬ闇やみの牢ろう獄ごくだ。

　そこには様々な者が収しゆう監かんされてきた。

　ゼウスとの戦争に敗れたティタン神族。

　神に不敬を働いた大罪人たち。

　そして、タルタロスに最初に落とされた──

「キュクロプス、ヘカトンケイル、出なさいあたしの僕しもべたち」

　青銅で造られし、奈落タルタロスを閉とざす門が開く。

　大地に開いた門はまさに暗黒の落とし穴といった有り様で、底の見えぬ暗闇がどこまでも続いているように見えた。

　その門の縁へりに何者かが手をかける。

　その手はあまりにも巨きよ大だいだった。

　小指の厚みだけで俺の身長の三倍もある。

　そして、ソイツらが地上に姿を現した。

　──キュクロプスとヘカトンケイル。

　原初神ウラノスとガイアの子にして異い形ぎようの巨人。

　その異形のためウラノスやクロノスに忌み嫌きらわれ、奈落タルタロスに幽ゆう閉へいされてしまう。

　彼らは長らく暗黒の底で過ごすことになるが、後にゼウスの手で助け出される。

　巨人たちはその恩義に報むくい、長い間ゼウスと神々に尽つくし続けた。

「何あれ、、、霜ヨのト巨ウ人ンより大きいんだけど……ていうか頭と腕うで多ッ」

　五ヘ十カ頭ト百ン腕ケ巨イ人ルを見上げながら涙々が啞あ然ぜんと呟く。

　さらに単眼の巨人キユクロプスが俺たちを睨にらみ下ろし。

「～～～～～～～～!!」

　人間の可か聴ちよう域いきを超えた咆ほう哮こう。

　三半規管が揺ゆれ、一瞬眩暈めまいがする。

　危あやうく倒たおれそうになるところを踏ふん張るが、そこへヘカトンケイルの拳こぶしが飛んできた。

「クソッ！」

　ブリュンヒルデを抱かかえ、全力でその場から飛び退のく。

　目標を見失った巨大な拳が大地に突つき刺ささり、冗じよう談だんのような大穴があいた。

「～～～～～」

　さらにキュクロプスがその両手を合わせ、何かを唱える。

　すると、その手の中から稲いな妻ずまが溢あふれた。

「なっ!?」

　キュクロプスがその稲妻、いや、『雷霆ケラウノス』を投とう擲てきしてくる。

　咄とつ嗟さに『残滓ケイオス』の銃じゆう弾だんで相そう殺さいするが、さすがに肝きもを冷やした。

『──おいおい、何であの巨人がゼウスの『レガリア』を使えるんだ？』

（元々、『雷霆ケラウノス』は鍛か冶じの腕に秀ひいでたキュクロプスが造った武器だ。おそらくその逸いつ話わを元に、この場で『雷霆ケラウノス』を鍛たん造ぞうしたんだろう）

　さすがに魔ま力りよく量の関係上、威い力りよくは天華ゼウスに劣おとるが、それでも充じゆう分ぶんな脅威だ。

　さらに。

　奈落タルタロスから新たな巨人たちが這はい出てくる。

　その数は計６体。

「……そういえば、キュクロプスもヘカトンケイルも三兄弟だったな」

　古来、巨人は神や英えい雄ゆうに殺される怪かい物ぶつであるが、同時に神に匹ひつ敵てきする存在でもある。

　それこそ北ほく欧おう神話のスルトのように、神々や世界を滅ほろぼしてしまう巨人もいるのだ。

「……！」

　一度は埋うまったかに見えた戦力差が再び引き離はなされた。

　加えてブリュンヒルデは半死半生。

　差し込んだ希望が目の前で搔かき消えたような絶望。

　敗北の二文字が脳のう裏りをチラつく。

　そして。

「～～～～～」

「～～～～～」

「～～～～～」

　キュクロプス三体が同時に唱える。

　その手で再び鍛造される『雷霆ケラウノス』×３。

「おにーちゃんは殺しちゃダメだよキュクロプス」

　巨人たちの頭上で命じる天華。

　彼女の手にも『雷霆ケラウノス』が握にぎられ、早く敵を引き裂さきたいと唸うなりを上げている。

　絶体絶命の窮きゆう地ち。

「……ッ！」

　俺は歯を食い縛しばる。

　諦あきらめるわけにはいかない。

　たとえ勝ち目がなくとも。

　敗北のその瞬しゆん間かんまで抗あらがう。

『雷霆ケラウノス』が放たれる。

　その軌き道どうを、魔神の眼めを見開いて読み取る。

　人体の持つ反射速度を限界まで上げる。

　全神経を前方に集中。

　人としての機能の全すべてを『雷霆ケラウノス』を撃うち落とすことに回す。

　肉体を自動律動automationの機械と化す。

　呼吸などしない。

　心臓の鼓こ動どうも不要。

　この身は人体などではなく、抗う機械なのだから。

　人間としての生存機構を捨てることで、一瞬先の生存を得る。

「───！」

　声など出ない。

　だが咆哮した。

　声なき叫さけびとともに『残滓ケイオス』の銃弾を『雷霆ケラウノス』に撃ち込む。

　敵の雷らい撃げきは相殺しても相殺しても、次々と頭上から降ってくる。

　さらにヘカトンケイルからの横撃。

『雷霆ケラウノス』も恐おそれぬ巨人の百の拳を時に避さけ。

　時に迎げい撃げきし。

　時にこの身を楯たてとする。

　その度たびに体のどこかで致ち命めい的な音が破は裂れつした。

　だが倒れない。

　俺という存在そのものが滅びるまで。

　戦うことをやめない。

　だがどんな人体きかいも無理をすればいつか壊こわれる。

　ベキッ!!

「……!?」

　左ひだり腕うでが不自然に拉ひしやげる。

　まるで狙ねらったようなタイミングで右の銃じゆうの残ざん弾だんが尽きた。

　そして、防ぼう御ぎよ手段を失った俺の許もとへ天の霆いかずちが落ちてくる。

　これを喰くらえば確実に戦せん闘とう不能になる。

　しかし、もはやそれを防ぐ術すべも、避ける術もない。

　それでも何かないかと手立てを探して。

　どうしても見つからなくて。

　天華の『雷霆ケラウノス』が眼前に迫せまった時──

「あーあ、仕方ないなぁ」

　──涙々の背が、俺の視界を塞ふさいだ。

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ！」

　涙々の声で黄金グルヴエイグ魔術テイアーズが展開される。

　彼女は黄金を傘かさの骨組みのような形に開き、その尖せん端たんを地面に突き刺した。

　金の電気伝導効率は鉄よりも優すぐれている。

　黄金で造った避ひ雷らい針しんは迫る稲妻を受け止め、その電気の大半を地面へと逃にがした。

　自然の雷かみなりならば、それで何とかなったかもしれない。

　だが相手は『レガリア』。

「……！」

　大地を焦こがす熱量に耐たえきれず、黄金の避雷針が融ゆう解かいする。

　そして、前に出た必然で、『雷霆ケラウノス』は涙々に直撃した。

「涙々！」

「……」

　涙々は無言で後ろ向きに倒れる。

　俺はその背を受け止めるが、彼女の体はヒドい有り様だった。

　全身いたるところに火傷やけどができ、皮ひ膚ふが爛ただれている部分もある。

　辛かろうじて原形を保っているのは、避雷針で威力が減げん衰すいしたのと、天華が俺を殺さないために手加減していたからだろう。

「おい、しっかりしろ！」

「……ぁは、無茶言うなぁ……」

　俺の呼びかけに、涙々は咳せき込みながらか細い返事を返してきた。

「何とか生きろ！　生きていればマリアの『癒いやし』の力で……」

「……いーって、別に」

　涙々はいつものように軽く笑った。

　自じ嘲ちようも、軽けい蔑べつもない、彼女らしい笑い方。

　後こう悔かいのない笑み。

「なぜ俺を庇かばった？」

　俺は涙々フレイヤに問う。

「……贖しよく罪ざいのつもりか？」

「バカねぇ、、、そんなわけ、、ないでしょ」

　涙々の震ふるえる手が俺の頰ほおを撫なでる。

「男に赦されるために女は命を懸かけたりしないわ。女が戦うのはどんな時だって愛するためよ」

「……」

「嗚あ呼あ、でも私がここまでしたのは、、、雷火がはじめ、て……」

　涙々の手が力をなくして落ちる。

「……」

　あくまでただ己おのれの女め神がみとしての性さ質がに従っただけの行動であると、涙々は宣のたまった。

　きっとその通りなのだろう。

　それがフレイヤという女神の在り方なのだから。

　俺とレオンを殺し合わせたのも。

　こうして俺を護まもったのも。

　まったく同じ動機なのだ。

「るいるい死んだ？」

　天華が問いかけてくる。

「ねぇー、死んだの？」

「……」

　涙々はまだ辛うじて生きている。

　しかし、すでに呼吸も弱く、今にも止まりそうだ。

「まあいいや。もう抵てい抗こうする気力もないでしょ？　さっさとトドメ刺すから、るいるいこっちに頂ちよう戴だい」

「……」

「おにーちゃん、いい加減あたしも疲つかれてるんだけど」

　天華はため息をつく。

　それから傘で肩かたを叩たたこうとしてもうないことに気づき、また軽くため息をつく。

　……これだけ戦ってこの程度か。

　一度は追い詰つめた。

　しかし、結果は。

　俺たちは三人とも満まん身しん創そう痍い。

　天華はアイギスを失ったものの、未いまだ無傷。

　その上、キュクロプスとヘカトンケイルは油断なく俺たちを囲んでいる。

『幻げん象しよう』か『死絶』を使えばこの包囲も切り抜ぬけられるが、それも一時しのぎにしかならない。

　万ばん策さく尽つきたか……。

「もういいや。ヘカトンケイル、るいるいを奪うばって」

　天華の指示で巨きよ人じんがこちらに腕うでを伸のばす。

　それに抵抗するだけの力がない。

「るいるいを殺したら、あとはエミリーちゃんと姫子ちゃんを殺すだけだね。あー、ホント疲れたなー」

　天華は愚ぐ痴ちりながら若干の微び笑しようを浮うかべる。

　長かった仕事がようやく後始末まで済んだ。

　そんな表情。

　と、その時。




「ほう、あと誰と誰を殺すとな？」




　第三者の声。

　聞き覚えのある尊大な口調。

　同時に、巨大な植物の蔦つたが巨人たちを雁がん字じ搦がらめにした。

「……!?」

　植物を操あやつる権能。

　これは……まさか!?

「ッ！」

　俺は背後を振ふり返る。

　そこにいたのは──不敵な笑みを浮かべたエオミシリリースだった。

「おお、久しいな我が主殿」

　驚きよう愕がくする俺に対して、エミリーは口の端はしをニヤリと持ち上げる。

「お前、どうして!?」

　オシリス神の魂たましいはケツァルコアトルに砕くだかれたはずだ。

「なぁに、そこの門を潜くぐって戻もどってきただけだ」

　そう言ってエミリーは奈落タルタロスの門を指差す。

　彼女は冥めい府ふの王。

　その神格と、冥府の最さい奥おうに通ずる門が開いたことが、彼女の復活と関係しているのか？

　だとしても、それを今問いただしている暇ひまはない。

　戦闘はまだ続いているのだ。

　それはエミリーも承知の上のようで、彼女は宙に浮く天華を鋭するどく睨にらむ。

「できればこのまま主殿と感動の再会といきたいところだが……その前に余を頭上から見下ろす不届き者を誅ちゆうさねばならぬなぁ」

「死に損ぞこないの癖くせにデカい口叩くねー」

「ハッ！」

　天華の皮肉をエミリーは鼻で笑う。

「不敬にも程ほどがあるが、痴しれ言をほざく才能はあるようだな小こ娘むすめ。なるほど、確かに。死に損なうことに関して余を超こえる者などそうはおるまい」

　エミリーは尊大に天華を評し、そして神しん衣いを纏まとう。

　その両手に携たずさえるのは王権の証あかしネケクとヘカア。

　彼女は断罪するようにヘカアの杖つえの先せん端たんを天華へ突つきつける。

「余を一笑させた褒ほう美びだ。キサマは死に損ないようもない完かん璧ぺきなる死をくれてやる！」

「それはこっちのセリフ。今度こそ蘇よみがえらないように奈落タルタロスの底まで叩き落としてやる！」

　天華の怒ど声せいに応こたえるように、ヘカトンケイルが巨大な蔦を引きちぎる。

「～～～～～～～～!!」

　拘こう束そくされたことに屈くつ辱じよくを感じているのか、ヘカトンケイルたちは一様に怒いかり狂くるっていた。

「ヘカトンケイル。ソイツに遠えん慮りよはいらないわ。全力で殺して」

　天華の命令に従い、五ヘ十カ頭ト百ン腕ケ巨イ人ルたちがエミリーに殺さつ到とうする。

　膂りよ力りよくだけであればスサノオにも匹ひつ敵てきする巨人たち。

　それと比べればあまりにも小さなエミリーだが、彼女は怯ひるまない。

「ハッ！　小娘、巨人だけでいいのか？」

　彼女はネケクとヘカアを振るう。

「往ゆけ、我が従僕ども！」

　彼女の呼び声に応じてアヌビス神とアメミットが現れる。

「ッ！　ヘカトンケイル、その黒犬の手に触ふれちゃダメだよ！」

　天華は慌あわてて指示を飛ばす。

　手で触れた者に死を与あたえる権能を持つアヌビス神。

　その力の前には彼ひ我がの体たい軀くの差など意味を成さない。

「～～～～～」

　まともに相手に触れられず、さすがのヘカトンケイルも苦戦を強しいられる。

「ぐしゅぅるるるる！」

　また神しん獣じゆうアメミットも不可視神メジェドとコンビを組み、巨人相手に見事な戦いを演じていた。

　だがヘカトンケイルは三体いる。

「～～～～～」

　残る一体はエミリーの配下の脇わきをすり抜ける。

　巨人の歩ほ幅はばは凄すさまじく、ほんの一いつ瞬しゆんでエミリーの許もとに辿たどり着き、彼女を踏ふみ潰つぶそうと足を振り上げた。
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「エミリー!!」

　彼女の持つ権能は物理的に強力というわけではない。

　配下も全すべてヘカトンケイルの迎げい撃げきに出ては、彼女を護まもる者がいなくなる。

　と。

「ほれ、キサマの出番だぞ」

　エミリーはヘカトンケイルの足の裏を見上げながら、なおも余よ裕ゆうで呟つぶやく。

「キサマとて冥府の王だ。よもや巨人ごときに後おくれは取るまい？」

「……違ちがうよ」

　その人ひと影かげはエミリーに並ぶように現れた。

　そして、先端の欠けた剣つるぎを振り上げ、巨人の踏みつけを受け止める。

「……姫子!?」

「うん。ボクはボクだよ」

　姫子は微ほほ笑えむ。

　ボク……ということは、彼女は櫛鉈姫子のままか？

　しかし、あの剣は紛まぎれもなくスサノオの天あめの羽は々ば斬きり。

　彼かの武神の権能が復活しているのはエミリーと同じ理り屈くつだとして……その力を彼女自身が操っているのはどういうことだ？

「これは、スサノオがボクに力を貸してくれただけ……護りたいモノは自分で護れって、そのための力はくれてやるって言った。だから、、、」

　姫子は剣を持つ両手に力を込こめ、巨人の足を押し返す。

「～ゥ～～～ォ!?」

　まさか押し返されるとは思っていなかったのか、ヘカトンケイルははじめて狼狽うろたえるような声を上げて尻しり餅もちをついた。

「さあ、露つゆ払はらいは余自らが引き受けよう。汝なれは本ほん懐かいを遂とげるがよい！」

「その通りだ……神仙雷火」

「……ッ！」

　蹲うずくまっていたブリュンヒルデが震ふるえる脚あしで立ち上がる。

　未いまだに顔は蒼あおく、肩で息をしている。

　だが、その足は前へ向かい、その手は剣の柄つかをしっかりと握にぎり締しめていた。

「ああ、ウザいなぁ」

　ブリュンヒルデを見下ろしながら、天華が呟く。

　俯うつむき加か減げんで半分前まえ髪がみに隠かくれた瞳ひとみは昏くらい色を宿し、その奥に怒りの炎ほのおを湛たたえていた。

「全部上う手まくいってたのにさぁ……何で最後の最後の最後の最後でこんなにこんなに何度も何度も何度もウザいことが起きるかなあ!?」

　雷らい鳴めいが轟とどろく。

　天華の感情に呼応するように『雷霆ケラウノス』が輝かがやきを増す。

　同時に三体のキュクロプスも蔦に拘束されたまま『雷霆ケラウノス』を鍛たん造ぞう。

　四つの神の霆いかずちが、ブリュンヒルデへと向けられる。

　ふたりは天地の狭はざ間まで睨み合い、対たい峙じした。

「別に、アタシの目的のためにきみを殺す必要はないんだけどさぁ……いい加減こっちも我が慢まんの限界だよ」

「そうか。なら、是ぜ非ひもない」

　ブリュンヒルデは黒こく焰えんを剣に纏わせる。

「譲ゆずれぬものがあるのなら、存分に来るがいい」

「いいよ……魂の欠片かけらも残らないほど、跡あと形かたもなく蒸発させてあげる!!」

『雷霆ケラウノス』が振り下ろされる。

　竜ノ殺ーしトのウ神ン剣グが迎むかえ撃うつ。

　神しん罰ばつの稲いな妻ずまと終しゆう焉えんの業ごう火か。
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　両者が激げき突とつし、閃せん光こうと火焰を散らす。

「……！」

　暴風とも呼べる熱量の激突に、俺は両りよう腕うでで顔を覆おおう。

　見ているだけで眼球が焼けそうになるが、それでも瞼まぶたを見開いて、俺はその勝負の行く末を見守った。

　はじめは黒焰が押しているように見えた。

　黒い焰が稲妻を侵しん食しよくし、その力を喰らっているかと。

　しかし、違うと気づく。

　天華たちは『雷霆ケラウノス』を四本束ね、四層から成る槍やりとしていた。

　ケツァルコアトルが死体器の上に死体器を重ね、『死絶』の魔ま眼がんを凌しのいだように。

　槍の外側が黒焰に焼き尽つくされようとも、中心の『雷霆ケラウノス』までは届かない。

　焼き尽くされる外側の『雷霆ケラウノス』も、キュクロプスたちが次から次へと鍛造し、尽きることがない。

　やがて中心の『雷霆ケラウノス』の切っ先は黒焰を突き破やぶり、ブリュンヒルデの胸を貫つらぬくだろう。

　先程とは逆に、今度は天華側が数の利を活いかしている。

　ならばどうする？

　涙々は重傷。

　エミリーと姫子はヘカトンケイルの相手で手て一いつ杯ぱいだ。

　俺に残されたのは『残滓ケイオス』の半分のみ。

　しかし、銃じゆう弾だんの尽きた俺には『残滓ケイオス』を利用する手立てがない。

「ぐっ……クッ……！」

　ブリュンヒルデが押され始めた。

　純じゆん粋すいな『雷霆ケラウノス』の熱量に押されているとも言えるが、つい先程まで彼女はまともに立ち上がることもできなかったのだ。

　一刻の猶ゆう予よもない。

　考えろ……。

　考えろ……。

　俺に残された使い道を……！

『──あんまり難しく考えるなよライカ』

（バロール……！）

『──たまには何も考えずに突っ込んでみたらどーよ？』

（この、、、）

　いちいち気軽に言ってくれる。

　だがそうかもしれない。

　たまには我が武む者しや羅らに突っ走るのもいいのかもしれない。

　あの猪ちよ突とつ猛もう進しんな女騎き士しのように。

「ッ！」

　俺は銃じゆうを捨て、雷と焰が鬩せめぎ合う中心へ向けて走り出す。

「神仙雷火!?」

「……ッ！」

　驚おどろくブリュンヒルデの顔も見ずに、俺は彼女の持つノートゥングの柄へ手を伸のばした。

　彼女と手を重ねるように剣の柄を摑つかむ。

　そして、ありったけの『残滓ケイオス』をそこへ注ぎ込んだ。

「!!」

　黒き焰が激しく燃え上がり、勢いを増す。

　大きく『雷霆ケラウノス』の槍を侵食する。

　が、そこまでだ。

「グッ……！」

「クソッ……！」

　やはり燃えるのは束ねられた『雷霆ケラウノス』の外側のみ。

　迫せまり来る霆いかずちの勢いを止められない。

　ダメか……!?

　俺が歯を食い縛しばった時。




　遠きより飛来した矢がキュクロプス三体の脳天を連続で射い貫ぬいた。




「……アポロン!?」

　天華の驚きよう愕がくの声。

　キュクロプスの死により消失する雷らい槍そうの外皮。

　残すは最も強きよう靭じんな天華の『雷霆ケラウノス』のみ。

　ここが勝機！

「「ウオオオオオオオオ!!」」

　俺とブリュンヒルデは残る力の全てを神剣へと注ぎ込む。

　ひと際きわ激しく勢いを増した黒焰は、獰どう猛もうな竜りゆうのように『雷霆ケラウノス』を喰らい尽くす。

　焰は天から落ちてくる稲妻を逆に駆かけ上るようにして奔はしり、天華の許もとへと殺さつ到とうした。

「!?」

　爆炎が天華を包む。

「……！」

　黒こく煙えんが一いつ瞬しゆん空を覆ったが──やがてその煙けむりを突つき破るようにして、力を失った天華が地上へと墜おちてきた。

「天華っ！」

　俺は軋きしむ手足を必死に動かして、墜ちてくる妹の体を受け止める。

「……！」

　落下を受け止めた衝しよう撃げきで右みぎ肩かたが脱だつ臼きゆうしたが、何とか天華のことは落とさずに済んだ。

「……おにーちゃん？」

　天華は薄うつすらと目を開いた。

　彼女の服はアルゲスのドレスから制服に戻もどっていた。

　その制服もボロボロで、頰ほおも煤すすに塗まみれている。

　だがその瞳だけは力を失わず、不ふ機き嫌げんそうに細められていた。

「……サイアク」

　ポツリと天華が呟く。

　その言葉を俺は沈ちん黙もくで受け止める。

　俺は彼女の願いを拒こばんだのだ。

「天華……」

「ホント最悪だよ……。よりにもよって大好きなおにーちゃんに止められるなんて」

　天華は目元を腕うでで覆い隠してしまう。

　泣き声は聞こえないから、泣いているわけではない。

　単に俺の顔を見たくないだけか。

「天華。復ふく讐しゆうは終わりにしよう」

「……」

「お前を奪とり返せたなら、俺はもうそれでいい」

　どちらにせよ、俺の過去はそのほとんどが偽にせの記き憶おくだった。

　そこから始まった復讐になど未練はない。

　あとは天華が憎にくしみを捨ててくれれば……。

「……魔眼でアタシの記憶を消す？　それとも『支配』する？」

「……それが必要なら」

　そう答えると、天華は皮肉げに笑う。

「そうしたとして、今にも島に乗り込んできそうな神様たちのことはどうするの？」

　結界の鳴動は続いている。

　神話代理戦争そのものが天華の策略だと知った神々が妹をどうするか……

　天華が弱ったことで、破られるまでの時間はさらに短縮されるだろう。

「……何とかする」

　そう答えるが、正直ノープランだ。

　逃にげるか、隠れるか、交こう渉しようするか……どうすればいいのか分からない。

　だが、むざむざと天華を差し出すことなど、俺にはできない。

「やっぱり甘いなぁ、おにーちゃんは」

　天華は失笑する。

「でも、そーいうところも嫌きらいじゃないよ」

　そう言って。

　ふと、天華の視線がよそへ向く。

　そちらには力ちから尽つきたブリュンヒルデと。

　生き残ったヘカトンケイルがいる。

「～～～～～」

　そのヘカトンケイルはすでにエミリーと姫子相手にズタボロにされていた。

　百あった腕の九割はもげ落ち、五十あった頭の半分は消失している。

　それでもなお生きていた。

　そうなってなお無む抵てい抗こうの相手を叩たたき潰つぶすに充じゆう分ぶんな力を持っていた。

　ソイツは、倒たおれているブリュンヒルデに拳こぶしを振ふり下ろそうとしていた。

「ブリュンヒルデ！」

　咄とつ嗟さだった。

　俺に残された彼女を助ける手段は──魔眼。

『死絶』。

　死の呪のろいが巨きよ人じんを一瞬で塵ちりへと還かえす。

「……っ!?」

　気がつくと天華は俺の腕の中からいなくなっていた。

「天華、どこだ!?」

「こっちだよ」

「……！」

　天華は空にいた。

　まだ魔ま術じゆつで飛ぶだけの余力が残っていたらしい。

「天華、戻ってくれ……！」

「ダメ。アタシといたらおにーちゃんも殺されちゃうよ」

　天華は首を横に振る。

「アタシは逃げるね。ひとまず回復に専念しなきゃ」

「待ってくれ……！」

　俺は天華に手を伸ばすが、届かない。

　そんな俺を、彼女は悲しそうに見下ろして。

「ひとつ忠告しておくよ、おにーちゃん」

「……？」

「アタシたち兄妹きようだいがいたあの施し設せつ……あれは教会の……現真聖教会の施設だよ」

「なっ……!?」

　俺と天華が閉じ込められ、両親に実験されていたあの施設が教会のもの!?

　それは、つまり……。

『唯ゆい一いつ神しん』の『器うつわ』を造ろうとしていたのは……真聖教会なのか。




「十年前、あたしは『唯一神』を制せい御ぎよしきれず、力の『残滓ケイオス』だけを『器』の中に残して『唯一神』をバラバラにしてしまった……けど、肝心のバラバラになった『唯一神』の『遺骸』の行方は杳として知れない」




　天華はそう俺に「忠告」すると、宙で踵きびすを返した。

「じゃあね、おにーちゃん。一いつ旦たんお別れ」

「天華！　待ってくれ、天華！」

「またね……アタシはまだ、諦あきらめていないから」

　そう言い残すと、天華は俺の許を去った。

　彼女がいなくなり、ほどなくして奈落タルタロスの門も閉じ、島を覆おおう異界化の結界も消え去り、鳴動も収まった。

「……」

　俺は天華が消えた空の彼方かなたをしばらく見つめることしかできなかった。

　そうして、第三次神話代理戦争は終わりを告げた。








エピローグ









　第三次神話代理戦争終結から一週間後。




　その日、ずっと眠ねむり続けていた涙るい々るいが病院のベッドで目を覚ました。

「……涙々！」

「あれ、、、雷らい火かぁ？」

　顔に包帯を巻かれた涙々は薄うす目めを開け、ベッドの隣となりに座る俺をゆっくりと見返した。

　包帯は顔だけではなく全身に巻かれている。

　それだけ深いダメージだった。

　二度と目が覚めないことも覚かく悟ごしていた。

「そっか……生きてンのね、私……」

　涙々は小さく呟つぶやき、クスリと笑う。

「あーあ、人間の体も案外丈じよう夫ぶなもんね。生き残っちゃったかー」

「まるで死にたかったようなセリフだな」

「だって、そうしたら雷火も私のこと忘れられなくなったでしょ？」

「……縁えん起ぎでもない」

　俺は顔を顰しかめる。

　そんなことと命を天てん秤びんにかけるこの女め神がみの気持ちは、やはり俺には理解できない。

　その時、横で別の笑い声が起きる。

「まーよかったじゃん。涙々ちゃんも目が覚めて」

「あれ、國くに崎さき？」

「うース」

　隣のベッドで國崎が軽く手を上げる。

「あんた、生きてたんだ？」

「いやいや、死にかけましたよ俺も」

　口調は軽いが、彼も涙々並みの重傷だった。

　天てん華かが去ったあと、キュクロプスを射た矢の飛来した方角を探し、瀕ひん死しだった國崎を回収して急いで病院に運んだ。

　コイツもしばらく昏こん睡すい状態が続いていたが、先さき程ほど涙々より少し前に目覚めたところだ。

「天華ちゃんってばホント容よう赦しやなくてさー。『雷霆ケラウノス』で蒸発したように見せかけて逃げたけどボロボロで」

「フーン」

「ちょっ、もう少し愛のある相あい槌づちをお願いシマス！」

「……」

　國崎に何があったかについては、さっき話を聞いた。

　彼は天華に裏切られて殺されそうになった。

　何とか『雷霆ケラウノス』で跡あと形かたもなく消し飛んだように見せかけ、人目のないところに潜せん伏ぷくしていたらしい。

　逃げ延のびはしたものの、全身はボロボロ。

　意識も半分なく、気絶と覚かく醒せいを繰くり返していたらしい。

　ジッとして体力の回復を図はかっていたところ、弓神のスキル千里眼で俺たちの窮きゆう地ちに気づいたそうだ。

　そして、ギリギリ回復した魔力を全すべて注ぎ、キュクロプスの脳天を射い貫ぬいた。

　そこで体力も魔力も尽つきて昏睡状態に陥おちいった。

　俺の到とう着ちやくがあと半日遅おそければ、そのまま永遠の眠りについていただろう。

「國崎。涙々」

「うん？」

「んー？」

　俺の呼びかけにふたりは会話を止め、こちらを向く。

「今後の話をしよう。お前たちを含ふくめ、俺たちは今後聖餐管理機構エウカリステイアの保護下に入る」

「聖餐管理機構エウカリステイアって、この島を管理してる？」

「そうだ」

「何で？　雷火って、教会の所属でしょ？」

「……どうにもその教会がきな臭くさくなってきたからだ」

　天華が去り際ぎわに残した忠告。

　俺たち兄妹を作り、『唯一神の器』に仕立て上げた旧教会。

　その流れを汲くむ今の真聖教会に戻もどるのは危険と判断した。

　かといって、向こうも俺を放ほうっておいてなどくれまい。

　おまけに俺やみんなの中には未いまだに神の魂たましいとその力が宿っている。

　持ち逃げすれば、神界の神々をも敵に回すだろう。

　教会からの保護と神々との橋はし渡わたし。

　その両方を担になえる組織など、この地上において聖餐管理機構エウカリステイアのほかに存在しなかった。

「匣はこノの木ぎとの交こう渉しようはすでに済ませてある。俺が生き残っている神格適合者全てを『支配』し管理することを条件に、奴やつは保護を受け入れた」

「へぇー、國崎もそれでいいわけ？」

「まあね」

　涙々の問いかけに國崎はヘラヘラと頷うなずく。

　生き残った神格適合者の中で、唯ゆい一いつ國崎だけが『支配』をされていなかった。

　アポロンの『レガリア』燦然たるポイボスチ太陽戦車ヤリオツツ。

　４頭の天馬に牽ひかれたその戦車は、高速で天を翔かける太陽そのもの。

　スサノオの天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモと同じく、正面からの攻こう略りやくは困難な代しろ物ものだ。

　だが、俺が事情を告げた國崎は、自ら『支配』を受け入れた。

　神界へ戻る選せん択たく肢しがあったにもかかわらず、だ。

　それだけではない。

　そもそもなぜ瀕死だった國崎が、無理を押して俺たちの窮地を救ったのか？

　その理由を俺は尋たずねていない。

　さすがにそれを訊きくほど、俺も鈍どん感かんではなかった。

「とりあえず、お前らは体を休めておけ。また見み舞まいにくる」

　俺はそう言って病室から出て行こうとした。

「あ、雷火」

　扉とびらを開ける直前、涙々が声をかけてくる。

「何だ？」

「私が目を覚まして嬉うれしい？」

「……」

　微び笑しようする涙々の顔を俺は見つめ返して。

「よかったと思っているさ」

　とだけ答えて、扉の外に出た。

　廊ろう下かに出てすぐ、俺は眉まゆを顰ひそめる。

「盗ぬすみ聞きとはいい趣しゆ味みだな」

「いやいや、若人たちの話を邪じや魔ましたくなかっただけだよ」

　ドアの横の壁かべにもたれかかっていた匣ノ木は、ヘラヘラと笑いながら答えた。

「神界の様子はどうだ？」

「混乱中。こういう時に誰だれかに責任を押しつけ合うのは人間も神様も同じだね」

　天華が消えて、第三次神話代理戦争は終わった。

　それどころか神話代理戦争そのものが、天華の策略であり、神々はまんまと利用されていたのだ。

　その責任は誰にあるのか？

　そんな益やく体たいもない話が神界では勃ぼつ発ぱつしているらしい。

「神界に何か動きがあれば逐ちく次じ報告しろ。必要があれば俺も協力する」

「その時は頼たのむよ」

　匣ノ木は頷く。

　そこで会話は終わったが、奴はまだ何か言いたそうにしていた。

「……何だ？」

「いや、これはただの興味本位なんだけどさ」

　匣ノ木はわざとらしく前置きする。

　それから、笑ってない目で俺を見て。

「何で、あの二柱ふたりを助けたんだい？」

「……」

「見捨てて殺すこともできただろうに……神様に情でも移ったのかい？」

　この世界で神に恨うらみを持たない者などいない。

　ましてや匣ノ木は十年間神の走そう狗くとなって働いていた男。

　その間、神々のために何をしてきたのか。

　何をさせられてきたのか。

　その仮面の下に潜ひそむ憎ぞう悪おの大きさは、あるいはかつての俺以上かもしれない。

「まだ俺もあいつらを赦ゆるしたわけじゃない」

「……」

「ただ……あいつらには何度か命を救われた。だから」

「だから？」

「赦す機会をやってもいいかと、そう思っただけだ」

　騙だまされていたこと。

　レオンのこと。

　そう簡単に赦せるものではない。

　この気持ちを晴らすために、ふたりを見殺しにしてもよかったのかもしれない。

　だが、少しだけ待ってみることにした。

　もしかしたら。

　もしかしたら、彼らを赦せる日が来るかもしれない。

　もちろん絶対ではない。

　一生かかっても赦せないかもしれない。

　しかし、今すぐ結論は出さなくてもいいと思った。

　ただそれだけだ。

「そんな君の気分次し第だいで赦すか赦さないか決めるのかい？」

「ならお前がふたりを殺すか？」

「……」

　匣ノ木はしばらく沈ちん黙もくを続けた。

　だが不意に、へらっ、と口許を歪ゆがめて。

「やめておくよ、返り討うちに遭あいそうだ。それに今の彼らには利用価値があるしね」

　ただ神々に隷れい属ぞくするしかなかった聖餐管理機構エウカリステイア。

　彼らにとって、俺たちの存在ははじめて手に入れた貴重な手札だ。

　無意味に捨てたりしない。

　捨てるなら、その前に徹てつ底てい的に利用する。

　憎悪よりも利益。

　それが匣ノ木の判断のようだ。

　そこで話は終わり、奴は病室の前からいなくなる。

「……」

　その背中が廊下の角に消えるまで見送ったあと、俺もまた廊下を歩き出した。







　少し、ここにいない者の話をしよう。

　エミリーと姫ひめ子この話だ。

　まずはエミリーに関して。

　決戦後も彼女はほぼ無傷だったが、念のため俺たちと一いつ緒しよに精密検査を受けていた。

　検査の合間に、偶ぐう然ぜん休きゆう憩けい室で彼女と鉢はち合あわせた俺は、あの時の復活劇について尋ねた。

「件くだんのケツァルコアトルに余の魂の大部分は破は壊かいされてしまったわけだが、器うつわの中で人間と神の魂は混ざり合うものだ」

「それは知っている」

「奴の神殺しの権能は文字通り神を殺すだけのもの。ゆえに、人の魂までは壊こわせない」

　その通りだ。

　だがエ人ミ間リのー魂はエ人ミ間リのー魂でオシリス神の魂の巻き添ぞえを喰らい、その魂の形を大きく損傷することとなった。

　だからエミリーはずっと目覚めなかったのだ。

「だが奴の神殺しも余とエミリー、両者の魂が深く混ざり合った人の魂か神の魂か曖昧な部分までは壊せなかったというわけだ」

　たとえばコーヒーにミルクを一いつ滴てき垂らす。

　スプーンで搔かき混ぜる前なら、コーヒーの黒い部分とミルクの白い部分は簡単に見分けがつけられるだろう。

　その時点でなら、黒い部分を「コーヒー」白い部分を「ミルク」と言い分けることができるかもしれない。

　では軽く搔き混ぜた後ならどうか？

　それでも両方を区別できるか？

　どこが「コーヒー」で「ミルク」か。

「神」か「人」か。

　正しく切り分けることはできないだろう。

「魂の欠片かけらでも残っているのなら復活の余地はある」

「……」

「とはいえ、さすがに断片すぎた。余の不ふ朽きゆう不ふ滅めつの神しん霊れい柩きゆうが機能しないほどにな」

「……」

「だが、あの小こ娘むすめが冥めい府ふに通ずる門を開いたおかげで、あの辺り一帯に彼岸の霊れい気きが満ちた。アレを利用することで壊れた部分を修復することができた、というわけだ」

　しかし、とエミリーはつけ加える。

「何度も言うように、余の魂たましいの大部分は破壊されていた。魂を再構築できたのは余の力だが、その元となった魂の大部分はエミリーのものだ」

「つまり……今のお前は、エミリーともオシリスとも呼べない存在なのか？」

「さあな」

　そう言ってエミリーは肩かたを竦すくめた。

「少なくともこうして喋しやべっている余がオシリスなのかエミリーなのか、あるいはどちらでもあるのか。それはもはや余にも不明だ。キサマの好きに呼ぶがよい」

　そこでエミリーは看護師に名前を呼ばれた。

　精密検査の続きを受けるために、彼女は俺との会話を中断する。

「ではな主あるじ殿どの。この身は敗北者のそれだ。後のち程ほどキサマの好きにするがいい」

　口の端はしを持ち上げてから、エミリーは休きゆう憩けい室からいなくなった。

　彼女がいなくなったあとで、俺はくるりと別の方向に視線をやる。

　そちらには、同じく精密検査の途と中ちゆうで休憩に入った姫子が椅い子すに座っていた。

　彼女の身にもスサノオの権能が復活するという変化があった。

　もしかしたらそのことで体調などに何らかの影えい響きようがあるかもしれない。

　だから復活のエキスパートであるエミリーの話を一緒に聞いて貰もらっていたのだ。

「どうだ？　姫子はその、、自分の人格がスサノオと混ざったというか……変化したような感覚はあるか？」

「どうだろ……分かんない」

　姫子は小さく首を振ふって答えた。

「でも、難しい話はボクには分からないけど、あの時声が聞こえたの」

「声？」

「たぶん、スサノオだと思う。あいつ、ボクにこう言ったんだ。『自分の大切なものは自分で護まもれ』『そのための力は貸してやる』あと……『姉あね御ご殿に心配をかけるな』って」

「……」

　スサノオもまた冥めい界かいの王に近しい側面を持っている。

　奴やつがその気になれば、おそらくエミリーと同様の復活を遂とげられただろう。

　だが奴はしなかった。

　たださっぱりと姿を消した。

　己おのれの権能の一部を姫子の中に残して。

　本当にどこまでも潔いさぎよい奴だった。







　エミリーと姫子についてはそんなところだ。

　彼女たちも俺の支配を受けるという形で、聖餐管理機構エウカリステイアの保護下に入っている。

　俺たちよりも先に退院し、今いま頃ごろは寮りように戻もどっているところか。

　さて、俺はと言えば。

　マリアの『癒いやし』もあって今は回復しているが、俺もそれなりの重傷だった。

　そのためつい数日前まで入院していた。

　自分の体を治すのに加え、匣ノ木たちとの交こう渉しよう、仲間たちの安否、神界の情勢に、教会との関係、やるべきこと、考えるべきことが山積みで、正直退院後も気の休まらない状じよう況きようが続いている。

　それに、天華のことも。

　妹は完全に姿を消してしまった。

　神界も、聖餐管理機構エウカリステイアも、その行方ゆくえを追えていない。

　あるいはどこかで果てたのでは？

　そんな憶おく測そくも飛んでいる。

　だが、俺は妹の生存を疑っていなかった。

　双ふた子ごの間にある魂の繫つながり。

　本当の記き憶おくを取り戻したためか、子供の頃ころに繫いだ回パ路スが何かのキッカケで開いたのか、俺には妹の存在を離はなれていても感じ取れるようになっていた。

　今はひとまずそれだけでいい。

　いつか必ず迎むかえに行く。

　俺たち兄妹きようだいを取り巻く全すべての問題を解決したら、必ず。

　そう、問題は多々あった。

　天華は今や神々にとっての大罪人だ。

　一方、俺の中にも『残滓ケイオス』が残っている。

　神話術式がそうだったように、どうも神話代理戦争の勝者に与あたえられる『唯ゆい一いつ神しん』の座──その権能を復活させるためには、この『残滓ケイオス』が必要らしい。

　つまり、『残滓ケイオス』が俺の中にあると悟さとられれば、たちまち神々によってこの体は引き裂さかれるだろう。

　この事実は隠かくし通さなければならない。

　それに『遺骸レリツク』の問題もある。

　天華が引き裂いた『唯一神の遺骸』。

『残滓ケイオス』がそうであるなら、『遺骸レリツク』もまた『唯一神』の権能を蘇よみがえらせる素材マテリアルとなるはずだ。

　幸い、それがドコにあるのか、少なくともこの世の表おもて舞ぶ台たいには出てきていない。

　しかし、そんなモノが見つかれば新たなる闘とう争そうの引き金となる。

　それとなく、『遺骸レリツク』の行方も追っておくべきだろう。

　そして、可能であれば破壊する。

　経けい緯いはどうあれ、十年前にあれを地上に顕けん現げんさせてしまったのは俺たち兄妹なのだ。

　その後始末はしなければならない。

『──おっ、あの女のナース、腰こし回まわりがエロいな』

「……」

　人がマジメなことを考えている時に。

　あれだけの決戦を経ても、バロールは相変わらずだ。

（おいバロール、たまには禁欲したらどうだ？）

『──ほう、俺サマに死ねってか？』

（そう言ってる）

『──ウヒヒヒ、お断りだね！』

　くだらない軽口。

　余計な雑談。

　こんなことに無む駄だな安心感を覚えるようになってしまった。

　まだまだ精神修しゆ行ぎようが足りないな。

　そうこうしている内に目的地に着く。

　そこは涙々たちの病室より、さらに上の階。

　今日やっと集中治ち療りよう室から出てきたシャロ先せん輩ぱいの病室だ。

「失礼します」

「えっ!?　あっちょ！」

　病室のドアをスライドさせると、そこには看護師に背中を拭ふかれるシャロ先輩の姿があった。

　当然、病衣の上半身ははだけていて、下着もつけていない。

「ス、スミマセン！」

　俺は慌あわててドアを閉じ、彼女が体を拭き終えるのを数分待った。

　数分後、出てきた看護師に軽く睨にらまれたあと、俺は体を小さくして中へと入った。

「さっきは失礼しました……」

「い、いえ、こちらこそお見苦しいものを……」

　お互たがいに赤くなってゴニョゴニョと小声で謝る。

　頭の中でバロールが大笑いしていた。

「そ、それで雷火くんはどうしたの？」

「いえ、先輩の様子を見に」

『──シャロの柔やわ肌はだを見に』

（黙だまれ）

　気を取り直すため、俺はコホンッと咳せき払ばらいをする。

「それで、体の調子はどうですか？」

「うん、立つとまだちょっとフラつくけど、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　シャロ先輩は笑え顔がおで答える。

　だがやはり体力が落ちているのか、少し無理が見えた。

　俺は彼女に頭を下げる。

「ら、雷火くん？」

「ありがとうございました」

　あの日、俺が生き残れたのは彼女たちのおかげだ。

　彼女たちがその命を削けずってくれたから。

「先輩に同盟を持ちかけた時、命に替かえても護まもると誓ちかったのに、逆に俺は」

「顔を上げて、雷火くん」

　促うながされ、俺は顔を上げる。

「あれはわたしたちの意思でしたことだよ。だから、雷火くんは気にしないで」

「……ありがとうございます」

　俺はもう一度頭を下げて、深く彼女たちに感謝する。

「ところで」

「ん？」

「……ブリュンヒルデの様子はどうですか？」

「まだわたしの中で寝ねてる。少し、疲つかれちゃったみたい」

　あの激戦以降、ブリュンヒルデは眠ねむり続けている。

　いくら使えると言っても、ブリュンヒルデの神格はどうしても低い。

　世界を終わらせる終焉の焰ほのおを担になうのは、やはり相当な負荷を彼女にかけてしまうようだった。

「大丈夫だよ雷火くん。本当に眠ってるだけだから、もう少ししたら目を覚ますよ」

「そう、ですか」

　先輩の気き遣づかいに、俺はぎこちなく頷うなずいた。

　それから彼女に勧すすめられ、ベッドの隣となりに座る。

　静かな時間が流れる。

「無事生き残ったね、雷火くん」

「はい」

「天華ちゃんはまだ見つからない？」

「……はい」

「……そっか。なら、捜さがさないとね」

「！」

　その言葉に俺は反応する。

「ですが、これ以上先輩に……」

「いいの。これもわたしたちがしたいことだから」

「……ありがとう、ございます」

「どうせなら、天華ちゃんも一いつ緒しよに、みんなで海に行きたいしね」

　そう言ってシャロ先輩はまた笑った。

　見ていて安心する笑み。

　彼女に何度救われただろう。

　これから何度救われるだろう。

　だが、それは悩なやんでも仕方のないことだ。

　彼女がついてきてくれるというなら、俺も今まで以上の覚かく悟ごを以もつて臨のぞめばいい。

　天華を捜し出し、ともに生きる。

　そのための戦いはこれから始まるのだ。

「……そういえば、今は本当に〝ふたりきり〟なんだよね」

「？」

　シャロ先輩の呟つぶやきに俺は顔を上げる。

　彼女は俺の方に少し体を寄せてきて。

「雷火くん」

「はい……!?」

　突とつ然ぜんキスをされた。

　あまりの不意打ちに、俺は全身を硬こう直ちよくさせる。

　動けないままの俺に、先輩はしばらく唇くちびるを重ね続けた。

　やがて、ゆっくりと彼女の体が離れる。

　目が合って、彼女はえへへと恥はずかしそうに笑った。

「ちょっとブリュンヒルデさんに抜ぬけ駆がけしちゃった」

「え、いや、あの……」

「ほら、さすがのわたしも、この体でブリュンヒルデさんに先にファーストキスされたらショックだし」

　先輩は冗じよう談だんめかして言うが、俺の方はまだ硬直が解けない。

　い、今シャロ先輩とキスを……!?

　自分でも驚おどろくほど俺は動どう揺ようしていた。

　ただそれは悪い意味ではなくて、どちらかというと……。

「そういえば、時間に余よ裕ゆうができたからって、あんまりブリュンヒルデさんに告白の返事を待たせたらダメだよ」

「は、はい」

「あとわたしもね」

「～～～っ!?」

「あははは」

『──こりゃフェミニストっていうより、単に女の尻しりに敷しかれるタイプだな』

　バロールが呆あきれ、俺が怒ど鳴なり、シャロ先輩がまた笑う。

　決戦前夜は明日で全て終わると思っていた日々。

　その続き。

　戦いは終わらず、新たなる争いの火種が今も世界のどこかで燻くすぶっている。

　だが、今だけは。

　今だけは、俺も、ここにある束の間の平へい穏おんを味わうことにした。
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「あー……痛いなぁ」

　あたし──神しん仙ぜん天てん華かはとある島の洞どう窟くつで体を休めていた。

　最後の黒こく焰えんの一いち撃げき。

　あれによって半はん壊かいしていたアルゲスの鎧ドレスも、完全に破壊されてしまった。

　その犠ぎ牲せいのおかげで生き延びたとも言えるけれど、護りの要かなめを失ったとも言える。

　これからは慎しん重ちように行動しないと……。

　そう、これからのこと。

　ローラシア島を使った神話術式は失敗に終わった。

　その原因がおにーちゃんというのがやるせないけれど。

　そんなことより次の策のことを考えなければ。

　この世界を終わらせるために。

　あたしとおにーちゃんの世界のために。

　復ふく讐しゆうのために。

「次はあそこだよね」

　そのための行く先はすでに決めてある。

　だけどその前に戦力が必要だ。

　やることは多い。

「あー、でもなんだか楽しー」

　今までずっと息を潜ひそめていた。

　これからも体が癒いえるまでは、戦力が整うまでは、まだ静かにしてなきゃならないけれど。

　今度は思いっきり暴れてやる。

　この世界のことなんてどうでもいい。

　どうせ壊こわすつもりなんだから。

　全部、全部メチャクチャにしてやる。

「ぜーんぶ壊して手に入れたら、今度こそ迎むかえに行くからね」

　だから、もう少し待っててね。

　おにーちゃん。








あとがき









　──読者の皆みな様さま、この度たびも『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第６巻を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

（エミリー：以降『エ』）「フハハハ！」

（天てん華か：以降『天』）「あれー、エミリーちゃんご機き嫌げんだね」

（エ）「当然であろう。ついに余が全読者待望の復活を果たしたのだからな！」

（天）「フーン、よかったね」

（涙るい々るい：以降『涙』）「逆に天華はテンション低くない？」

（雷らい火か：以降『雷』）「いろいろあったからな」

（シャルロッテ：以降『シャ』）「天華ちゃん、次から出番どうなるんだろ？」

（エ）「小こ娘むすめがどうなろうがどうでもよかろうなのだ！　次巻からは余の大だい活かつ躍やくが見られるのだからな！」

（天）「ムッカー！　そこまで言うならここで決着をつけようかエミリーちゃん！」

（エ）「ハッ！　望むところだ！」

（天）「そもそもエミリーちゃんってあたしとロリ枠わく被かぶってるんだよ！」

（エ）「気に食わないのはそこか!?　というか誰だれがロリ枠だ!?」

（雷）「おいエミリー、謝辞はどうした？」

（エ）「知るか！　というか本編で復活したのだから、あとがきの女王の名は返上だ！」

（雷）「はあ……仕方ない。シャロ先せん輩ぱい、お願いします」

（シャ）「え？　あ、うん。こほんっ……よう太た様、今巻も素す敵てきなイラストありがとうございます。今回の表紙、ブリュンヒルデさんとても喜んでました。つづいて担当様に編集長様、いつも面めん倒どうみて頂いてありがとうございます。しのはらしのめ先生、漫まん画が版『いづれ神話の放課後戦争』いつも楽しく読ませて頂いています。素晴らしいコミカライズありがとうございます。デザイナー様、営業様、流通様、書店員の皆様もいつも本当にありがとうございます。最後に読者の皆様、今巻も読んで頂き、ありがとうございます。次巻からはまた新たな展開があるそうなので、どうかこれからも応おう援えんよろしくお願いします」

（雷）「……先輩に任せると茶番感がない！」

　──次巻もよろしくお願いします。


２０１７年２月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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